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序文

財団法人千葉県文化財センターは、埋蔵文化財の調査研究、文化

財保護思想、のj函養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され、

以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その成果として多数の発

掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県文化財センター調査報告書第339集として、千

葉県の国道465号線の開発事業に伴って実施した富津市川島遺跡の

発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では、弥生時代後期から古墳時代前期と奈良・平安時代

の二つの集落が見つかるなど、この地域の原始・古代の歴史を知る

上で貴重な成果が得られております。

刊行に当たり、この報告書が学術資料として、また郷土の歴史に

親しむ資料として広く活用されることを願っております。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方

々を初めとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理まで御

苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成10年3月31日

財団法人千葉県文化財センタ一

理事長中村好成



凡例

1 本書は千葉県による国道456号(岩瀬地区)建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は千葉県富津市西大和田字川島870ほかに所在する川島遺跡(遺跡コード

226-005)である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、千葉県の委託を受け、財団法人千葉県文化財センターが実施

した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者、実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆は、南部調査事務所副所長、野口行雄が担当した。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁生涯学習部文化謀、富津市教育委員会の御指導、

御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は下記のとおりである。

第1図 富津市役所発行 1/2，500都市計画図 (XI-ME 60-4) 

第3図 国土地理院発行 1/25，000土地条件図「富津」

第4図 国土地理院発行 1/25，000地形図「富津J (NI-54-26-1-3) 

8 周辺地形航空写真は、国土地理院 (M 68A -6 64)によるものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北である。
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第 1章はじめに

第1節調査の経緯と経過

千葉県内における君津地域は、上総アカデミアパー夕、東京湾横断道路、館山自動車道路の建設といっ

た大規模開発が進められ、またこれに伴い、地方自治体及び民間による道路の整備や住宅地の建設も推進

され、交通量の増加が見込まれることから、この地域の主要な幹線道路である国道465号線の改良工事が

計画された。この道路建設工事に当たって、千葉県土木部道路建設課は、千葉県教育委員会に対し、事業

地内の「埋蔵文化財の所在の有無及び、その取扱いについて」の照会を提出した。これに対し千葉県教育委

員会から、事業地内に遺跡が所在する旨の回答が出された。その後、遺跡の取扱いについて、千葉県教育

委員会と千葉県土木部との協議が重ねられ、その結果、発掘調査による記録保存の措置を講ずることで、

協議が整った。

発掘調査は財団法人千葉県文化財センターが実施することとなり、千葉県との委託契約を締結し、平成

6年6月1日から発掘調査を開始し、平成7年3月31日に現地における調査を終了した。

整理作業は、平成7年度から開始し、遺物の水洗・注記から始まり、図面の整理、遺物の復元、実測、

挿図・図版の作成等の作業を進め、今年度の報告書刊行に至った。

なお、各年度の担当者、作業内容は次のとおりである。

各年度の作業期間、組織、担当、作業内容

0平成6年度(発掘調査)

期 間平成6年6月1日から平成7年3月31日

調査研究部長西山太郎、事業課長沼津豊、市原調査事務所長石田贋美

担 当研究員土屋治雄、主任技師森本和男大谷弘幸高梨俊夫

作業内容 上層確認調査 4，800m2 /4 ，800m2 上層本調査 4，OOOm2

0平成7年度(整理)

期 間平成7年6月1日から平成8年3月31日

調査研究部長西山太郎、事業課長沼津豊市原調査事務所長森尚登

担 当主任技師高梨俊夫

作業内容 遺物の水洗・注記から遺物実測の一部

O平成8年度(整理)

期 間平成8年4月1日から平成9年3月31日

調査部長西山太郎、調査課長古内茂、南部調査事務所長高田博

担 当副所長野口行雄

作業内容 遺物実測の一部から原稿執筆の一部

O平成9年度(整理)
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期 間平成 9年 4月1日から平成 9年 6月30日

調査部長西山太郎、調査課長古内茂、南部調査事務所長高田博

担 当副所長野口行雄

作業内容原稿執筆

第2節調査の概要

発掘調査は、まず公共座標に基づいて20mX20mの大グリッドを

調査対象区域を包括するように設定した。大グリッドの名称は、西

から東へAからCまで、北から南へは0から12までのアルファベッ

トと数字を付してその組合せる方法による。大グリッドをさらに 2

mX2mの小グリッドに100分割し、 01から99までの番号を付し、

双方の組合せにより(例えば1B-02) グリッド番号を付した。

本遺跡は平成2年5月から平成3年1月にかけて、今回の調査区

の隣接地を千葉県立君津商業高等学校の野球場移転工事に伴い

11 ，000m2を調査対象として財団法人君津郡市文化財センターによ
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居跡、方形周溝墓、古墳時代後期の古墳、奈良・平安時代の住居跡・製鉄関連遺構等が非常に分布密度の

濃い状況で検出されている。

以上のような調査成果を踏まえて、発掘調査は確認調査を実施し、その成果により本調査に移行した。

確認調査は通常調査対象面積の10%前後の掘削を行うが、君津郡市文化財センターの調査成果により、ほ

ぼ全域に遺構が分布する可能性が高いため、調査対象地4，800m2全域の表土を除去して遺構検出作業を行

い本調査範囲の決定を行った。遺構検出面までは、平均1.5mと深く、また土質も砂質のため崩落しやす

いことから、調査区の両側縁に土留め用にパイルを設置してから調査を実施した。

確認調査の結果、調査対象地南端部の砂正上から岩瀬川に向かつて緩く傾斜する地点 (800m2) は、旧

河川であり、遺構・遺物が検出されないため、本調査範囲から除外した。なお、確認・本調査は、調査の

工程上、調査対象地の南端部から2，400m2を実施した後、残りの2，400m2を対象として調査を実施した。

最初の調査対象地では、岩瀬川旧河川部以外から君津郡市文化財センター調査成果同様の弥生時代後期か

ら古墳時代前期の住居跡、方形周溝墓を主体とし、他に奈良平安時代の住居跡、中世の溝状遺構が検出さ

れ、遺物も多量の出土が見られた。また、砂丘上の平坦部に移ると、住居跡の分布は希薄となり、古墳の

周溝、奈良平安時代の井戸跡、中世の溝状遺構が検出された。これら検出された遺構を時代を追って簡単

に概要を述べておこくとにした。

弥生時代後期から古墳時代前期では、検出遺構は住居跡、方形周溝墓、溝状遺構、土坑が挙げられる。

この遺跡の主体となる時期であり、遺構分布においては砂丘の先端近くから岩瀬川に向かつてやや傾斜す

るあたりに重複して検出されている。土器を初めとした遺物も多量に出土している。君津郡市文化財セン

ターの調査成果とも考えると、この時期に大規模な集落が所在していたことが窺える。

古墳時代後期に属する遺構としては、 3基の盛土を失った古墳の周溝が検出されたのみであり、埋葬施
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設は検出されていない。

奈良平安時代では、弥生時代後期から古墳時代前期の住居跡分布範囲とほぼ重なるように住居跡が12軒、

掘立柱建物跡1棟が検出されている。また、これらの分布範囲とは正反対の砂正中央部の平坦地より井戸

跡2基、住居跡1軒、溝状遺構が検出されている。出土遺物の内、須恵器、土師器の他鉄津が多量に見ら

れる。

中世に属する遺構は、溝状遺構のみ検出である。出土遺物も陶磁器類が僅かに見られるだけである。

以上簡単に検出遺構を主に概要を説明したが、詳細については次章で触れることとする。なお、遺構番

号については、発掘調査時に遺構の種類を優先として付しており、時代は考慮していない。また番号は検

出順に 1番から順次付し、遺構の種類別に記号化し、 SIが住居跡、 SXが方形周溝墓または古墳、 SEが井

戸跡、 SDが溝状遺構、 SKが土坑とした。そして遺構番号の先頭に遺構記号を付し、つづいて通し番号を

付し、 SI-1のように表現した。

第3節周辺の環境

1 地理的環境

川島遺跡は、富津市西大和田字川島870ほかに所在する。富津市は房総半島のほぼ中央よりやや南の東

京湾岸に位置する。富津市の北東部は、君津市南端部を流れる小糸川により形成された広大な沖積地が広

がり、南部と東部には房総E陵が展開している。しかし、東京湾沿岸には小糸川の他、北より岩瀬川、入

染川、湊川により大小さまざまな沖積平野が形成されている。

川島遺跡は、 JR内房線大貫駅から東に約700m、県立君津商業高等学校に隣接し、海岸線までの直線

距離は約1.3kmである。この大貫駅周辺は、富津岬の付け根の南側に位置し、海岸線の発達した地域で

あり、この地域から富津岬を含め、その付け根の北側である大堀地区周辺にかけて砂正の形成が発達した

地域である。この大堀地区から大貫地区にかけての砂正地帯は、その北側は小糸川とその支流により開析

され、東側と北側には丘陵が迫っており、岩瀬川、入染川等の小河川により浸食されている。砂丘地帯に

おいても低い地域と高い地域に分れ、低い地域は低湿地化し、現在では水団地帯となっている。高い地域

(標高10m-20m)においては住宅地となっている。この地域に所在する遺跡は、全て高い地域に所在して

おり、古墳はその先端部近くに立地している。

川島遺跡は、岩瀬川の北岸の標高約10mの砂正上に在る。この砂Eは比較的広い平坦部を持ち、住宅地

や畑として土地利用されている。今回の発掘調査範囲は、道路建設に伴う調査のためこの砂正上を縦断す

るような形となり、遺跡の一部の調査ではあるが、この砂正上における当時の土地利用をある程度知るこ

とができた。

2 周辺遺跡

川島遺跡は、砂正上に立地する弥生時代から中世にわたる遺跡である。 JR青堀駅から大貫駅にかけて

は、前項でも述べたように砂正が発達しており、その砂丘上に多くの遺跡が所在することが広く知られて

いる。特に南関東でも有数の古墳群である内裏塚古墳群は古くから多くの研究者により注目されている。

しかし、古墳群以外の遺跡においてはあまり調査例がなかったが、ここ10年余りの問、本遺跡を含め発掘

調査例が増加し、古墳群以外の遺跡の内容についても徐々にではあるが明らかになってきた。
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本遺跡は、弥生時代後期から古墳時代前期の集落と古墳時代後期の古墳、奈良・平安時代の集落、そし

て中世の遺構が検出されている。

弥生時代後期から古墳時代前期の集落跡で最も注目されるのは、本遺跡より南東に約1.5Kmのところ

に所在する打越遺跡2)である。打越遺跡は、丘陵の麓に展開する標高14m-19mの砂丘上に立地する遺跡

であり、 300軒以上の住居跡、 4棟の掘立柱建物跡等が検出されている。この打越遺跡から浅い谷を隔て

た北側の約1.0km先の砂丘上に下谷遺跡3)が所在し、僅かの調査面積であるが住居跡22軒が検出されてい

る。また、川島遺跡から西へ約O.6kmには植ノ台遺跡4)が所在し、この遺跡からも住居跡2軒が検出され

ている。つづいて本遺跡と岩瀬川を挟んだ対岸の砂丘上には大明神原遺跡5)が所在し、住居跡が検出され

ている。このように大貫地区においては、発掘調査例は多いとは言えないが砂丘上に当該期の大規模集落

が、広範囲に展開していることが判明してきている。

古墳は、先にも述べたように内裏塚古墳6)を中心とした南関東でも有数の内裏塚古墳群がJR大堀駅周

辺から下谷遺跡周辺にかけての砂正上に展開している。また、本遺跡から南へ約1.0kmには前方後円墳

の弁天山古墳7)が所在し、他にもいくつかの円墳が所在している。

奈良・平安時代の遺跡は、弥生時代後期から古墳時代の遺跡と比べ減少傾向にある。発掘調査によって

当該期の集落が検出されたのは本遺跡のみである。分布調査によっても当該期の遺跡の所在は少なく、小

糸川流域に比較的多く確認されている。

中世では植ノ台遺跡、打越遺跡で僅かの遺構が検出されているが、何れも溝状遺構や土坑墓であり、集

落跡の検出はされていない。遺物についても少量の出土である。

以上のように大貫地区における遺跡は、弥生時代から古墳時代といった限られた時代に大規模に展開し

ており、その前後の時代については、今後の発掘調査等に期待するところが大きいと言える。

(注)1) r川島遺跡発掘調査報告書」財団法人君津郡市文化財センター 1991年

2) r打越遺跡・神明山遺跡」財団法人君津郡市文化財センター 1992年

3) r下谷古墳・下谷遺跡」財団法人君津郡市文化財センター 1990年

4) r植ノ台遺跡」財団法人君津郡市文化財センター 1991年

5) r大明神原遺跡発掘調査報告書」富津市教育委員会 1981年

6) r千葉県富津市内裏塚古墳群測量調査報告書」千葉県教育委員会 1987年

「内裏塚古墳群発掘調査報告書」富津市教育委員会 1991年

7) r千葉県富津市史蹟弁天山古墳保存整備事業報告書」富津市教育委員会 1980年
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検出した遺構と出土遺物

第1節 弥生時代後期から古墳時代前期の遺構と遺物

概要

弥生時代後期から古墳時代前期の検出された遺構は、竪穴住居跡46軒、方形周溝墓8基、溝状遺構5条、

第2章

1 

土坑5基である。遺構の分布状況には偏りが見られ、調査区の南側半分に集中し、切り合い関係が激しい。

また、古代、中世の後世の遺構等にも著しく撹乱されている。これらの遺構の検出状況に加え、本遺跡が

砂丘上に立地し、遺構検出面からの住居跡の掘込みも浅いものが多いため、壁、床面、柱穴等の検出、遺

構どうしの切り合い関係などを把握するにあって困難なものが多々見られた。また、遺物特に土器におい

ては、埋蔵状態の影響によるものか器面が磨滅しているものが多く見られ、土器自体も脆い状態のものが

多く見られる。

竪穴住居跡

S 1 -3 (第6図、図版3) 

調査区南端近くの、台地平坦部から岩瀬川に向かい傾斜が始まりかける台地先端部に位置する。

2 

東西に長軸をもっ楕円形に近い形状を呈すものと思われるが、西側はSI-4に、東側はSX-3によ

って切断され、北側はSD-4により撹乱されている。規模は東西5.2m、南北4.5mと推定される。

長軸上の中心よりやや西側に炉跡がある。主柱穴は4本確認される。遺構検出面からの掘込みはO.3m

からO.lm程である。

遺物は小破片のものが多く、実測可能なものはわずかである。出土状況は炉の周辺と住居のほぼ中央部

から検出されている。 1は聾、 4は台付聾の台部である。5は壷口縁部、3は壷頚部、

黒褐色砂質土黄色砂土を斑文状に少量含む。しまりは甘い。

褐色砂質土 :黄色粗砂土を含む。円磯を少量含む。

褐色砂質土 :黄色砂土を多量に含む。しまりは甘い。

暗黄色褐色砂質土:黄色粗砂土を多量に含む。しまりが甘い。

暗黄色褐色砂質土:黄色粗砂土・小円礁を多量に含む。

黒褐色砂質土

褐色砂質土 :黄色砂を斑文状に含む。

暗黄褐色砂質士:黄色砂土を多量に含む

2・6は査の底部、
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土層

(第8図、図版3) SI-7 

SI-3の東側に接するように位置する。 SX-3により住居の北西側半分近くが撹乱されているが、

北西一南東に長軸をもっ楕円形状の形態を呈するものと思われる。規模は長軸4.5m、短軸3.8mと推定さ

れる。検出面からの掘込みはO.15m程である。炉跡は住居中央より北西よりにあったものと思われるが、

SX-3により削平されている。柱穴においても 4本の主柱穴があったと思われるが、北西側の 2本は削

平されている。主柱穴の掘込みはO.12m程と浅い。また、南東の壁際には出入口施設と思われる柱穴が2
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基検出されている。出土遺物はいずれも小破片で実測可能な遺物は無い。

土層 1 暗褐色砂質土:黄褐色の砂礁を含む。

8 1 -14 (第9図)

81-3よりjヒ西へ約15mの調査区域境に位置する。調査区域境に位置することと、 8Dー1cにより

削平されているため住居の残存は114程である。形態は円形に近いものと推定され、規模は径2.7m程と小

型と思われる。検出面からの掘込みはO.15m程である。柱穴は 2本確認でき、 O.2m程の深さである。ま

た中央部にはO.2m程の掘込みがあり、他の住居跡のコーナ一部の可能性も考えられる。出土遺物の内実

測可能な遺物は 2点のみで、 1は台付聾の台部、 2は壷の底部である。この 2点も住居跡覆土内一括で取

り上げの遺物である。

8 1 -15 (第10図、図版3) 

本遺構の位置する 7Bグリッドは台地の南側平坦地にあり、本時期の遺構、特に住居跡が最も密集した

-11一



地区であり、遺構同士の切り合い関係も激しい状況である。本住居跡の西側はS1 -33と、東側はS1-

25と切り合い関係にある。住居の形態は東西方向に長軸をもっ楕円形を呈し、長軸5.4m、短軸4.0m程の

規模である。検出面からの掘込みはO.2mからO.3m程で、炉跡、主柱穴は見あたらない。出土遺物の内実

測可能遺物は 8点あり、 1は聾の頚部、 2は壷の底部、 3から 7は査の口縁部、頚部である。 8はホルン

フェルス製の磨石である。

土層 l 黒色砂質土:黄褐色砂質土を含む。

2 黒色砂質土:黄褐色砂礁を多量に含む。

S 1 -16 (第13図、図版4) 

本遺構は住居跡密集地域の南東端に位置する。住居跡の北側壁はSX-7、南側壁はSD-6により削

平され西側壁は古代の住居跡S1-9に接している。平面形態及び規模については不明瞭であるが、北東

一南西に長軸をもっ隅丸方形に近い形態で長軸5.0m、短軸4.0m程の規模と思われる。遺構検出面からの

掘込みはO.15mからO.25mである。主柱穴、炉跡は検出されていない。出土遺物は 1、2が聾の口縁部で、

いずれも輪積痕を残し、その上を指頭状工具によ押圧痕が施文されている。 3は斐底部、 4は軽石で全面

に研磨痕を残している。

SI-17 (第15図、図版4)

本遺構は SD-8により中央部近くが削平されている。南北に長軸をもっ楕円形に近い形態で、長軸

4.5m、短軸4.0m程の規模である。遺構検出面からの掘込みはO.2mからO.3mで、主柱穴は 4本確認でき

るが、いずれも床面よりO.2m程と浅い掘込みである。また南壁際の西より部に径O.5m、深さ100mの貯

蔵穴とも思われるピットがl基確認されているが、炉跡は検出されていない。遺物はいずれも小破片であ

り、実測可能な遺物として住居跡覆土中より査の底部が2点出土している。

士層 1 黒色砂質土:黄褐色砂礁を含む。

S 1 -18 (第17図、図版4)

本遺構は、 SX-7、SD-8、SI-9により削平されている。形態は北西一南東に長軸をもっ隅丸

方形状と思われる。規模は長軸7.2m、短軸6.0m程と推定され、本遺跡の当該期の住居跡の中では大型の

ものである。遺構検出面からの深さはO.3m、主柱穴は 4本で床面より深さO.5mとしっかりした掘込みで

ある。北西壁側の 2本の主柱穴の聞に径O.5m、深さ0.45mの出入口施設と思われる柱穴が1基確認され

ている。炉跡は検出されていないが、住居跡中央部より南東壁側のSX-7により削平された部分にあっ

た可能性が高いと思われる。出土遺物は小破片が多く、実測可能遺物は少量である。 1は住居内覆土一括

遺物の査の口縁部、 2は台付費破片と思われる。 5は112程の遺存度の聾で北西壁際より出土している。

6はホルンフェルス製の敵石で、礁の両端に顕著な蔽打痕があり、礁の表裏面には研磨痕が確認できる。

7は軽石で表裏面に研磨によると思われる磨耗痕が顕著に確認できる。

S 1 -19 (第四図、図版5) 

本遺構は調査区境よりの検出で、 SX-7に削平されているため住居跡のコーナ一部のみの検出となり

12一
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この住居跡に帰属すると思われる径0.3m、深さ0.3mのピットが壁近くから 1形態、規模は不明である。

基検出されている。出土遺物は住居内覆土中より小破片の土器片と壁際から喋器と砥石が出土している。

礁器はホルンフェルスの礁を素材として、表面は右側縁から左側縁に向かつて調整剥離が施され刃部の成

さらに細かな調整剥離が施されている。裏面は調整剥離が軽く施されているのみである。形を作り出し、

6の砥石は凝灰岩を素材としたもので、両端は破損している。右また喋面の表裏には研磨痕が見られる。

側縁には鋭い刃物などによると思われる 2条の切り込み溝が確認できる。

黒色砂質土:小礁を多量に含む。 (SX-7覆土)

黒色砂質土:黄褐色砂磯を多量に含む。 (SX一7覆土)

黒色砂質土:黄褐色砂礁を多量に含む。 (SX-7覆士)

暗褐色砂質土:

日音褐色砂質土:黄褐色砂礁を含む

黒色砂質土 (SX -7覆土)

黒色砂質土 (SX -7覆土)
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士層

S I -20 (第21図、図版5) 

本遺構は西側の調査区境にあり、北東コーナ一部が調査区外へと延びている。またSX-7により住居

跡の東側1/3程削平され、古代の住居跡SI-ll・12により撹乱を受けている。平面形態は正方形に近い
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り方が確認された当該期の住居跡は本例のみである。出土遺物は多く、 1、2、10-12は査で、 1は大型

のものである。頚部にはS字状結節文、胴部には二段の文様帯が配され、上段の文様帯は上下にS字状結

節文により区画された中を縦位方向に沈線により区画しその中を羽状縄文により充填されている。下段の

文様帯には、羽状縄文施丈後に沈線による連続山形文が施文され、下部にはS字状結節文が施文されてい

る。文様帯の聞には赤彩されている。 3、4、5は高杯の破片である。 6は台付聾の台部である。 15は砂

岩製の敵石で角錐状の礁の先端部に敵打による剥離が見られる。自然面には研磨痕が見られる。 16は砂岩

製の磨石、 17は凝灰岩製の磨石である。 18は扇平な凝灰岩製の喋を素材とした砥石である。 19から21は軽

石で研磨によると思われる磨耗痕が見られる。

土層 1 黒色土:やや粘性を帯び、黄褐色砂を少量含む。

2 黒色士:黄褐色砂を多量に含む。

S 1 -22 (第25図、図版5) 

本遺構は東側壁を S1 -20に北西コーナ一部を S1 -17により削平されている。平面形態は南東コーナ

一部がやや崩れているが、北西一南東に長軸をもっ隅丸方形を呈するものと思われる。規模は長軸4.2m、

短軸3.5mと推定される。炉跡は中央部よりわずかに北西よりにあるが、明確な掘込みは無く、わずかに

床面が赤色化しているのみである。柱穴は 2基検出されているが、主柱穴と成りうるものか不明なもので

ある。出土遺物の内実測可能な遺物では 1、2の査口縁部と 3の軽石である。 3には研磨によると思われ

る磨滅した面が一面確認でき、また鋭利な刃物等によるものと思われる 3条の切り込み溝が見られる。

S 1 -23 (第25図、図版6) 

本遺構の南東壁はS1 -20・22、北東コーナ一部がS1 -15により削平されている。平面形態は正方形

に近い隅丸方形を呈するものと思われ、規模は一辺3.7m程と思われる。炉跡、は中央部よりわずかに南側

に位置し、 4cm程掘込まれている。柱穴は検出されていない。出土遺物は住居跡覆土中よりのもので、

いずれも小破片のものである。

土層 l 黒色土:砂粒を多量に含む。

2 黒色士:黄褐色砂礁を多量に含む。

S 1 -24 (第29図、図版6) 

本遺構は調査区の南端近くからの検出で、 SD-1により 112以上削平されている。平面形態は北東一

南西に長軸をもっ楕円形状を呈すると思われ、長軸4.0m、短軸3.0m程と推定される。炉跡は中央部より

北東にややよって位置し、掘込みは確認されておらず、床面が黒色に還元された状態である。柱穴は検出

されていない。出土遺物は住居内覆土中からのもので、いずれも小破片である。 1、2は査の頚部破片で

ある。

S 1 -26 (第31図、図版6) 

本遺構はS1 -15・25により南側の112程削平されている。また北側壁はS1 -30を削平している。平

面形態は西一東に長軸をもっ楕円形を呈し、長軸4.2m、短軸3.6m程の規模と推定される。炉跡は中央部

- 21 
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第30図 S1-24出土遺物

より西よりに位置し、わずかに掘込みをもち焼土の確認はされていないが、底面が黒色化している。柱穴

は5基検出され内4基は主柱穴、東壁際から検出されている 1基は出入口施設のものと考えられる。主柱

穴は径O.3m、床面からの深さはO.1m程度のものである。出土遺物は東側壁近くから完形品に近い棄が1

点出土している。この聾は当該期によく見られる頚部に輪積痕を残し、その上に指頭状工具の押圧により

整形しているものである。

土層 1 黒色土:砂質の小礁を含む。

2 黒色土:粘質土を少量含む。

3 黒色土:黄褐色砂礁を含む。

S 1 -27 (第33図、図版7) 

本遺構は7Bグリッドの東側調査区境から検出されている。平面形態は北西一南東に長軸をもっ隅丸方

形を呈する。長軸3.1m、短軸2.6mの規模で小型の住居跡である。炉跡は中央よりやや西南にずれて位置

している。柱穴は検出されていない。出土遺物は少なく査の口縁部1点と覆土中から小破片が数点出土し

ているのみであった。 1は遺存状態が至って悪く器面はかなりの風化を受けている。口縁の折り返し部に

は縄文が施文され、頚部には3段の羽状縄文が施文されている。内面は赤彩が施されている。

- 24一
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s 

(1/3) 10cm 

本遺構は 6Bグリッド内より検出され、 SX-11により中央部近くを削平されている。平面形態は北西

一南東に長軸をもっ隅丸方形を呈し、長軸5.0m、短軸4.5mの規模である。遺構検出面からの掘込みは

0.3mと当該期の住居跡としては深い。炉跡は検出されていないが、中央より北西側のSX-llによる削

平部に位置していたものと思われる。柱穴は 6基検出され内4基は主柱穴で、径0.3m、床面からの深さ

0.2mを測る。遺物は住居内覆土中出土も含めて土器、石器ともに多く出土している。1の査は口唇部に

縄文が見られ、頚部には 3段の羽状縄文が施文されている。内面は顕著な磨きの後赤彩されている。2は

査の口縁部分で、口唇部には不明瞭ながら縄文が確認できる。3、4、5は鉢で、 3の口縁は内側に折り

返しされたような複合口縁である。3、5の口唇部には縄文の施文が認められるが、 3は磨滅が著しい。

胴部はいずれも口唇部から羽状縄文が施文され、 5ではその下部に沈線が1条施文され区切られている。

6、7は護であるが、いずれも器面の遺存状況が悪く調整等不明瞭である。石器の出土も多く、これほど

の石器が1軒の住居跡から検出されているのは本住居跡のみである。30は凝灰岩製の扶入片刃石斧である。

左側面部と裏面の基部に大きな剥離がある。この剥離が使用時に剥離(破損)したものか石器の成形のた

めに意図的に行ったものかは不明であるが、剥離後に顕著な研磨がなされている。基部には潰れ痕が多く

見られ、その部分にも顕著な研磨が施されている。31、32は敵石で、長楕円形状の自然離を素材とし、そ

の一端を作業面としている。33、34は砥石で、 33は流紋岩製、 34は凝灰岩製である。34は非常に厚い礁を

- 26一
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素材としている。 35-39は軽石であり、いずれも全面または一部に研磨によるものと思われる磨滅痕が見

られる。

土層 1 黒色士:小磯を含む。

2 黒色土:小磯を多量に含み、黄褐色砂礁を含む。

3 黄褐色砂磯:黄褐色砂磯主体層、黒色土を含む

S 1 -29 (第38図、図版7) 

本遺構は 7Bグリッドの東側調査区境から検出されている。住居跡の西側の112近くは調査区外へ延び

ており、北側はSX-11により一部削平を受けている。平面形態はやや不正形ではあるが、東西に長軸を

もっ隅丸方形を呈するものと思われる。規模は長軸5.5m、短軸4.5m程と推定される。炉跡は検出されて

いない。柱穴は4基検出されているが、北壁際と南壁際から検出された 2基が主柱穴と思われ、床面から

の深さも0.5mと深い。出土遺物は住居内覆土中から一括出土である。土器はいずれも小破片である。 1

-3は査の口縁部でいずれも遺存状態が悪く、調整等はほとんど不明瞭である。 4は短頚壷の口縁部であ

る。複合口縁部の縁に刻みが施されている。頚部及び内面に赤彩が施されている。 6は鉢で複合口縁部に

縄文が施文されていることが確認されるが器面の遺存状況が至って悪く不明瞭で、ある。 10は軽石で上部が

破損している。破損部の内の一部は鋭利なものにより削ぎ落とされたような痕跡である。 11は砂岩製の磨

石である。

土層 1 黒色土:小礁を含む。

2 黒色土:黄褐色砂磯を含む。

S 1 -30 (第40図、図版8)

本遺構はSX-9・11により 213程が削平されている。平面形態は南北に長軸をもっ正方形に近い隅丸

方形を呈し、一辺4.6m程の規模と思われる。炉跡は削平により消滅したと思われる。柱穴は本住居跡に

帰属するものは 6基検出され、主柱穴は4本柱である。南壁際の中央より検出された柱穴は出入口施設に

伴うものと思われる。南東のコーナ一部には深さ0.2m程の土坑状の落ち込みがあり、貯蔵穴の可能性を

伺わせる。また住居中央部から北東へややずれた位置より浅い掘込みが検出されている。これは炉跡の可

能性が考えられるが、主柱穴に寄りすぎていること、焼土等の痕跡が見られないことで、用途不明な落ち

込みである。出土遺物の内土器はいずれも小片であり、数量も少ない。石器では貯蔵穴近くから石英班岩

製の大型の石皿が出土している。復元すると径0.5m程のものと考えられる。また覆土中一括遺物中から

敵石が2点出土している。

S 1 -31 (第42図、図版8) 

本遺構は 6Bグリッドと 7Bグリッドの境の調査区東境にある。長軸を北西一南東にもつ長軸4.3m、

短軸4.0m程の隅丸方形を呈するものと思われるが、南東コーナーは調査区外へ延び、 S1 -29、SX-

11に削平を受けているため北西側の壁周辺のみの検出である。炉跡は北西壁に近い位置から検出され

0.15m程の掘込みをもっ、柱穴は 5基検出されているが主柱穴は4本柱と思われるが、検出されたものは

3基で、残りの 2基は出入り口施設に関係するものと思われる。遺物は炉跡周囲から出土している。土器

は小破片で 1は査の口縁部、 2は聾の頚部である。石器では 3は扇平の砂岩礁を素材としたスタンプ状の

30 
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石器である。 1側縁に調整剥離が施され、表裏面及び底面に顕著な研磨痕が見られる。 4は軽石で背面に

刃物により削ぎ落としたような面が2面確認できる。

S 1 -32 (第44図、図版8)

本遺構は北側をSX-9、西側を SX-6により削平されており、住居跡の南東コーナ一部のみの検出

となった。平面形態は隅丸方形を呈すると思われるが、規模については不明である。炉跡、柱穴について

も検出されていない。出土遺物は少量であり、いずれも査、費の小破片である。

土層 l 黒色土:黄褐色砂を含む。

2 黒色土:黄褐色砂を多量に含む。

S 1 -33 (第47図、図版9)

本遺構は北西壁を SX-9に、北西コーナ一周辺をS1 -32に削平されている。平面形態は北西一南東

に長軸をもっ隅丸方形を呈する。長軸5.0m、短軸4.6m程の規模である。炉跡は中央部よりやや南東に位

置し 5cm程の掘込みをもっ、柱穴は6基検出され主柱穴は4基で径O.3m、深さO.3m程である。南東壁

中央の際から検出された 1基は出入口施設に関連したものと考えられる。出土遺物は壷、妻の小破片類で

少量の出土であり、いずれも住居跡覆土一括遺物である。

土層 l 暗褐色土:黄褐色砂を多量に含む。

2 暗褐色土:黄褐色砂を少量含む。

S 1 -34 (第48図、図版9) 

本遺構はS1 -36・37と重複関係にあり、古い時期から S1 -37→S 1 -36→S 1 -34となる。本遺構

の西側は調査区外に接しているため北西コーナ一部周辺が調査区外へと延びている。平面形態は北西一南

東に長軸をもっ隅丸方形を呈し、長軸4.0m、短軸3.6m程の規模である。柱穴は 5基検出されているが、

主柱穴と成りうるものは不明瞭である。炉跡は検出されていない。出土遺物は多く、完形品に近く復元で

きるものも多く見られる。 1は査の胴部下半部で圧の強いナデとハケ目の調整が見られる。 2は壷で頚部

にRLの縄文が見られ、頚部から胴部上半にかけてS字状結節文により二段に区画され、その下段には羽

状縄文が施文されていれ、他の部分には顕著なミガキ調整の後赤彩が施されている。 4は小型の鉢である。

5は壷であるが器面の磨滅が著しく調整痕は不明瞭である。 6は広口査で、複合口縁の縁部と頚部の輪積

み痕部に縄目によるものと思われる圧痕が施文されている。また口縁部下に対応する一対の孔が穿孔され

ている。 11は高杯の脚部片である。

S 1 -36 (第48図)

本遺構は南北に長軸をもっ隅丸方形の平面形態を呈し、長軸4.7m、短軸3.8m程の規模と思われる。北

西コーナ一部はS1 -34に削平され、中央部分は近世の溝により削平されている。柱穴は溝下より 1基検

出されているのみで、炉跡は検出されていない。出土遺物は少量でいずれも小破片である。

- 34 -
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S 1 -37 (第48図)

本遺構は先の2つの住居跡と SX-12により大部分が削平を受けているため平面形態及び規模は不明確

であるが、かなり規模の大きな住居跡と思われる。柱穴も数基検出されているがこの住居に帰属するもの

かは不明瞭である。出土遺物はわずかの出土である。 1は床面直上から出土した鉢で口縁部下に穿孔が1

つ見られる。

土層 1 黒色土:黄褐色砂、炭化材片を含む。

2 黒色土:黄褐色砂礁を含む。

3 暗褐色土:黄褐色砂礁を含む。

S 1 -35 (第52図、図版10)

本遺構は6Bグリッドの北西端より検出され、半分近くが調査区外へ延びている。平面形態は正方形に

近い隅丸方形を呈するものと思われ、一辺2.5m程と小型の住居跡で、中央部に 5cm程不正形な掘込みが

- 36一
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ある。南東壁のコーナ一部近くに径0.25m、床面からの深さO.lmのピットが1基検出されている。出土

遺物は数量的には多くないが、中央部の掘込みの南側床面から集中して出土しており、その中に土製の勾

玉がI点出土している。

S 1 -38 (第54図、図版10)

本遺構はS1 -30、SX-g・10により削平されており、北東壁際の一部と南東壁際の一部のみの検出

である。平面形態は北西一南東に長軸をもっ楕円形に近いものと思われ、長軸5.0m、短軸4.6m程の規模

の住居跡と推測される。炉跡は削平されたものと思われ検出されず、柱穴は4基の主柱穴と思われる。出

土遺物は土器が少量出土したのみで、 1の査と 2の聾が実測可能なものであった。
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S 1 -39 (第56図、図版10)

本遺構は SX-12により2/3近くが削平を受けている。平面形態は北西一南東に長軸をもっ楕円形を呈

するものと思われる。炉跡、柱穴は検出されていない。出土遺物は住居跡の遺存状況に比べ多く、完形品

に近い土器が多く見られる。しかしいずれも器面の遺存状況は悪く、ほとんどのものの調整痕が不明瞭で

ある。 1-3は壷で1、2にはS字状結節文が密に施文されている。 4-6は聾で4、6の頚部には輪積

み痕を消すようなナデが行われているが、 5は輪積み痕を残しその上に指頭状工具により押圧がされてい

る。

土層 1 黒褐色土:径lOmm程の礁を少量含み、黄褐色砂を斑点状に含む。

S 1 -40 (第58図、図版11)

本遺構はSX-12及び近代の撹乱により 1/2以上の削平を受けている。平面形態は北東ー南西に長軸を

- 39 
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もつ隅丸方形を呈するものと思われる。炉跡は検出されていない。柱穴は3基検出されており内北東コー

ナ一部と南東コーナ一部近くから検出されたものが主柱穴となり、 4基の主柱穴をもっ住居跡と思われる。

出土遺物は北東コーナ一部付近から集中して出土しているがいずれも棄、壷の小片である。また覆土中よ

り軽石が出土しており 7は鋭利な刃物による削り痕が見られる。

土層 1 黒褐色砂質土:小礁を多量に含む。

2 黄褐色砂質土:小礁を多量に含む。

S 1 -41 (第60図、図版12)

本遺構はS1 -44・45・46と重複関係にあるが、本遺構が最も新しい時期に構築されており、撹乱など

の削平は全く受けていない数少ない当該期の住居跡である。平面形態は正方形に近い隅丸方形を呈し、炉

跡、柱穴は検出されていない。南コーナーと南東壁の中央部から径0.15m、床面からの深さ0.15mのピッ

- 40一
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第64図 SI-44 . SI -45 . SI -46 

トが検出されている。遺物は比較的多く出土している。 1は壷の口縁部で遺存状態は悪く口縁部に縄文が

施文されているのがわずかに分かるのみで、内側には赤彩の痕跡が見られる。 2は鉢の口縁部と思われ表

裏面にミガキの後に赤彩が行われている。 3はミニチュアの高杯の脚部である。蓋は 4をはじめ輪積痕を

残すものが多く見られる。石器類では10の軽石が出土している。

土層 1 黒褐色土:小礁を多量に含み炭化材片を多量に含む。

S I -42 (第62図、図版11)

本遺構はSI -27・29に削平され、遺構検出面からの掘込みも浅いため明確に平面形態は不明で、あるが、

隅丸方形状のものと思われる。炉跡は中央部近くから検出されているが、柱穴、ビットは検出されていな

い。出土遺物は実測可能なものは無い。

S I -43 (第63図、図版11)

本遺構はSX-9・12、SD-10により削平を受けているため、北側壁の一部と南東コーナ一部の一部

が検出されたのみである。平面形態は正方形に近い隅丸方形を呈するものと思われ、一辺4.0m程の規模

と思われる。炉跡は検出されておらず、主柱穴が4基と出入口施設関係の柱穴が1基検出されている。出

土遺物は実測可能なものは無い。
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土層 1 黒褐色土:小礁を少量含み、黄褐色土を斑点状に含む。

S 1 -44 (第64図、図版12)

本遺構は北側を S1 -41に南東コーナ一部を近代の撹乱により削平されている。平面形態はやや不正形

ではあるが正方形に近い隅丸方形を呈し、一辺3.2m程と小型の住居跡である。炉跡は検出されていない。

柱穴は 5基検出されており内 3基は4本主柱穴の内の 3基であるが、南側壁には主柱穴の聞に径O.4m-

O.5mと主柱穴より大型の出入口施設に関連したとも考えられる 2基の柱穴が検出されている。出土遺物

は少量で実測可能遺物は 1の鉢の口縁部片のみであった。

S 1 -45 (第64図、図版12)

本遺構はS1 -41、SD-40により削平を受けているため、北西コーナ一部から北東コーナ一部にかけ

てわずかに遺存するのみである。炉跡、柱穴は検出されておらず、ピットが2基検出されているのみであ

る。出土遺物の内実測可能遺物は無い。

S 1 -46 (第64図、図版12)

本遺構はSX-12に1/2以上、 S1 -41に南東コーナ一部を削平され、壁の一部が検出されたのみであ

り、炉跡、柱穴は検出されておらず、出土遺物も少量で実測可能遺物は無い。

S 1 -47 (第66図、図版13)

本遺構はS1 -48、S1 -49と重複関係にあり、土層断面から遺構の新旧関係はS1 -47→S 1 -48→ 

S 1 -49の順に新しくなる。この3住居跡は当該期の住居跡集中範囲(6・7Bグリッド)の北端部から

検出されている。この 3遺構の北側1/2以上がSX-13により削平されている。本遺構は平面形態が東西

に長軸をもっ楕円形状を呈し、長軸7.5m、短軸6.5m程の規模と思われ大型の住居跡である。炉跡は削平

されたものと思われ検出されていない。柱穴は4基ほぽ等間隔に検出されている。出土遺物は少量で費、

壷の小破片である。

S 1 -48 (第66図、図版13)

本遺構の平面形態は東西に長軸をもっ隅丸方形を呈するものと思われる。炉跡は検出されず、柱穴は南

側壁近くから段をもっ 1基が検出されているのみである。出土遺物は非常に少量で、、実測可能遺物は 1の

壷の小片のみである。

S 1 -49 (第66図、図版13)

本遺構の平面形態は南北に長軸をもっ隅丸方形を呈するものと思われる。炉跡は検出されず、柱穴は中

央部から 4基検出され、西壁沿いから壁柱穴と思われる小型のものが5基検出されている。また南東コー

ナ一部に楕円形状の浅い落ち込みが検出されているが、本遺構に帰属するものかは不明である。出土遺物

は少量であるが、先の 2遺構に比べて形の復元可能なものが多い。 1、2、5は壷の口縁部で lには赤彩

の痕跡が確認できる。 3は鉢の口縁部片で裏面に赤彩が見られる。 4は壷の底部片である。
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暗茶褐色土:小礁を多量に含む。

暗茶褐色士:小磯を少量含む。

茶褐色土:黄褐色土を斑点状に含む。

暗茶褐色土:黄褐色土ブロ 7クを含む。

暗茶褐色土:黄褐色土を斑点状に含む。

黄褐色土:小礁を多量に含む。
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S 1 -50 (第69図、図版14)

本遺構も当該期住居跡集中部の北端に当たる地点に位置する。平面形態は掘込みが浅いため不明瞭な部

分もあるが、北東一南西に長軸をもっ楕円形を呈すると思われるが、南西コーナ一部がS1 -35により削

平されている。規模は長軸5.0m、短軸4.0m程である。住居跡の中央部よりやや北より部に1.1mXO.8m

の楕円形状の 7cm程の掘込みがあり、焼土の検出はされていないが炉跡と思われる。柱穴は掘込みの深

これらのピッさが多少異なるが平面規模がほぼ同様の19基のピットが壁際近くより検出されているため、

トが壁柱穴の可能性が考えられる。出土遺物は住居跡の掘込みが浅いこともあって非常に数量が少なくい

ずれも土器の小破片である。その分布は北西コーナ一部近くに集中している。実測可能遺物は 1の査の口
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縁部と、 2の蓋の頚部片である。

土層 1 黒褐色土:少量の小磯を含む。黄褐色土が斑点状に混入している。

S 1 -52 (第71図、図版14)

本遺構は当該期住居跡集中区の南端近くに位置する。 SD-1により213以上が削平されているため平

面形態、規模は不明である。住居跡の掘込みは0.25mと当該期の住居跡の中では深い。炉跡も検出されて

おらず、柱穴と思われるピットが1基検出されている。遺物の出土もほとんど見られず、費、査の小片が

覆土中より出土している。

土層 1 黒褐色土:小礁を含む。

2 暗褐色土:小様、褐色土を含む。

3 褐色士:黄褐色土を含む。

S 1 -53 (第73図、図版14)

本遺構は当該期住居跡集中区の北端に位置する。 S1 -54と重複関係にあり、本住居跡の方が新しい時

期に構築されている。住居跡の西側半分近くがSX-13により撹乱されているため不明瞭で、はあるが、平

面形態は南北に長軸をもっ楕円形を呈し、長軸6.0m、短軸4.7m程の規模と思われる。炉跡は検出されて

いない。柱穴は主柱穴が4基検出され、南壁際より出入口施設と思われるものが1基検出されている。出

土遺物は少なく、実測可能遺物は無い。

S 1 -54 (第73図、図版15)

本遺構はS1 -53、SX-13により撹乱を受けているため、北壁部分と東壁跡の検出にとどまっている。

平面形態は南北に長軸をもっ隅丸方形を呈し、長軸6.5m、短軸5.5m程の規模と思われる。炉跡、柱穴は

検出されていない。北西コーナ一部に数cmの落ち込みが検出され貯蔵穴とも思われる。出土遺物は数点

と少なく実測可能遺物は 1の聾の口縁部片のみである。

S 1 -55 (第75図、図版15)

本遺構は当該期住居跡分布範囲の最北端に位置する。平面形態は北西一南東に長軸をもっ楕円形を呈し、

長軸3.5m、短軸3.0mと小型である。炉跡、は検出されず、柱穴は径0.3m、深さ0.15mの規模のものが1基

検出されているのみである。また北東壁際に床面より数cm程高いテラスが検出されている。出土遺物は

わずかで 1の査の口縁部片のみが実測可能遺物である。

士層 l 黒褐色砂質士:小礁を少量含む。

2 暗赤褐色砂質土:小礁を少量含む。

3 暗褐色土

S 1 -58 (第77図、図版16)

本遺構は当該期住居集中区の北側の調査区境に位置し、 SD-ll・40により削平されているため住居跡

の112以下の検出である。平面形態は北西一南東に長軸をもっ正方形に近い隅丸方形を呈すると思われ、

一辺4.0m程の規模と思われる。炉跡は検出されていない。柱穴は北西コーナー近くから 1基検出されて

いる。出土遺物はほとんど見られず、 1の住居内一括出土の輩頚部片が実測可能遺物である。

49 



に0... 
自

④ 

*B-78 

-t;B-98 

さ歪ミ

七C-70
¥。

2m 

すこ二岩-9.4m 

第71図 SI-52

SX-13 

七B-45

SI-54 

+'B-64 

A 
-・

鷺義iA1
第74図 SI-54出土遺物

。
SX-13 

(1/60) 2m 

第73図 SI-53 . SI -54 

- 50一

/ 

@ 

。

傘塩 、入

機会，、 1
一括

(1/3) 10cm 

第72図 SI-52出土遺物

七B-47

/ 

。。 ο
A' 
・-

51-53 

@ Q 

A' 
・ーーーー



E
4マ
品

l
l
・
、同

十五37

A' . ~ 

4 -. 

@ 

ード，s-45

。
J己ifモス
一括 . 

ふ
官
、

。A' 
・一一-9.4m A -. 

S1-55出土遺物第76図

⑮ 

S1-55 

¥ 

第75図

七B-97

七B-17

。
A' 
・-9.5m 

A 

-・

。

S1-58出土遺物第78図

- 51 

S1-58 第77図



七B-36 ⑥ 

S1-40 。
。 (1/60) 2m 

第79図 SI-56 . SI -57 . SI-59 . SK -95 . SK -96 

¥三とク2
~ー

しよ二フ3~ トイ

7 

6 ζ)8 
。 (1/4) 10cm 。 (1/2) 5cm 

第80図 SI-57( 1-4、7、8) SI -59 ( 5) SK -96 ( 6 )出土遺物

- 52一



o (1/4) lOcm 

10 

J バ
¥

~一、~G〆ー­

'==-，日手。~イー-';:'1

16 

己
第81図 SI-56(10、12、17) SI-59(9、11、13-15)出土遺物

- 53 -



S 1 -59 (第79図)

3住居跡の新旧本遺構は当該期住居跡集中区の北側の調査区境に位置しS1 -56・57と重複している。

関係はS1 -57→ S 1 -56→ S 1 -59の順に新たに構築されている。本遺構の2/3以上が調査区外へ延び、

ているため、平面形態、規模は不明である。炉跡、柱穴も検出されていない。出土遺物は多く壁際から集

9、11は査で9は大型で、ある。器面は遺存状態が悪く著しく剥落しており調整は不

明瞭である。 5、14-16は聾で、 5は口縁部であるが大型の歪であり、 8段の輪積痕を残しその上に指頭

状工具による押圧が施されている。 14-16は輪積痕を残すが痕跡を消すようなナデが施されている。 13は

中して出土している。

小型の鉢である。

S 1 -56 (第79図、図版15)

本遺構も1/2以下の検出であり、平面形態、規模は不明瞭である。炉跡は検出されておらず、柱穴も本

遺構に明らかに帰属するものは検出されておらず、西壁際から 1基ピットが検出されているだけである。

出土遺物は数量的には少ないがいずれも形の復元可能なものである。 10は査で、遺存状態は悪く調整は不

明瞭である。 12は無頚査である。胴部下半部に段を有し刻み目が施されている。また胴部には赤彩の痕跡

が認められる。 17は凝灰岩製の礁の両端部に敵打痕が認められる敵石である。

S 1 -57 (第79図、図版15)

本遺構の東側はS1 -56に西側は近代の撹乱により削平されている。平面形態は隅丸方形を呈すると思

われ、一辺4.5m程の規模と思われる。炉跡は中央部から西より部から浅い掘込みをもったものが検出さ

れている。ピットは住居跡内から 7基検出されているが、柱穴と成りうるものは不明瞭である。出土遺物

8は砂岩製であ8は砥石で7は凝灰岩製、7、2-4は蓋の底部である。1は甑の底部片で、は少量で、

これらの遺物はいずれも住居跡覆土中一括出土遺物である。

黒褐色土:小礁を含み、粘性をもっ。

黒褐色土:粗砂を含み、焼土を少量混入する。

暗褐色土:黄褐色砂、礁を含む。

暗黄褐色土:黄褐色砂、礁を多量に含む。

黒褐色土:粗砂を多量に含み、焼土を含む。

黒褐色土:礁を少量含み、粘性が強い。

暗褐色土:黄褐色砂、磯を含む。

黒色土:粗砂を多量に含む。

1

2

3

4

5

6

7

8

 

土層

る。

方形周溝墓3 

方形周溝墓は8基検出されている。分布の状況は調査区の南側に偏りを見せるが、当該期の住居跡の分

よりさらに南区域に分布が見られる。方布と重なる部分もあるが、住居跡の集中部(6・7Bグリッド)

1隅が切れているもの2、(S X-4・5・8) 4隅が切れているもの1、形周溝墓は周溝の形態で、

この 3つのタイの3つのタイプに分けられる。(S X-6・7・9・11)3、全周するもの(SX-3) 
1のタイプは本遺跡でフ。は時期的に異なることは言うまでもないが、分布状況においても異なっている。

3の

タイプは最も新しい時期の構築と思われるもので、方形周溝墓の分布する区域の北側の区域に分布する。
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は一番古い時期に構築されたものであり、方形周溝墓の分布する区域の一番南側の区域に見られる。
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2のタイプは 1と3の中間の区域に分布する。このような分布状況は、時期により構築する場所の選定の

推移が窺われる。

(第82図)

本遺構は 9Bグリッド北西端の調査区境から検出されている。

SX-4 

うち 2つの溝

は調査区外へ位置する。検出された 2つの溝のうち北東側の溝は長さ5.7m、幅1.4m、掘込みの深さ

0.46mで、北西先端部がSD-1により撹乱を受けている。もう一方の南東側の溝は古代の住居跡 (S1 

4隅の切れた周溝を配し、

-1・2・4) により撹乱を受けて、西側先端部が調査区外へと延びている。長さは7.5m、幅1.0m、深

さは撹乱を受けているため 9cmと浅い。方台部からは土坑の検出はされておらず、埋葬施設については

不明である。出土遺物は小片が多く実測可能遺物は無い。

暗茶褐色土:小礁を少量含む。

褐色土:やや大型の磯を多く含み、黄褐色土を斑点状に混入する。

黒褐色土:小磯をごく少量含む。

暗茶褐色土:小礁をごく少量含む。

褐色土・黄褐色土粒を多量に含む。

可

ー

の

4
q
υ
4
4
A
F
b

土層

(第83図)SX-5 

4隅の切れた周溝を配するものと思われ

るが、周溝のわずかの部分の検出であるため明確な形態、規模は不明で、ある。北東側溝はSX-6・9に

より削平され東側先端部の立ち上がりの一部が検出されたのみである。南東側溝も S1 -10により撹乱を

本遺構は 7Bグリッド南西端の調査区境から検出されている。

4の頚部に輪積み3、受けている。遺物はこの溝の東側先端部近くの壁際よりまとまって出土しており、

痕を残す聾は完形品に近い遺存状態である。

(第84図)SX-8 

4つの溝4隅の切れた周溝を配する。本遺構は8Bグリッド中央の西側調査区境より検出されている。

の内、北東側の溝のみがS1-8に撹乱されているもののほぼ完全な形で検出されている。長さ6.4m、

幅1.0m、深さ0.22mを測り、断面形態はU字状を呈するが、北東側溝の断面形態はV字に近い底面の狭い

ものである。出土遺物は少なく室、査の小片がわずかに出土しているのみである。

黒褐色土:小礁を多量に含む。

黒褐色土:黄褐色砂土を含む。

黒褐色土:黄褐色砂礁を多量に含む。

唱

i

n

L

q

d

土層

(第85図、図版21)SX-3 

本遺構は 9Bグリッド東側の調査区境より検出されている。東側の調査区外域は君津郡市文化財センタ

一調査時に11号方形周溝墓として調査されている。周溝は 1隅が切れる。規模は北西一南東12.0m、北東

ー南西13.5m、方台部は北西一南東8.7m、北東一南西9.5m、周溝は最大幅2.5m、深さ0.4mを測る。埋葬

1、施設は検出されていない。出土遺物は集中部は見られず分散した分布であり、いずれも小片である。

5は聾の底部片である。また君津郡

市文化財センター調査時でも遺物は鉢が1点出土しているのみである。
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3は高杯の脚部で表面に顕著なミガキが施されている。2、4は童、
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土層 1 暗褐色土

2 黒褐色土:小磯を多量に含む。

3 黒褐色士:黄褐色砂礁を含む。

4 暗褐色土:黄褐色砂礁を含む。

S X-6 (第86図、図版22)

本遺構は 7Bグリッド南西端の調査区境より検出され、 112近くが調査区外へ延び、ている。周溝が全周

するのか I隅が切れる形態と思われる。方台部の規模は北東一南西7.3mで、周溝幅は最大1.lm、深さ

O.3mを測る。埋葬施設は検出されていない。出土遺物は土器が北東コーナ一部から北東溝にかけて分布

が見られ、 1が壷の底部片、 2が鉢の底部片、 3、4が歪である。 5の石製紡錘車は滑石製で表面の一部

が欠損しているだけである。全面に研磨痕が見られ、裏面には中央の孔を囲むような線刻が見られる。ま

た線刻と孔の間に小さな孔が認められる。 6は鉄製品の万子である。 5、6は出土地が土器と離れ南東コ

ーナ一部からである。

土層 1 黒褐色土

2 黒褐色土:黄褐色砂磯を少量含む。

3 黒褐色土:黄褐色砂磯を多量に含む。

S X-7 (第87図、図版22)

本遺構は 8Bグリッド北東端の調査区境より検出されている。今回の調査では遺構全体の1/3程の検出

であるが、東側調査区外について君津郡市文化財センター調査時では12号方形周溝墓として検出されてい

る。周溝は全周し、南北11.5m、東西12.0mを測り、溝の最大幅は2.4mを測る。出土遺物は南西コーナ

一部に集中して見られる。前回の調査では対角線上にあたる北東コーナ一部周辺からもまとまって出土し

ている。 1は底部に木葉痕を残す完形の壷で、器面の磨滅が著しい。口縁部はヘラによる顕著なミガキが

施され、段部に刻み目が巡っている。胴部の表面の調整は不明であるが赤彩が施された痕跡が見られる。

裏面においても不明瞭であるが、ハケによる調整の痕跡が部分的ではあるが確認できる。 2は大型の費、

3は査の胴部片である。表面はナデによる調整が見られ、裏面にはハケ目による調整が施されている。 4

は完形の柑である。器面が著しく磨滅しているため調整は不明瞭である。胴部には穿孔が1つ見られる。

5は台付棄の脚部片、 6、7、8は聾の底部片である。

土層 1 黒褐色土:小礁を含む。

2 黒褐色土:黄褐色砂礁を多量に含む。

3 黒褐色土:黄褐色砂礁を多量に含む。

S X-9 (第89図)

本遺構は 7Bグリッド北西部より検出されている。西側は調査区境のため周溝の一部が検出されていな

い。また、東側コーナ一部はSX-llにより一部削平されている。周溝は全周するものと思われる。周溝

の幅は西側の周溝内と北側の周溝内に幅l.Om程のテラス状の段を有するため広くなっているが、底面の

幅はほぼ同様である。底面までの掘込みは深くO.6m程である。出土遺物は多く分布状況に 3つの集中部

が見られ、南東コーナ一部北部、北東コーナ一部南部と北側周溝内の南よりテラス部の3か所である。 1

は壷で完形に近い遺存状態であるが、かなり小片の状態で出土している。器面は磨耗が著しくナデの痕跡

がわずかに確認できるのみで調整痕がほとんど分からない状態である。また胎土中に小磯を多量に含んで
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いる。 2は壷の複合口縁部で断面が厚く口唇部がほぼ平らに調整されている。かなりの大型査と思われる。

4、5は台付聾の脚部であり、 4の底部は外側に折り返したような複合となっており、その先端部に刻み

目が巡らされている。 5は断面が厚く重厚な脚部であり、かなり大型のものと思われる。 6は器台の受部

片と思われ、この器種は本遺跡において類例が少ない。 7は高杯の杯部で表裏面に赤彩が施されている。

8は完形の査である。ハケ目による調整後に圧の強いナデが施されている。 9-12、15、16は頚部に輪積

痕を残す蓋である。 12には指頭状工具による押圧痕が見られる。 17はミニチュア土器である。

土層 l 黒褐色土:小礁を多量に含む。

2 黒褐色土:黄褐色砂粒を含む。

3 黒褐色土:黄褐色砂礁を含む。

S X -11 (第90図)

本遺構は 6Bグリッド南東端より検出され、東側周溝の一部が君津郡市文化財センター調査区にかかっ

ているが、前回の調査では検出されていない。周溝の形態はやや丸みを帯びて全周する。 S1 -28・31、

SX-9を削平しており、古墳とも考えられる周溝である。出土遺物は少なくいずれも土器の小片である。

1、7は壷、 2、3は鉢の口縁部、 4-6、8、9は聾である。

4 溝状遺構

溝状遺構は本遺跡から40条検出されているが、構築時期の決定や目的は他の遺構と比べ困難なことが多

い。今回の調査で検出された溝状遺構の内、これらが明らかなものは数少ない。当該期に帰属するものと

しては、共伴遺物の明確なもの、他の遺構との構築時の新旧関係により 5条のみである。

S D-8 (第91図、図版18)

本遺構は 7Bグリッド西側から 8Bグリッド南東部にかけて検出され、さらに調査区東側の君津郡市文

化財センター調査地 (35号溝として検出)へと延びている。本溝の北西端部はSX-5・9により削平を

受けており、南東端部はSD-1により削平されている。また、 S1 -16・17・32を削平している。最大

幅は2.3mを測り、深さは0.4m-0.5mで、断面形態はU字状を呈している。出土遺物は非常に多く、全

域から出土しているが、特に南東端部に集中している。 1-7、23-26は査である。 1は、ほぽ完形に近

い遺存状態の大型の査である。頚部と胴部にS字状結線文により区画し、中を羽状縄文が施文されている。

口縁部は複合状で羽状縄文が施文され端部には刻み目が巡っている。表面は底部を除いて、裏面は口縁部

に赤彩が施されている。 8は甑の底部片であり、底部のほぼ中央に 1cm程の孔が穿孔されている。 9は

鉢で、ほぽ完形に近い遺存状態である。口縁部には 2段の羽状縄文が施文されている。 10、11は高杯の脚

部で、 10は脚端部が内側に折り返され、 11は外側に折り返され羽状縄文が施文されている。 12は台付要脚

部片である。 13、14はミニチュア的な土器であり、 13は器台を模したものと思われ、受部に浅い凹が作ら

れている。ナデが器面に施されており、脚部の端部には半裁竹管による 2段の押し引き状の文様が施文さ

れている。 14は胎土中に黒色岩石粒を多量に混入し、表面はナデによる調整で、裏面はハケによる調整が

施されている。 15-22は斐で、 20はほぼ完形品である。

この溝状遺構の性格を考える上で、この遺構を境として当該期の住居跡、方形周溝墓の分布状況に違い

が見られること、覆土中に当該期の遺物が非常に多く含まれていることから当該期の一時期の集落を形成
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する上で重要な役割を果たした溝と考えられる。

土層 1 黒褐色土:黄褐色砂礁を少量含む。

2 黒褐色土:暗褐色砂粒を多量に含む。

3 黒褐色士:黄褐色砂礁を多量に含む。

S D-9 (第95図)

lOcm 

第94図 SD-19出土遺物

本遺構は 6Bグリッドと 7Bグリッドの境より検出されている。東側は S1 -31、西側はS1 -32によ

り削平されているため溝の部分的な検出にとどまっているものと思われる。幅はO.65m-O.5m程で、深

さはO.25m程を測り、断面形態はU字状を呈する。出土遺物は少量で、実測可能遺物は 1の聾底部破片の

みである。この溝状遺構の平面形態、規模、用途は不明であるが、当該期の 2軒の住居跡により削平され

ていることから当該期に何らかの目的により構築されたものと思われる。

S D -19 (第96図、図版19)

本遺構は 5Bグリッド西側部より検出されている。溝幅はO.7m-l.Om、深さO.25m程で断面形態はV

字状を呈し東西方向に延びているが、東側は当該期の土坑 (SK-65) と古墳時代後期古墳 (SX -13) 

により削平されており、西側は調査区外へと延びている。出土遺物は小片が多く、実測可能遺物としては

1 -3の聾で、 1、2は頚部に輪積痕を残し、 1には指頭状工具による押圧による調整が施されている。

士層 1 黒褐色土:黄褐色土を含む。

2 暗褐色土:黄褐色土を多量に含む。

S D -34 (第96図)

本遺構はSD-19の約 3m南側に位置する。溝幅、深さもほぼ同様なものである。溝の西側は終結して

いるが、東側は SX-13により削平されている。出土遺物は小片が少量見られるが、実測可能遺物は無い。

S D -35 (第96図)

本遺構は SD-34の南側に位置する。溝幅O.35m、深さ数cmで北西一南東方向に延びるものと思われ

るが、東側はSX-13により削平され、西側は調査区外となっているため不明瞭で、ある。出土遺物は土器
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の小片がわずかに見られるのみである。

5 土坑

本遺跡からは、土坑及ぴピット類は多数検出されている。しかし、遺物等の出土がほとんどの遺構で見

られないため、時期を決定することは困難である。当該期の土坑としたものは、遺物の出土は見られない

が、他の遺構との切り合い関係や覆土の状況により判断した。当該期の土坑の分布は調査区の南側に見ら

れ、住居跡等の分布範囲と重なっている。

S K -13 (第8図、図版19)

本遺構は、 SI-7の東2m程のところに位置する。平面の形状は南北に長軸を持つ楕円形を呈する。

規模は3.0mX2.4mで、深さは0.15m程と浅く、断面形態は底面は平らで皿状を呈している。

S K -33 (第5図、図版19)

本遺構は、 S1 -47の東側壁に接して検出されている。平面の形状は東西に長軸を持つ楕円形を呈する。

規模は2.0mXO.8mである。 S1 -47に削平されている。遺物の出土は無い。

S K -57 (第96図、図版20)

本遺構は、 SD-19の北側にわずかに接して位置する。平面の形状は南北に長軸を持つ瓢箪状を呈して

いる。規模は3.2mX1.0m程である。遺物の出土は無い。

S K -65 (第96図、図版21)

本遺構はSD-19の東側に位置し、遺構の東側はSX-13により削平されている。底面から焼土が検出

され、ピットも検出されていることから住居跡とも考えられたが、形状が長楕円形状を呈することから土

坑として捉えた。遺物の出土は無い。

S K -73 (第73図、図版21)

本遺構は、 S1 -54から西へ 1m離れた場所に位置する。この場所は SX-13の周溝内であり、本遺構

はほとんど削平を受けており、底部部分がわずかに検出された。平面の形状は南北に長軸を持つ楕円形を

呈する。規模は底部部分であるが3.0mX2.0mである。遺物の出土は無い。
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第2節古墳時代後期の遺構と遺物

発掘調査区の4Bグリッド中央部から 7Bグリッド北側において3基の古墳が検出された。この古墳が

所在する位置は、岩瀬川より緩い傾斜が登り切った砂丘上の平坦部に当たる。古墳は、何れも墳正は削平

され、周溝のみの検出であり、埋葬施設も検出されず、わずかに周溝から当該期の遺物が出土している。

また、前項にも述べたように、この地点は他の時期の遺構が集中して検出されているため、遺構同士の切

り合い関係が著しく、検出された古墳においても後世の遺構により削平を多く受けている。

S X -10 (第98図)

6Bグリッド中央部から 7Bグリッド北側にかけて周溝のみが検出された。形状はやや不正ではあるが

円形を呈するものと思われる。周溝の幅は0.7m-1.0mと一定せず、深さは0.4m-0.1m、特に東側は遺

構検出面からの深さが浅く、検出されていない、また、東側は君津郡市文化財センター調査区に続くもの

であるが、その調査時には本遺構は検出されていない。検出面での墳丘の規模は、周溝内径で、11m内外で

ある。

周溝の覆土は、 1層は小離を含む黒褐色砂士、 2層は黄褐色砂土を含む黒褐色砂土、 3層は黄褐色砂土

を多く含む黒褐色砂土である。

周溝内出土遺物は、 1は須恵器の把手付椀である。ほぼ完形に近く、口径6.6cm、器高5.5cm、底径

3.4cmで、ある。胎土に白色粒、赤色粒を多く認められ、灰色を呈する。底部に回転ヘラ削りが施され、指

の指紋痕が1つ確認できる。 2は土師器の杯である。ほぼ完形に近く、口径14.0cm、器高5.4cmである。

口縁部を除いた表面と内面全面に赤彩が施されている。 3-8はいずれも小片であり、 3-5は高杯であ

り、 6-8は聾の底部である。

S X -12 (第99図、図版23)

6 Bグリッドに位置し、周溝のみの検出である。南西側の約半分近くが調査区外に続く。形状は北東側

が他の遺構により削平されているため、やや不明瞭であるが、方形を呈するものと思われる。周溝の幅は

3.8m-2.8mと一定せず、深さは0.2m-0.3mと検出面からの掘込みは浅い。検出面での墳丘の規模は、

周溝の内径で10m内外と推定される。また、周溝内の一部には小さなテラスが認められる。周溝の覆土は、

1層は小磯、黄褐色砂土を含む黒褐色砂土である。

周溝内出土遺物は、何れも破片であり、形として復元できたものはわずかであった。 1は須恵器の聾で

ある。底部は欠損しており、口縁部と胴部には櫛描波状文が施文されている。 2・3は高杯の脚部片であ

る。 4は台付蓋の台部で、表面にはハケ目による調整が施されている。 5-10は費であり、 5・6の頚部

には、圧の強いナデによる調整が施されている。 7の口縁部はナデによる調整の後顕著なヘラミガキが施

されている。

S X -13 (第101図、図版23)

4B、5Bグリッドに位置し、他の古墳と同様に周溝のみの検出である。西北側の約半分近くが調査区

外に続く。北側の周溝は、後世の遺構により撹乱・削平を受けており、北東コーナ一部は検出が不明瞭と

なっている。形状は方形を呈している。周溝の幅は4.2m-6.0m、深さは0.2m-0.5mである。検出面で
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の墳丘の規模は、周溝の内径で、16m内外で、川島遺跡での検出された最大規模の方墳である。周溝の覆土

は次のように分けられる。 1層は小礁を多量に含む暗褐色砂土、 2層は小離をわずかに含む黒褐色砂土、

3層は小棟、黄褐色砂土を多量に含む暗褐色砂士、 4層は小礁を少量含む褐色砂土である。

周溝内出土遺物は、何れも土器の破片で、器面の磨滅が著しく、調整痕が不明瞭である。 1-3は須恵

器で 1、2は長頚壷の口縁部である。 3は杯の底部破片である。 4は土師器の甑である。底部側面に穿孔

が1つ見られる。 5は土師器の杯であるが器面の磨滅が激しい。 6は台付費の台部である。ヘラ削りによ

る調整が見られる。 7-15は聾の底部破片である。 14の底部には木葉痕が、 15の底部にはヘラ書き痕が見

られる。 16-18は須恵器の大型聾の破片である。
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第3節古代の遺構と遺物

1 概要

古代の検出された遺構は、竪穴住居跡13軒、井戸跡2基、溝状遺構7条、土坑3基、掘立柱建物跡1棟

である。その分布状況には竪穴住居跡においては台地の縁部分にあたる調査区南側端区域に集中して見ら

れる。溝状遺構は調査区北側に多く見られ、井戸跡も北側端部より検出されている。調査区中央部周辺に

は当該期の遺構が少なく、この時期の偏った土地利用が窺える。

2 竪穴住居跡

S 1 -1 (第104図、図版24)

本遺構は調査区南端部の台地上から岩瀬川に向かつて傾斜が始まる緩い傾斜地に位置する。南東コーナ

一部が掘込みが浅いため不明瞭でるが、平面形態は南北に主軸をもっ方形を呈する。南北4.8m、東西

4.2mの規模である。柱穴は住居の中央部北よりから 2基検出され径0.4m、床面からの深さ0.1mを測る。

中央部南側にも対応する柱穴が2基遺存したものと思われるが、掘込みが浅いため明瞭な検出が行えなか

ったものと思われる。カマドは北側に設置されている。カマドの袖は黄褐色砂土に黄白色粘土を混ぜて作

られ、袖先端部には軟質砂岩の切石が置かれている。煙道は0.7mの長さを測り、火床部には焼けた痕跡

が見られず、取り去られたと思われる。出土遺物の内、実測可能な土器は7個体で lは須恵器蓋の完形

で、頂部に貼り付けによるつまみが付けられており、天井部外面の上位213には回転ヘラケズリが施され

ている。口縁端部は下方に弱く屈曲している。胎土中に白色石粒を含み、色調は暗灰色を呈する。 2、3

は土師器杯で、 2は胴部下位と底部にヘラケズリが施されている。 3は器面の磨滅が著しく調整痕は不明

瞭である。 4は台付聾で完形に近い遺存状態である。二次的な熱を受けているため器面の遺存状態は悪く

調整痕が不明瞭である。口縁部はヨコナデ、胴部は縦方向のヘラケズリが施されている。 5-7は聾で、

桐部に縦方向のヘラケズリが施されている。 8-11は鉄製品で、 8は鎌、 11は万である。 9、10は用途不

明な製品で、 9は板状の金具に鋲が見られる。 10は輪状の金具である。

カマド土層 1 褐色土

2 暗褐色土:焼土粒を含む。

S 1 -2 (第105図、図版24)

本遺構はS1 -1の西側の調査区境に位置する。 1/2程が調査区外へ延び、ている。平面形態は南北に主

軸をもっ方形を呈するものと思われ、南北4.8m程の規模である。柱穴は主柱穴2基が検出され、径0.5m、

深さ0.5mとしっかりと掘込まれている。カマドは北側に設置されているが、検出されたのは東側半分で

ある。袖の構築材は黄褐色砂土に黄白色粘土を混ぜたもので、この周辺から軟質砂岩の切石が出土してお

り、 SI-1と同様に袖部に使用していたものと思われる。火床部の焼土は無く、取り出されたものと思

われる。煙道部は検出されていなし、。出土遺物の内、実測可能なものは 7個体あるが、いずれも小片であ

る。 1は土師器杯で遺存状態が悪く調整痕は不明瞭である。 2は須恵器杯の底部片である。 3は須恵器聾

の胴部片である。 4-7は土師器聾の口縁部、底部の破片である。 8は鉄製品の鎌片である。 9はチャー

ト製の磨石、 10は緑色凝灰岩製の敵石である。
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暗褐色士.焼土粒、黄白色粘土を含む。

暗褐色土・被熱の黄褐色砂、灰、焼士粒を含む。2 

カマド土層黒色砂質土:黄白色粘土粒を含む。

暗褐色砂質士:小磯を含む。

暗褐色砂質土:黄褐色砂を含む。

褐色砂質土:黄褐色砂を含む。

黒色士:褐色土を含む。

暗褐色士

暗褐色土:黄褐色砂磯を多量に含む。
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土層

(第108図、図版25)SI-4 

S 1 -1により南西部分が削平されている。平面形態は北西一南本遺構はSI-1と重複関係にあり、

東に主軸をもっコーナーが緩い丸みを帯びた方形を呈する。規模は一辺4.7m程である。柱穴は主柱穴4

基が検出されており、南東壁近くの主柱穴聞に出入口施設と思われる柱穴が1基検出されている。カマド

1m程の長い煙道をもっ O 袖の構築材は褐色土と黄褐色砂と黄白色粘土を混ぜたもは北西壁に設置され、

のを使用している。火床部には焼土はなく、掻き出されたものと思われる。出土遺物の内、実測可能な土

2はほぼ完形の土師器椀で、二次的な熱を受けて1は土師器杯で器面の磨減が著しい、器は 5個体有り、

6は万子で先3 -5は土師器聾で 5は完形品である。いる。内面には暗文によるミガキが施されている。

黒色土:焼土を含む。

日音褐色土.焼土を含む。

黒色土:焼土、黄白色粘土を含む。

暗褐色土:灰、焼士、黄褐色粘土ブロックを含む。

褐色土:被熱した黄褐色砂礁を含む。
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カマド土層

端部がわずかに欠損している。

暗褐色土

暗褐色土:黄褐色砂磯を含む。

黒色土

褐色土
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(第109図、図版26)SI-5 

をわずかに削本遺構はSl-4の3m北東部に位置する。北側に接する当該期の溝状遺構 (SD-6)

平している。平面形態は正方形に近い方形を呈し、一辺2.0m程の規模である。遺構検出面からの掘込み

カマドは検出されていない。出土遺物は多量に見られるは0.3m程としっかりと掘込まれている。柱穴、

lはロクロ土師器の杯で、ほぼ完形品でが、土器はいずれも小片で実測可能なものは 6個体のみである。

5は頚部に3は被熱のため器面の劣化が著しい。5は土師器費である。3、2は須恵器蓋口縁部、ある。

4は完形の土師器杯で内面に鉄i宰が付着している。横方向の胴部には縦方向のヘラケズリが施されている。

本遺構内から土器以外に鉄淳22点、羽口 1点と製鉄関連の遺物が多く検出されているが、出土状況からい

7は羽口で、先端部は4も同様と思われる。ずれも本遺構に帰属するものでなく他からの廃棄物であり、

融けてガラス化しており、基部がわずかに欠損しているだけである。先端部の外径7.2cm、内径2.6cm、

基部内径4.0cmを測り、円筒状の形態をし、基部が緩く外反している。外面の下半部には指頭状工具によ

9は椀形i宰で、図の下部に 1個所の破面が認められるほぽ完8-9は鉄i宰であり、る押圧痕が見られる。

形品と考えられ、羽口付近の可能性が考えられる。上面はほぼ平らで赤サピが部分的に見られるが、下面

は炉の底部と思われる砂が付着している。 10には木炭痕と考えられる繊維痕が認められる。

カマド、柱穴が検出されておらず、他からの廃棄物としても製鉄関連遺物が多量に本遺構においては、

出土しており、他の当該期の住居跡と同様な性格をもった遺構として考えられず、特別な使用目的により

一 79

構築されたものと考えられる。
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暗褐色砂質土:小礁を含む。

暗褐色砂質土:黄褐色砂磯を含む。

褐色砂質土:黄褐色砂礁を含む。

唱
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の

L

n
ぺ
υ

土層

(第112図、図版26)SI-6 

本遺構は 8Bグリッド西側調査区境に位置し、平面形態が正方形に近い方形を呈すると思われるが、住

居跡の西側が調査区外へ延びているため不明瞭である。規模は南北3.4mを測り、遺構検出面からの掘込

みはO.35mで、壁は緩やかな傾斜をもっ。カマド、柱穴は検出されておらず、本遺構の形態、規模はS1 

-5と同様である。出土遺物は多いが、土器はいずれも小片であり、実測可能なものは 1の土師器杯1点

この遺物も1/6程の遺存である。他の遺物として石器類が多く見られ、またS1 -5と同様のみであり、

に鉄j宰が多く出土している。石器では 2がスタンプ状石器で、凝灰岩の礁を打ち割り作業面を作り出し周

3、縁に調整が施されている。礁の先端部にも蔽打痕が認められ、蝶面の一部には研磨痕が認められる。

5は4は磨石で4は大型の礁を用いほぼ全面に研磨痕が認められる。また一部分に蔽打痕も認められる。

7は完形である。本住居跡も S1 -5と同様な特徴7は鉄製の万子で、6、軽石で、研磨痕が見られる。

が見られ、特殊な性格をもった住居であったと思われる。

暗褐色土

黒色土

暗褐色土:焼士粒を含む。

暗褐色土:黄褐色砂礁を含む。

1
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土層

(第114図、図版27)

本遺構は 8Bグリッドの中央部に位置する。平面形態は南北の主軸をもっ方形を呈し、南北5.4m、東

SI-8 

西4.9m程の規模である。柱穴は主柱穴4基と南壁中央際に出入口施設関連のもの 1基が検出されている。

主柱穴は径O.6m、床面からの深さO.5m-O.6mとしっかりと掘込まれたものである。カマドは北壁に作ら

れ、 O.8mと長い煙道をもっO 袖の構築材には黄褐色砂土に黄白色粘土、軟質砂岩片を混ぜたものを使用

している。火床部の焼土は掻き出されており検出されていない。出土遺物数は少なく、土器においては覆

2は甑で胴部には縦方1は須恵器椀の小片である。土一括遺物を含めても実測可能遺物は 4個体である。

6は軽石で、いずれも研磨痕が認5、4は土師器聾片である。3、向のヘラケズリ調整が施されている。

黒色土

黄褐色土:焼土を含む。(天井崩落土)

暗褐色土:焼士、炭化材片を多量に含む。

暗褐色土:黄褐色砂礁を含む。

暗褐色土:軟質砂岩片を含む。

6は周縁にも顕著な研磨が施されている。

1
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カマド士層黒色砂質土

黒色砂質士:黄褐色砂礁を含む。

褐色土:焼土粒を含む。

黒色土:黄白色粘土を含む。

暗褐色士:黄褐色砂礁を含む。

められる。
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(第115図、図版27)SI-9 

SI-8の北東 3mに位置する。平面形態は北西一南東に長軸をもっ方形を呈し、長軸4.15m、短軸

カマド、柱穴は検出され3.5mの規模である。遺構検出面からの掘込みはO.25mで、壁は急角度である。

S 1 -5・6と同様の形態である。出土遺物では土器は小片が多く、実測可能なものは 5個体

2は土師器聾で 1の表面の頚部はヨコナデ、胴部は縦方向

- 83 

と少なく、石器類の出土が多く見られる。

ておらず、
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のヘラケズリが施され、裏面はナデにより調整されている。 3は壷の底部で、表面にハケメによる調整が

施されている。 4、5はミニチュア土器で、口縁部をわずかに欠損している。 4の表面にはハケメが認め

られ、 5は手担ね土器である。石器類では 6-8が磨石、 9-11が軽石で、 6は凝灰岩の大型の礁の全面

に研磨痕が認められる。また被熱の痕跡も見られ、ススの付着が認められる。 7は砂岩の扇平礁の両面に

研磨痕が認められる。 8はホルンフェルスの扇平礁の両側縁に顕著な研磨痕が見られる。軽石にも研磨痕

が認められる。

土層 1 黒色砂質土:小礁を多量に含む。

2 暗褐色土黄褐色砂礁を含む。

S 1 -10 (第116図、図版28)

本遺構は 7Bグリッド南西部の調査区境に位置し、 112以上が調査区外へと延びている。平面形態は方

形を呈するものと思われ、カマド、柱穴は検出されておらず、 SI-9と同様な遺構と考えられるが、遺

構検出面からの掘込みはO.lm程と浅い。出土遺物は少なく、土器は 1の須恵器蓋片と 2のロクロ土師器

杯の 2点が実測可能な遺物である。 1は外面の上位に回転ヘラケズリが施され、口縁端部は内側に弱く屈

曲している。 2は表面下半にヘラケズリが施され、上半にはナデが施されている。石器類では 3はホルン

フェルスの礁を素材とした磨石、 4は軽石で、鋭利な刃物によると思われる傷跡が見られ、全面には研磨

痕が見られる。

土層 l 暗褐色土:黄褐色砂を含む。

SI-11 (第120図、図版28)

本遺構は 7Bグリッド南東部から検出されている。平面形態は北西 南東に長軸をもっ方形を呈し、長

軸3.7m、短軸3.3mの規模である。遺構検出面からの掘込みは0.55mと深い。カマド、柱穴は検出されず

SI-5と同様な遺構である。出土遺物では土器は多く見られるがいずれも小片であり、実測可能なもの

はIの須恵器高台付杯底部のみである。石器類では2、3の敵石、 4の磨石、 5-6の軽石がある。 2は

ホルンフェルス製、 3は凝灰岩製で熱を受けており、全面に研磨痕が認められる。 4は肩平な砂岩喋の全

面に研磨痕が見られる。 5の側縁には切断と顕著な研磨により扶り部が作り出されている。 6にも全面に

研磨痕が見られ、 7には 2条の切傷跡が見られる。この他にも鉄淳、製鉄炉の炉壁片が数点出土している。

S 1 -12 (第120図、図版28)

本遺構はSI-11の西側に並ぶようにして検出されており、双方において関連の強い遺構と思われる。

平面形態は正方形に近い方形を呈し、一辺3.0m程の規模である。遺構検出面からの掘込みは0.55mを測

る。カマド、柱穴は検出されていない。出土遺物はSI-11に比べ少ない。実測可能な土器は無く、 1の

砂岩製の砥石、 2、3の軽石の石器類のみである。軽石はいずれも研磨痕が認められる。

土層 1 黒色土

2 暗褐色土:焼土粒、炭化材片を含む。

3 暗褐色土:黄褐色砂礁を含む。
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S 1 -13 (第123図、図版29)

本遺構は 8Bグリッド南側部より検出され、中央部がSD-1により削平されている。平面形態は北西

一南東に主軸をもっ正方形に近い方形を呈し、一辺4.1mの規模である。遺構検出面からの掘込みは

O.25mを測る。カマドは北西壁に設置されている。煙道は壁をO.15m程掘込んもので、袖の構築材は他の

住居跡同様に黄褐色砂土と黄白色粘土を混ぜたものを使用している。また、両袖端部には軟質砂岩の切り

石により補強されている。火床部の焼土は検出されていないが、土製支脚が1点検出されている。柱穴は

主柱穴の 4基と出入口部の 1基の 5基が検出されている。主柱穴は径O.5m、床面からの深さO.3m-O.4m

ほどである。出土遺物は住居跡の遺存状態が悪いわりには多く、いずれもカマド周辺からの出土である。

実測可能な主器は8個体で、 1は須恵器高台付杯、 2は土師器杯で表面は磨滅が著しく、調整痕は不明瞭

であるが、内面に磨きが施されている。 3-8は土師器棄で、 3は胴部に縦方向のヘラケズ 1人頚部と内

面にはヨコナデによる調整が施されている。また内面にススの付着が見られる。 4、8は劣化が激しくわ

ずかに調整痕が認められる。 9は火床部から出土した支脚で、 2つに折れている。被熱により器面の劣化

が激しい。

カマド土層 l 黒色土

2 黄褐色土:黄白色粘土と軟質砂岩片を含む。(天井部崩落土)

3 黒色土:焼士、灰を含む。

4 暗褐色土:焼土物を含む。

)lI1「fi
lfバいiu p 

¥ 

o (1/4) 10cm 
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S 1 -25 (第125図、図版29)

本遺構は7Bグリッドの中央部付近より検出され、平面形態が北西一南東に主軸をもっ方形を呈し、南

北4.2m、東西4.7m程の規模である。カマドは北西壁に設置され、煙道部は 5cm程壁を掘込んだだけで

ある。袖の構築材は他の住居跡のカマドと同様に黄褐色砂土と黄白色粘土を混ぜたものである。また覆土

中に軟質砂岩片が見られることから補強に使われていたと思われる。柱穴は検出されていないが、カマド

と対応する南東壁際近くから径O.4m、床からの深さO.lm程のピットが1基検出されている。出土遺物は

少なく、実測可能遺物が土器4個体と鉄製品 1点である。 1-3は土師器聾で、外面にヘラケズリによる

調整が施されている。 4は須恵器大聾の胴部破片である。 5は鉄製の細身の板状製品で、先端部の形状は

サピのため不明瞭であるが、切断されたような形状を呈している。長さ16.7cm、幅O.9cm、厚さO.4cm-

O.15cm、重さ38.0g。

カマド土層 1 黒褐色土:軟質砂岩をプロック状に含む。

2 黒色土:黄褐色砂士、黄白色粘土、焼土、灰を含む。

3 黒色土:焼土、灰を含む。

S 1 -51 (第127図)

本遺構は調査区北側の 2Bグリッド北端部に位置し、調査区南側に分布する当該期の住居跡群から

100m以上離れて単独で検出されている。住居の掘込みが浅いため遺構検出面ではカマドの火床部と補強

に使用されたと思われる軟質砂岩のみ検出された。カマドは東壁に設置されたものと思われ、火床部には

O.1m程の焼土の堆積が見られる。軟質砂岩は袖の先端部に補強されたと思われるものが焼土の両側より

出土し、長さO.8m、幅O.2mの大型のものが焼土直上から検出されている。出土遺物は焼土内及び周辺よ

り8個体の土器が出土している。 1は灰軸陶磁器の長頚瓶で、外面下半部は回転ヘラケズリが施され、上

半部にはオリーブ色の自然紬が付着している。 2-4は土師器椀でいずれも外面にヘラケズリ調整、内面

は2、3はナデ調整、 4はヘラケズリ調整が施されている。 5は土師器杯底部、 6-7は土師器費口縁部

である。本住居跡は先に述べたように当該期の住居跡集中地点からかなり離れており、カマドも東側に設

置され他の住居跡と様相も異にしている。周囲で検出さている当該期の遺構としては溝状遺構、井戸跡が

ありこれらと何らかの関係を持ったものとも考えられる遺構である。

カマド土層 1 灰褐色土:炭化材片を多量に含む。

2 暗茶褐色土:炭化粒、焼土粒を少量含む。

3 茶褐色土:黄褐色砂土を斑点状に含む。
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井戸跡3 

2 Bグリッドでは当該期の住居跡は 1軒のみで、多く見られる検出遺構は、溝状遺

2基検出され構、土坑、井戸跡となり、調査区南側とは遺構の分布が大きく様相を異にする。井戸跡は、
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S E -1 (第129図、図版29)

本遺構は、調査区北端部の 1Bグリッド中央部から検出された。平面形態は、東西に長軸を持つ楕円形

を呈し、検出面での規模は長径2.3m、短径2.0m程である。底部は平面形態、が検出面と同様な楕円形を呈

し、長径1.6m、短径1.3m程である。 深さは約1.3mで、断面の形態は検出面から底部にかけて次第にす

ぼまっていく逆台形を呈している。本遺構内及び周囲には井戸としての施設跡が全くなく、発掘調査時は

土坑 (SK-26)として捉えて、精査を実施した。精査の結果、井戸跡であることが判明したため、整理

時に新たに遺構番号を SE-1と付け直した。

覆土中からの遺物は多量に出土している。 1-3は須恵器の壷である。 1は完形品で胴部の下位部にタ

タキ調整痕が見られる。口唇部には意図的に割られたと思われる 2か所の欠損部が見られる。そして底部

は丸みを帯びている。また、頚部と胴部が色調に明らかな違いが見られることから、頚部と胴部を別々に

製作し、接合したものと思われる。 4は須恵器の鉢の底部片である。器面には焼成時の膨れがあり、剥落

した部分が見られる。 5-10は土師器の杯である。何れも器面の磨減が著しく、調整痕が不明瞭である。

8には横方向のヘラ削り調整が見られる。 11-13は土師器の鉢である。 14-21は土師器の椀である。 14-

16、18、19は、ほぼ完形品であるが、その他のものは、小破片である。多くのものは厚手であり、胎土中

に小礁を多く含む。 22-26、28、29は土師器の妻、 27は須恵器の聾の底部片、 30-34は須恵器の大棄の破

片であり、同一個体と思われる。

S E-2 (第131図、図版30)

本遺構は、 SE-1から南東へ約20m離れた 2Bグリッドの東側の調査区の境際に位置する。遺構の上

部は中世以降の溝状遺構により削平されており、また、本遺構の東側壁は調査区の境際のため検出されて

いない。平面形態は、方形を呈するものと思われ、検出面で、は径2.0m内外と推測される。 深さは検出面

から約1.5m、断面形態は逆台形を呈する。底部の平面形態は、径0.5m内外の円形を呈する。底部からは

枠組みの材と思われる板状の木材が1点出土している。

覆土中からの遺物は多く SE-1をはるかに凌ぐ。 1-4は須恵器の査である。 1はほぼ完形品で、頚

部にはロクロ痕が鮮明に残り、胴部にはタタキ調整痕が顕著に施されている。底部にはヘラケズリによる

調整が施されている。色調は褐色に近い。 2-4は自然軸が見られる。 5は須恵器の長頚瓶の頚部破片で

自然紬がかかっている。 6は須恵器の高杯の脚部片、 7は須恵器の椀、 8-13は須恵器の杯の底部の小破

片である。 14・15は須恵器の大聾で同一個体である。 15の器面は剥落が著しく、細かく割れている。 16は

ロクロ土師器の高台付杯である。 17-37は土師器の杯であり、 18-21はロクロ土師器である。 22-24はほ

ぼ完形品である。杯を初めとした土師器は、何れも磨滅が激しく、器面の調整痕が不明瞭なものが多い。

38-60は土師器の椀であり、 38・39はロクロ土師器である。 40、50はほぼ完形品である。 61-64は土師器

の皿である。 63以外はロクロ土師器である。 61はほぼ完形品である。 65は土師器の査底部片、 66-69は土

師器の聾底部片である。 70、71は手提ね土器である。本遺構より出土した遺物は、 SE-1に比べ、杯、

椀が圧倒的に多いという器種の偏りが見られる。また、両遺構において、非常に多くの遺物が出土してい

るが、完形もしくは完形に近い遺物は少なく、小破片遺物が多い。
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4 掘立柱建物跡(第133図)

今回の調査において本遺構の検出は 1棟のみである。調査区の南側 8Bグリットに位置し、 SI-8と

切り合っている。桁行3間 (5.9m)X梁行2間 (3.3m)の建物が想定できる。柱穴の直径は0.4m-0.5m

で、平面の形状は円形を呈する。掘り方は、他のピットと比べしっかりとしたものであるが、掘込みが浅

いため、東側半分の柱穴は検出されていなし、。遺物の出土は無い。

掘立柱建物跡は君津郡市文化財センター調査地からも 2棟検出されているが、それと今回のものとにお

いて、建物の方向や位置関係において、強い関連は認められない。

5 溝状遺構

溝状遺構は、調査において多く検出されているが、多くは遺物の出土が無いため、時期を決定すること

が困難である。出土遺物及び他の遺構との切り合い関係により明らかに当該期のものと考えられた溝状遺

構は、 SD-4、6、10、12、13、18、40の7条である。この内、遺物を伴ったものは、 S D-12、13の

2条で、他は遺構との切り合い関係による。

S D-4 (第135図)

本遺構は、 9Bグリッドに位置する。調査区を横断するように東西に延びている。 しかし、掘込みが

- 101 



0.2m内外と浅いため、西側部では検出面での検出はされていない。また、東側調査区外に延び、君津郡

市文化財センター調査時の31号溝へと続いている。溝の幅は0.6m-0.4mである。弥生時代の住居跡S1 

3を削平し、当該期の住居跡S1 -1に撹乱されている。出土遺物は無し。

S D-6 (第135図、図版32)

本遺構は、 8Bグリッドと 9Bグリッドの境に位置する。 SD-4とほぼ平行に調査区を横断するよう

に東西に延びている。掘込みが0.2m程と浅いため検出された長さは10m程である。幅は1.5m内外である。

当該期の住居跡S1 -5とわずかに接しており、住居跡に削平されている。出土遺物は無し。

S D -12 (第136図、図版30)

本遺構は、調査区の北端から 4Aグリッド北西端にほぼ南北に延びた溝状遺構である。検出された長さ

は69m、幅は2.5m内外でほぼ一定幅である。深さは0.5m程である。覆土中からは、多量の当該期を中心

とした遺物が出土している。出土遺物は土師器、須恵器が多いが、鉄j宰も多量に出土している。鉄津は本

溝の 2B30グリッドに当たる部分に集中し、椀形淳、鉄塊系遺物、ガラス質淳、鍛冶i宰が入り交じって出

土している。このことから、この場に廃棄されたものと判断できる。今回の調査では、鉄淳や羽口等の製

鉄関連遺物が出土しているが、遺構は検出されていない。しかし、君津郡市文化財センター調査地には 2

基の鍛冶遺構が検出されている。

土器においては、 2A09グリッドから 3B50グリッドの聞に集中しており、その聞においても部分的に

集中して出土している。明らかに廃棄による遺物である。 1-3は須恵器の長頚瓶である。 1は底部のみ

欠損。頚部から胴部にかけて自然紬が見られる。 2 • 3は頚部のみ欠損している。 2・3の器面には膨れ

が見られる。一部が剥落している。 4は須恵器の瓶、 5・6は須恵器の壷の底部片である。 7は須恵器の

高台付杯の底部片。 8は須恵器の杯で、器面の磨滅が著しく、ロクロ痕、調整痕が不明瞭である。 9は須

恵器の大型歪である。 10-22は土師器の杯である。やはり、器面の磨滅が著しいものが多く、調整が不明

瞭である。 10、11はロクロ土師器である。 10、14-16、20、22はほぼ完形である。 23-34は土師器の椀で

ある。 23、25、32、34がほぼ完形である。 26の底部にはヘラ書きが見られる。 35、36は土師器の皿、 37は

土師器の高杯で完形品である。杯部の調整は不明瞭で、あるが、脚部には圧の強い縦方向のナデが施されて

いる。 38、39は土師器の台付要である。 38は口縁部と底部と接合はしないが同一個体である。器面の調整

は脚部の接合部にわずかにヘラ削り痕が見られる。 41、42は土師器の重である。 43は土師器の香炉蓋であ

る。

S D -13 (第136図、図版31)

本遺構は、 SD-12と同様に調査区の北端から 4Bグリッドの中央部近くにかけて検出されている。こ

の2つの溝状遺構は調査区の北端部が削平されているため明確ではないが、おそらく交差もしくは合流し

ているものと思われる。南に延びるに従い徐々に離れているが、関連の深いものと考えられる。本遺構の

規模は、幅が1.1m程とほぼ一定しており、深さは約0.3m程である。覆土中より当該期を中心とした遺物

が多く出土しているが、 SD-12と比べ完形品がほとんど無く、何れも小破片である。 1は須恵器の瓶の

頚部片。 2は須恵器の蓋でほぼ完形である。 3は須恵器の杯の底部である。 4は須恵器の椀の破片である。
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5は土師器の杯。 6は土師器の椀で完形品である。 7、8は土師器の聾、 9は土師器の台付聾脚部片、 10

は土師器の査底部片である。 11-13は須恵器の大型聾の胴部破片である。

6 土坑(第134図、 135図)

土坑、ピット類は多く検出されているが、その性格、時期については不明なものが多く、当該期の土坑

と考えられたものは、遺物の共伴と他の遺構との切り合い関係により判断した。当該期の土坑の分布は調

査区北端側と南端側に多く見られるが、規則性は見られない。平面の形状は様々であり、規模においても

画一性が見られない。

1はSK-2より出土した口縁部をわずかに欠損する査である。器面は磨滅が激しく調整痕は不明瞭で

ある。 2はSK-16より出土した査で、半完形品である。口縁部は折り返され、口縁部から見た平面形態

は楕円形状を呈する。 3-11はSK-28から出土したもので、いずれも小破片である。 3は須恵器の椀、

4・5は土師器の椀である。 12・13はSK-31から出土した土師器の聾の口縁部片と椀である。 14-18は

S K-34から出土しており、 19・20はSK-40、21はSK -49， 22はSK-52、23-27はSK-89、28・

32はSK-59、29-31はSK-89から出土している。

第4節 中世の遺構と遺物

1 概要

中世に入ると、川島遺跡の様相は大きく変わってしまう。検出された遺構は、溝状遺構、土坑とピット

のみで、弥生時代から古代まで見られた、住居跡、方形周溝墓、古墳といった生活域、墓域は全く見られ

なくなる。溝状遺構の分布状況は、大きく 2つに分けられる。 1つは調査区の東側を縦断するように 3条

-4条の溝状遺構が複雑に絡み合い延び、ているもの。 1つは調査区南端部を横断するように延びているも

のである。土坑及びピットは配列の規則性や性格は不明であるが、溝状遺構と関連を持ったような分布状

況を示している。遺物については少量の常滑、瀬戸等の国産陶磁器の小破片が出土したのみであった。

S D-1 (第143図)

本溝状遺構は、調査区の南端8Bグリッド南側に位置する。調査区を横断するように延びており、調査

区の東側は、君津郡市文化財センター調査地まで延びている。本遺構は3条の溝状遺構から構成され、 3

条の溝は新旧関係が明らかなため、調査時に構築時の古い順から SD-1B、SD-1A、SD-1Cと

番号を付して調査を実施した。 1Bは、幅1.7m程で、深さ0.7m程の規模である。 1Aは、幅2.0m-

1.5m、深さ0.5m程の規模である。 1Cは、幅7.5m、深さ1.0m程の規模である。 3条の遺構には底部近

くに硬質面が見られることから、道路として使用されたものと思われる。道路は使用頻度が増すにつれて、

造り替えられ最終的に 1Cが整備されたものと思われる。

S D-2 (第143図)

本溝状遺構は、調査区の最南端9Bグリッド南側から10B北側にかけて検出されている。幅は1.5m-

0.5mと一定していない。深さは0.2m程で、遺構の西側は検出されず途切れているが、東側は君津郡市文

化財センター調査地まで延びている。本遺構は、台地傾斜地の下方部に沿って延びている溝状遺構であり、
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何らかの区画のために構築されたものと思われる。

S D-21、30、31ほか(第141図)

本遺構は、調査区の北半分近くの東端部に南北に延びる溝状遺構である。この溝状遺構から更に幾っか

枝分かれして何条かの溝状遺構が東西方向へ延びている。いずれの幅もl.Om-1.5mとほぼ同様である。

また、君津郡市文化財センター調査地においても本遺構はつながり、更に調査地を南北、東西方向へと

延びている。本遺構の周辺には、不定形の土坑と径0.5m、深さ0.2m程のピットが溝に沿うように多数検

出されている。土坑・ピット群には規則性が見られないが、溝状遺構と関連のあるものと考えられる。こ

の溝状遺構についてはその用途が不明ではあるが、台地上を縦横に延びていること、硬質面が全く見られ

ないことなどから、水路的な目的のものと推測される。

第5節遺構に伴わない遺物(第144図-147図)

本遺跡からは、遺構検出時に多量の遺物が出土している。出土した遺物は検出された遺構と同時期のも

のであり、弥生時代後期から古代までの遺物である。

1 -20は弥生時代から古墳時代前期の遺物である。 1、2は査である。 1は7B-59グリッドから出土

した完形の査である。口縁部には斜縄文が施され、頚部から胴部には、 S字状結節縄文により 2段の区画

がなされ、その中を羽状縄文が充填されている。そして、無文部には赤彩が施されており、内面において

も頚部まで赤彩が施されている。 2も同様な査の口縁片である。 lに比べ器面の磨滅が激しく、調整痕が

不明瞭である。 3は鉢の口縁部で、器面全体に羽状縄文が施文されている。 4は土師器の杯である。器面

の磨滅が激しく調整痕は不明瞭である。 5-7は高杯である。いずれも器面の磨滅が激しい。 8・9は台

付聾等の台部片と思われる。縁の部分は内側に折り返され、直線的に立ち上がっている。 9はかなり大型

であり、厚さをもつことから、台状の土器とも考えられる。 10-13は口縁部に輪積痕を有する費である。

10は器面の磨滅が激しく胴部の調整は不明瞭であり、土器の劣化が著しい。胎土中には小礁を多量に含む。

11は底部欠損のほぼ完形品である。胴部には庄の強いナデにより調整されている。 14・15は台付棄の台部

片である。 14の器面にはハケ目の調整が見られる。 16・17は査の底部で赤彩が施されている。 18は甑の底

部で、ヘラ削り調整が見られる。 19・20は蓋の底部である。

21-74は古代の遺物である。 21-39は須恵器である。須恵器は調査区の北側 (lA.2Aグリッド)で

多く見られた。 21は椀で口唇部が強く外反する。 22-26は鉢である。 27・28は杯で、 28には火跳ね痕跡が

見られる。 29-32は蓋の小破片である。 33・34は平瓶である。 34には把手の基部が残っている。 35-37は

壷である。 38は聾の口縁部片である。 39は費の底部でタタキ日痕が見られる。 40-74は土師器である。 40

はロク口調整による杯である。 41は高台付椀の小破片である。 42は蓋の小破片である。 43-46は杯である。

いずれも器面の磨滅が激しく調整は不明瞭であり、劣化も著しい。 47は小型の皿状土器である。かなりの

歪みが見られる。 48-57は椀である。 48は器面の調整が明瞭である数少ない資料である。口縁部に輪積痕

を残し、口縁部から底部にかけてヘラ削りにより調整が施されている。 49・50・53・54は口縁部にナデに

よる調整が、胴部には粗いヘラ削り調整が施されている。 51・52は器面の磨滅が激しく調整は不明瞭であ

るが、輪積痕が口縁部に見られる。 57の底部には回転糸切り痕が見られる。 58-62は高坪である。脚部の

器面はヘラ削りにより、内面はナデによる調整が施されている。 63は大型の脚部であり、器面にはヘラ状



工具によるナデ調整が見られる。台付鉢の台部とも考えられる資料である。 64-70・71は聾である。 64は

口縁部が弧状に外反し、口唇部に丸みを帯びている。胴部には横方向のヘラ削りが見られる。 65は口縁部

がわずかに外反するだけで直線的で、ある。 66・67は口縁部が強く外反し、 68-70は緩く外反する。 71は台

付費の台部である。 73・74は甑である。 74の底部縁には一対の孔が見られる。

75-86は手担ね土器またはミニチュア土器である。 75は器台を模したものと思われる。受け部に凹が見

られる。器面はミガキが施され、部分的に赤彩が見られる。 76・77は高杯のミニチュア土器の脚部である。

78は皿状のミニチュア土器で、口縁部に沈線による文様が見られる。 79は査を模したミニチュア土器と思

われる。口縁部と思われる部分はV字状に刻まれている。 80-86は手提ね土器で指頭状の押圧痕が見られ

る。 84には輪積痕が見られる。 87は香炉形土器の蓋の破片である。

88-96は鉄製品である。 88はSK-89覆土中より出土した手鎌である。長さ8.4cm、幅2.0cm、厚さ

0.2cm、重量18.6gである。両脇に孔を有する。 89は紡錘車である。径4.4cm、厚さ0.2cm、重量21.0g。

90は万と思われる。現存する長さは5.9cm、幅2.9cm、重さ29.0gである。 91-93は万子である。 91は基

部が欠損しており、長さ12.0cm、幅1.3cm、重量24.2gである。 93はかなり屈曲している。 94は鉄鍛であ

る。茎部に木質部が残っている。長さ4.5cm、重量8.0go 95・96は棒状鉄製品の一部である。

107 -116は土製品である。 107-111は用途不明の製品である。 97は土器片を利用し、四角に成形し、 2

つの穿孔が見られる。 98・99は土器片を利用したものと思われ、円盤状に成形し、中央部に凹を付けたも

のである。 100はやはり土器を利用したもので、縄文時代の土器片垂を思わせるものであるが、刻み部は

見られない。 101は板状の粘土を折り曲げたような形状を呈している。 102-106は管状土垂である。 102・

103は太めのズングリした形状を呈するもの、 105・106は細身の形状を呈するもの。本遺跡からは、同様

の土垂が多数出土している。

この他の遺物として、鉄j宰がグリッド及び遺構検出時に多量に出土している。先にも触れたが、製鉄関

連の遺構は今回の調査では検出されていないが、君津郡市文化財センター調査地からは鍛治炉跡等製鉄関

連遺構が検出されている。このことから、本遺跡において、古代に製鉄作業が盛んに行われていものと思

われる(第 1表一第21表)。
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第3章まとめ

川島遺跡から検出されている遺構・遺物は、君津郡市文化財センター調査成果を含め、縄文時代から中

世までのものが検出されている。しかし、この長い時代は、継続してこの遺跡において集落・墓域等が営

まれたものではなく、各時代においての遺跡の性格が異なっている。それを時代ごとに追って見てみる。

縄文時代

君津郡市文化財センター調査地より早期後半の条痕文系土器から晩期までの土器が出土している。その

主体は中期前半の勝坂式・阿玉台式であり、全体の90%を占めている。住居跡などの遺構は一切検出され

ていない。川島遺跡周辺の遺跡において、現在のところ縄文時代の集落跡が検出された例は無く、これら

の土器を残していった人々の生活域については、不明であるが、本遺跡が縄文時代の古い時期から当時の

人々のなんらかの生産活動域として利用されていたことが窺える。

弥生時代後期から古墳時代前期

この時代は、川島遺跡が最も栄えた時代と言える。この繁栄は川島遺跡だけでなく、周辺の遺跡におい

ても同様なことが言える。大貫地区周辺において、本遺跡と同様の砂正上に立地する打越遺跡を始めとし、

砂丘上に立地する遺跡では、この時期の住居跡が密集した状況で検出され、集落の爆発的な発展を示して

いる。

川島遺跡で検出された当該期の遺構分布は、砂正の南側斜面側に沿った平坦部に集中している。これら

の住居跡を中心とした遺構は、切り合いが著しく、本時期において集落及び墓域の形成が何期かに分けら

れることができると思われるが、住居跡においては明確な時期ごとの分類は不明瞭であった。墓跡につい

ては、検出されているものはいずれも方形周溝墓であり、その形態において3つに分類できる。l.周溝

の四隅が切れているもの。 2.周溝の 1端のみが切れているもの。 3.周溝が全周するものの3つである。

この3つの形態は、 lが最も古い時期のものとされ、つづいて 2、3と続くとされている。これに従うと、

1の時期の方形周溝墓は集落域の東側と南側に分布しており、ほとんど集落域と重なっていない。また、

SD-6とした溝状遺構を境に集落域と墓域が区画されているようにも見られる。このように当該期の前

葉においては明確な集落域と墓域の区割りがなされていたものと思われ、集落域を構成する住居跡の多く

は当該期に属するものと思われる。つづいて、 2、3の方形周溝墓においては、かなり集落域に入り込ん

だ分布状況を示している。そして、区割りするような溝の存在も見られない。住居と墓が同時期に重複し

て構築されたとは考えられないことから、この時期においては今回の調査区域内における集落域は大きく

縮小されたもとの思われる。しかし、方形周溝墓の数の縮小は見られないことから、この時期における集

落域の中心部は、調査区域に近接したどこかの地点に存在していたものと推測される。いずれにしろ、今

回の調査区において検出されて当該期の住居跡の主体は、本時期の前葉つまり弥生時代後期になるものと

考えられる。
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古墳時代後期

本時期に入ると、川島遺跡では集落が消滅してしまうかのように、住居跡の検出は 1軒も見られない。

このことは周辺の遺跡にも言えることである。そして、大貫地区では、この時期にはいると南関東でも最

大級の古墳群である内裏塚古墳群が形成される。この内裏塚古墳群の分布は JR青堀駅から富津市役所の

範囲に広く分布する古墳群であり、現在までに幾つかの古墳の調査が実施されたが、古墳群の所在する地

域からは、ほとんどと言っていいほど同時期の集落が検出されていない。このことは、本時期においてこ

の地域に、住居域と墓域において、かなりの規制が設けられていたものと推測される。内裏塚古墳群の分

布区域からはややはずれるが、同時期の古墳の構築はこの地域でも盛んに見られる。そして川島遺跡でも、

古墳が検出されているが、それ以外の遺構の検出は全くされておらず、当該期の集落域がどこにあったの

か全く不明である。この時期の集落域の存在については、川島遺跡のみならず、内裏塚古墳群を作り上げ

た人々がどの地域において生活域を作り上げていたか大きな課題となっている。まだ、内裏塚古墳群及び

川島遺跡の周辺地域での調査例は少なく、今後の調査例によって解明されることと思われる。

古代

この時代になると、川島遺跡では、集落が再び形成される。しかし周辺の遺跡ではこの時代の集落や墓

域が全くと言っていいほど見られなくなる。本遺跡から検出された遺構は、住居跡、溝、土坑等であるが、

出土遺物の内特徴的なものとして、鉄i宰が大量に見られることと、製鉄関連遺物の羽日の出土である。ま

た、君津郡市文化財センター調査地からは、鍛冶炉が検出されており、明らかにこの遺跡において製鉄に

係わる作業が行われていたことが窺える。しかし、多くの製鉄遺跡から出土する鉄津の量と比較すると君

津郡市文化財センター調査区から出土した鉄淳を含めても決して多くなく、製鉄炉やそれに付随する炭窯

が検出されておらず、詳細については不明であるが、本遺跡の隣接地においてそれらの製鉄関連遺構が所

在するものと考えられ、本遺跡で製鉄に係わる作業が活発に行われていたものと思われる。このことは、

先にも述べたように、当該期の集落がほとんど見られない地域において、川島遺跡、に多くの住居跡が検出

されたことは、この集落が日常的な生活が営まれたものでなく、製鉄と言った特殊技術集団により形成さ

れた集落と考えられる。

中世

この時代にはいると、検出された遺構は、道路跡と溝跡のみであり、集落は断絶してしまう。道路跡は、

何回か造り替えられていることから、この地域において重要な位置を占めた道路であったと思われる。川

島遺跡は、この時代では、交通域でしかなくなってしまい、以後この地に集落が再ぴ形成されるのは、近

世になってからである。

以上、縄文時代から中世までの川島遺跡の概観を述べてきた。このような時代の変遷は、川島遺跡が所

在する大貫地区周辺の、砂丘上に所在する遺跡にほぼ同様な傾向が見られる。特に弥生時代後期から古墳

時代前期にかけての爆発的な集落の発展、そして消滅、古墳時代の大古墳群の造築、古代の集落の希薄性、

と言ったように、短時期において大きな変動を見せた地域である。このことは、各時代におけるこの地域

の自然的な特徴、地理的な特徴、社会的な特徴が大きな要因となっているものと思われ、今後の十分な検

討課題となるものと思われる。
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2
 
65
 
43
 
14
3.
6 

74
 
8
 B
-
1
7
 

I
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

5
 
35
 
28
 

12
 
16
.4
 

75
 
8
 B
-
1
7
 

I
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

4
 
32
 
20
 
17
 
12
.4
 

鉄
塊
系
遺
物
計
測
表

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類

メ
タ
ル
度
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
き
(
m
m
)
重
量
(g
)

l
 
S
 D
-
1
2
 

15
2 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

5
 
48
 
41
 

30
 
73
.2
 

2
 
S
 D
-
1
2
 

52
5 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

5
 
25
 

22
 

14
 
7.
8 

3
 
S
 D
-
1
2
 

11
5 
鉄
塊
系

H
 
(
0
)
 

4
 
27
 

24
 

17
 
12
.8
 

4
 
S
 D
-
1
2
 

21
8 
鉄
塊
系

H
 
(
0
)
 

4
 
25
 

17
 

7
 
2.
6 

5
 
S
 D
-
1
2
 

21
8 
鉄
塊
系

H
 
(
0
)
 

4
 
21
 

12
 

13
 
3.
4 

日
S
 D
-
1
2
 

21
8 
鉄
塊
系

H
 
(
0
)
 

4
 
18
 

14
 

12
 
2.
8 

7
 
S
 D
-
1
2
 

33
6 
鉄
塊
系

日
(
0
)

4
 
79
 

60
 

71
 
23
4.
8 

8
 
S
 D
-
1
2
 

51
7 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

5
 
10
2 

87
 

67
 
68
9.
3 

9
 
S
 D
-
1
3
 

6
 
鉄
塊
系

日
(
0
)

6
 
36
 

35
 

24
 
25
.6
 

10
 
S
 D
-
1
:
l
 

40
 
鉄
塊
系

M
 
(I{
JJ)
 

5
 
33
 

28
 

28
 
24
 

11
 
S
 D
-
3
3
 

3
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

5
 
61
 

41
 

31
 
97
.2
 

12
 
S
X
-
4
 

31
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

5
 
24
 

15
 

13
 

6
 

13
 
S
X
-
4
 

31
 
鉄
塊
系
ど，

4
 
23
 

16
 

10
 

3
 

14
 
S
 X
-
1
3
 

11
3 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

5
 
32
 

31
 

25
 
29
.6
 

15
 
S
 1
 -
2
 

49
 
鉄
塊
系

M
 
(I{
JJ)
 

5
 
27
 

16
 

15
 
8.
6 

16
 
S
 1
 -
2
 

49
 
鉄
塊
系

i
主主

4
 
22
 

17
 

17
 

6
 

17
 
S
 1
 -
2
 

64
 
鉄
塊
系

H
 
(
0
)
 

4
 
16
 

13
 

11
 

3
 

18
 
S
 1
 -
2
 

64
 
鉄
塊
系

H
 
(
0
)
 

4
 
14
 

13
 

11
 
2.
2 

19
 
S
 1
 -
2
 

69
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

6
 
63
 

33
 

16
 
58
.2
 

20
 
S
 1
 -
2
 

75
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

6
 
39
 

25
 

17
 

22
 

21
 
S
 1
 -
2
 

75
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

4
 
23
 

20
 

16
 
8.
4 

22
 
S
 1
 -
2
 

77
 
鉄
塊
系

L
 (
.J
 

6
 
75
 

28
 

20
 
63
.8
 

23
 
S
 1
 -
2
 

79
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

5
 
36
 

32
 

24
 
36
.2
 

24
 
S
 1
 -
2
 

79
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

5
 
25
 

20
 

14
 
8.
4 

25
 
S
 1
 -
2
 

79
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

4
 
20
 

16
 

13
 
3.
8 

26
 
5
1
 -
2
 

79
 
鉄
塊
系

L
 (.
J 

5
 
17
 

10
 

9
 
1.
8
 

27
 
5
X
-
3
 

21
 
鉄
塊
系

M
 
(I{
JJ)
 

5
 
37
 

30
 

14
 
18
.8
 

28
 
5
1
 -
5
 

46
 
鉄
塊
系

M
 
(I{
JJ)
 

5
 
34
 

23
 

22
 
22
 

29
 
5
1
 -
5
 

49
 
鉄
塊
系

H
 
(
0
)
 

4
 
37
 

30
 

26
 

21
 

30
 
5
1
-
6
 

12
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

5
 
42
 

16
 

11
 
8.
8 

31
 
5
1
-
6
 

14
 
鉄
塊
系

M
 
(I{
JJ)
 

5
 
33
 

30
 
26
 
26
.6
 

32
 
5
1
-
6
 

45
 
鉄
塊
系

M
 
(I{
JJ
J
 

5
 
30
 
21
 

15
 
9.
6 

33
 
5
1
-
1
1
 

20
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

6
 
10
9 

71
 

47
 
29
3.
8 

34
 
5
1
-
1
1
 

43
 
鉄
塊
系

L
 (.
J 

6
 
50
 

45
 

29
 
64
.8
 

35
 
5
1
-
1
1
 

44
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

5
 
39
 

26
 

17
 
26
.2
 

36
 
5
1
-
1
3
 

19
 
鉄
塊
系

i
ミ〉

5
 
33
 

22
 

16
 
10
.8
 

37
 
5
1
-
5
1
 

4
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

6
 
85
 

44
 

40
 
15
5 

38
 
1
 A
-
2
5
 

Z
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

6
 
34
 

22
 

19
 
22
.8
 

39
 
1
 A
-
2
5
 

2
 
鉄
塊
系

L
 (
.J
 

2
 
20
 

15
 

9
 
1.
6
 

40
 
1
 A
-
8
8
 

4
 
鉄
塊
系

i
三与

4
 
29
 

22
 

20
 
15
.6
 

41
 
1
 A
-
9
7
 

5
 
鉄
塊
系

i
込

5
 
24
 

23
 

13
 
7.
8 

42
 
1
 A
-
9
9
 

7
 
鉄
塊
系

L
 (
.J
 

6
 
46
 

43
 

30
 
74
.6
 

43
 
1
 A
-
9
9
 

7
 
鉄
塊
系

L
 (.
J 

3
 
51
 

36
 

37
 
45
.2
 

44
 
1
 A
-
9
9
 

7
 
鉄
塊
系

L
 (
・
)

4
 
34
 

20
 

21
 

14
 

45
 
1
 A
-
9
9
 

7
 
鉄
塊
系

L
 (
.)
 

4
 
30
 
23
 

24
 
15
.4
 

46
 
2
 A
-
2
5
 

4
 
鉄

L
 (
.)
 

5
 
52
 

48
 

33
 
10
0.
2 

47
 
2
 A
-
4
5
 

Z
 
鉄

ム
4
 
46
 

31
 

27
 
3
1.
2
 

48
 
2
 A
-
5
4
 

I
 
鉄

H
 
(
0
)
 

5
 
29
 

28
 

27
 
27
 

49
 
2
 A
-
5
6
 

3
 
鉄

ム
5
 
40
 
34
 

22
 
23
.2
 

50
 
2
 A
-
5
6
 

3
 
鉄

ム
4
 
30
 
21
 

23
 
15
.2
 

51
 
2
 A
-
7
8
 

2
 
鉄

L
 (
.)
 

5
 
44
 

36
 

31
 
46
.8
 

52
 
2
 A
-
7
8
 

Z
 
鉄

L
 (.
J 

5
 
41
 

28
 

21
 
34
.2
 

53
 
2
 A
-
9
9
 

2
 
鉄
系

M
 
(I{
JJ)
 

5
 
66
 

48
 
48
 
11
1 

54
 
3
 A
-
0
9
 

33
 
鉄
塊
系

H
 
(
0
)
 

5
 
31
 

27
 

28
 
19
.2
 

55
 
3
 A
-
0
9
 

33
 
鉄
塊
系

H
 
(
0
)
 

4
 
25
 

21
 

17
 

8
 

56
 
3
 A
-
0
9
 

33
 
鉄
塊
系

H
 
(
0
)
 

5
 
16
 

14
 

14
 

4
 

57
 
3
 A
-
2
7
 

4
 
鉄
塊
系

L
 (
・
)

5
 
59
 

41
 

40
 
10
5.
8 

58
 
3
 A
-
2
7
 

6
 
鉄
塊
系

L
 (
・
)

6
 
45
 

38
 
31
 
73
.4
 

59
 
3
 A
-
2
7
 

7
 
鉄
塊
系

L
 (
・
)

5
 
71
 

50
 
35
 
16
9.
8 

60
 
3
 A
-
2
8
 

7
 
鉄
塊
系

M
 
(I{
JJ)
 

7
 
36
 

27
 

22
 
20
.8
 

61
 
3
 A
-
2
8
 

28
 
鉄
塊
系

M
 
(I{
JJ
J
 

5
 
52
 

43
 

20
 

76
 

62
 
3
 A
-
3
5
 

2
 
鉄
塊
系

ム
5
 
31
 

28
 

21
 
14
.4
 

63
 
3
 A
-
4
9
 

5
 
鉄
塊
系

L
 (
・
)

6
 
47
 

38
 

27
 
40
.4
 

64
 
3
B
-
1O
 

1
 
鉄
塊
系

L
 (
・
)

6
 
37
 

28
 

25
 
35
.4
 

65
 
3
 B
-
2
0
 

3
 
鉄
塊
系

L
 (
.2
 

5
 
54
 

35
 

32
 

78
 

第
1
表
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第
2
表
鉄
淳
、
ガ
ラ
ス
質
津
計
測
表
(1
)

第
3
表
鉄
津
、
ガ
ラ
ス
質
津
計
測
表
(2)

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(
量
)
備
考

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(
区
)
備
考

I
 
5
[
-
5
 

32
 
椀
形
津

5
 
12
2 

11
6 

48
 
70
6.
9 
実
測

66
 
3
A
-
2
8
 

9
 
椀
形
浮

5
 
45
 

44
 
34
 
53
.6
 
実
測

2
 
5
 [
 -
5
 

31
 
土
器
付
着
津

7
 

29
4.
4 
実
視
IJ

67
 
3
A
-
2
8
 

21
 
椀
形
浮

9
 
50
 

45
 
37
 
70
.2
 
実
測

3
 
5
 [
-
5
 

11
 
椀
形
淳

6
 
66
 

39
 

31
 
4
5
.
8
 
実
測

68
 
4
B
-
3
5
 

3
 
椀
形
淳

6
 
70
 

51
 

25
 
10
7.
2 
実
測

4
 
5
D
-
1
3
 

5
 
鍛
冶
i宰

4
 
24
 

20
 

15
 
4
.
8
 
実
測

69
 
5
 B
-
7
5
 

I
 
椀
形
淳

5
 
63
 

47
 
39
 
10
6.
0 
実
測

5
 
S
 D
-
1
 3
 

5
 
鍛
冶
j宰

3
 
25
 

13
 

13
 
4.
6 
実
測

70
 
5
 D
-
I
 2
 

37
4 
鍛
冶
浮

3
 
21
 

20
 

6
 
3.
4 

6
 
5
 D
-
1
 3
 

5
 
鍛
冶
浮

3
 
11
 

11
 

5
 
0.
6 
実
測

71
 
5
 D
-
I
 2
 

37
5 
鍛
冶
浮

4
 
26
 

15
 

13
 
2.
6 

7
 
S
 D
-
1
 3
 

7
 
ガ
ラ
ス
質
津

4
 
50
 
49
 
46
 
45
.6
 
実
測

72
 
5
 D
-
I
 2
 

37
6 
鍛
冶
i宰

5
 
28
 

27
 
21
 
20
.0
 

8
 
S
D
-
1
3
 

9
 
ガ
フ
ス
質
i宰

4
 
94
 

70
 
45
 
8
7
.
0
 
実
測

73
 
5
 D
-
1
 2
 

37
7 
鍛
冶
浮

3
 
22
 

20
 
14 

5.
0 

9
 
S
 D
-
I
 3
 

12
 
ガ
ラ
ス
質
i宰

4
 
55
 

35
 
20
 
35
.6
 
実
測

74
 
5
 D
-
1
 2
 

37
8 
鍛
冶
浮

4
 
24
 

16
 

13
 
4.
4 

10
 
5
D
-
2
2
 

3
 
ガ
ラ
ス
質
浮

4
 
52
 

38
 

20
 
45
.6
 
実
測

75
 
5
 D
-
1
 2
 

37
9 
鍛
冶
淳

2
 
13
 

12
 

11 
1.
2
 

11
 
5
 D
 -
1
 2
 

56
 
椀
形
J宰

4
 
57
 

42
 
29
 
57
.0
 
実
測

76
 
5
 D
-
1
 2
 

38
0 
鍛
冶
淳

4
 
17
 

14
 

11 
1.
8
 

12
 
5
 D
-
1
 2
 

17
3 
椀
形
淳

6
 
10
5 

84
 

68
 
47
3.
0 
実
測

77
 
5
 D
-
I
 2
 

38
1 
鍛
冶
淳

5
 
18
 

16
 

14
 
3.
4 

13
 
5
D
-
1
2
 

17
4 
椀
形
津

5
 
59
 
48
 
36
 
56
.4
 
実
測

78
 
5
 D
-
1
 2
 

38
2 
鍛
冶
浮

4
 
30
 

25
 
16
 
13
.4
 

14
 
5
 D
-
1
 2
 

26
2 
ガ
フ
ス
質
浮

5
 
64
 

57
 

39
 
89
.4
 
実
測

79
 
5
 D
-
I
 2
 

38
3 
鍛
冶
淳

4
 
16
 

13
 

10
 
2.
0 

15
 
5
 D
-
l
 2
 

35
5 
椀
形
浮

5
 
61
 

48
 
22
 
54
.4
 
実
測

80
 
5
 D
-
1
 2
 

38
4 
鍛
冶
津

5
 
30
 

24
 
26
 
13
.6
 

16
 
5
 D
-
1
 2
 

50
8 
椀
形
浮

3
 
46
 

29
 

23
 
27
.4
 
実
測

81
 
5
 D
-
1
 2
 

38
5 
鍛
冶
淳

3
 
23
 

13
 

13
 
3.
4 

17
 
S
D
ー
1
2
 

56
4 
椀
形
浮

4
 
72
 

50
 
43
 
15
5.
8 
実
測

82
 
5
 D
-
1
 2
 

38
6 
鍛
冶
浮

3
 
21
 

8
 
8
 
1.
6
 

18
 
S
D
ー
1
2
 

56
4 
椀
形
浮

3
 
24
 

21
 

19
 
9.
4 
実
測

83
 
S
D
-
1
2
 

38
7 
鍛
冶
浮

4
 
20
 

17
 

15
 
6.
0 

19
 
5
 D
-
1
 2
 

58
0 
椀
形
淳

5
 
62
 

40
 
23
 
58
.2
 
実
i訓

84
 
5
 D
-
1
 2
 

38
8 
鍛
冶
津

4
 
23
 

22
 
23
 
11
.
6
 

20
 
5
 D
-
l
 2
 

61
2 
椀
形
浮

5
 
69
 

50
 
40
 
85
.6
 
実
測

85
 
5
 D
-
1
 2
 

38
9 
鍛
冶
津

3
 
18
 

14
 

11 
3.
0 

21
 
5
 D
-
I
 2
 

71
2 
椀
形
浮

3
 
51
 

34
 

25
 
3
3
.
0
 
実
測

86
 
5
 D
-
1
 2
 

39
0 
鍛
冶
浮

3
 
20
 

18
 

13
 
4.
8 

22
 
5
 D
-
1
2
 

76
1 
椀
形
浮

3
 
49
 

30
 
24
 
14
.6
 
実
測

87
 
5
 D
-
1
 2
 

39
1 
鍛
冶
浮

5
 
32
 

31
 

26
 
9.
0 

23
 
5
 D
-
1
 2
 

85
3 
椀
形
j宰

5
 
70
 

66
 
40
 
18
4.
6 
実
測

88
 
5
 D
-
1
 2
 

39
2 
鍛
冶
浮

4
 
35
 

20
 
21
 
10
.0
 

24
 
5
 D
-
1
2
 

85
3 
椀
形
浮

4
 
40
 

31
 

19
 
16
.4
 
実
測

89
 
5
 D
-
1
 2
 

39
3 
鍛
冶
浮

5
 
32
 

26
 
20
 
17
.4
 

25
 
5
 D
-
1
 2
 

93
0 
椀
形
浮

4
 
65
 

57
 
46
 
14
8.
6 
実
測

90
 
5
 D
-
I
 2
 

39
4 
鍛
冶
淳

5
 
32
 

28
 
30
 
26
.0
 

26
 
S
D
-
1
2
 

93
2 
椀
形
淳

6
 
71
 

65
 
45
 
16
3.
0 
実
調
Ij

91
 
5
 D
-
1
 2
 

39
5 
鍛
冶
浮

3
 
16
 

13
 

11
 
2.
4 

27
 
5
D
-
1
2
 

93
7 
椀
形
浮

5
 
55
 

37
 

37
 
63
.0
 
実
測

92
 
5
 D
-
1
 2
 

39
6 
鍛
冶
津

3
 
21
 

19
 

13
 
9.
0 

28
 
5
 D
-
1
2
 

93
9 
椀
形
浮

5
 
67
 

56
 

40
 
13
9.
8 
実
測

93
 
5
 D
-
1
 2
 

39
7 
鍛
冶
淳

4
 
25
 

24
 

15
 
6.
0 

29
 
5
D
-
2
1
 

3
 
椀
形
淳

5
 
89
 

60
 

37
 
24
4.
6 
実
測

94
 
5
 D
-
1
 2
 

39
7 
鍛
冶
淳

3
 
18
 

12
 

12
 
2.
2 

30
 
S
 D
-
2
1
 

3
 
椀
形
淳

5
 
49
 

35
 

31
 
50
.8
 
実
調
Ij

95
 
5
 D
-
1
 2
 

39
8 
鍛
冶
淳

3
 
12
 

11
 

10
 
1.
2
 

31
 
S
D
-
2
1
 

3
 
椀
形
淳

5
 
43
 
42
 
31
 
48
.2
 
実
illj

96
 
5
 D
-
1
 2
 

39
9 
鍛
冶
淳

3
 
18
 

15
 

11 
2.
2 

32
 
5
D
-
2
1
 

3
 
椀
形
i宰

4
 
30
 

18
 

16
 
10
.6
 
実
測

97
 
5
 D
-
1
 2
 

39
9 
鍛
冶
淳

4
 
17
 

13
 

i
 
1.
4
 

33
 
5
D
-
2
1
 

6
 
椀
形
浮

6
 
84
 

78
 

59
 
30
8.
6 
実
祖
Ij

98
 
5
 D
-
1
 2
 

34
7 
鍛
冶
淳

4
 
17
 

14
 

11
 
3.
2 

34
 
5
D
-
2
2
 

9
 
椀
形
津

5
 
61
 

50
 
49
 
14
1.
8
 
実
調
IJ

99
 
5
 D
-
1
 2
 

34
8 
鍛
冶
淳

3
 
24
 

17
 

15
 
6.
2 

35
 
5
D
-
3
0
 

l
 
椀
形
淳

6
 
62
 

53
 
39
 
13
5.
8 
実
測

10
0 
5
 D
-
1
 2
 

34
9 
鍛
冶
i宰

3
 
22
 

22
 
20
 
8.
8 

36
 
S
D
-
3
9
 

I
 
椀
形
;
幸

4
 
70
 
60
 
22
 
11
2.
8 
実
測

10
1 
5
 D
-
1
 2
 

35
0 
鍛
冶
浮

3
 
31
 

19
 

19
 
5.
4 

37
 
5
D
-
3
9
 

I
 
ガ
ラ
ス
質
浮

3
 
23
 

22
 

10
 
4.
8 
実
測

10
2 
5
 D
-
1
 2
 

35
1 
鍛
冶
津

4
 
20
 

18
 

11 
3.
2 

38
 
5
D
-
2
1
 

4
 
椀
形
淳

4
 
10
5 

93
 

75
 
65
1.
 7
 
実
測

10
3 
5
 D
-
1
 2
 

35
1 
鍛
冶
浮

3
 
20
 

14
 

13
 
4.
0 

39
 
5
D
-
2
1
 

4
 
鍛
冶
淳

4
 
49
 
45
 
40
 
8
7
.
2
 
実
視
IJ

10
4 
5
 D
-
1
 2
 

35
2 
鍛
冶
i宰

3
 
25
 

17
 

17
 
4.
8 

40
 
5
D
-
2
1
 

4
 
鍛
冶
淳

4
 
62
 

36
 

29
 
7
1.
0
 
実
測

10
5 
5
 D
-
1
 2
 

35
3 
鍛
冶
浮

3
 
18
 

10
 

14
 
1.
4
 

41
 
5
D
-
2
1
 

4
 
鍛
冶
淳

日
32
 

31
 

25
 
28
.2
 
実
測

10
6 
5
D
-
1
2
 

35
4 
鍛
冶
浮

3
 
21
 

18
 

13
 
5.
4 

42
 
5
D
-
2
1
 

4
 
鍛
冶
浮

3
 
31
 

27
 

29
 
12
.4
 
実
測

10
7 
5
 D
-
1
 2
 

35
6 
鍛
冶
淳

5
 
20
 

17
 

12
 
3.
8 

43
 
5
D
-
2
1
 

4
 
鍛
冶
浮

4
 
29
 
26
 

25
 
2
1.
2
 
実
測

10
8 
5
 D
-
1
 2
 

35
7 
鍛
冶
津

2
 
20
 

19
 

13
 
5.
4 

44
 
S
K
←
6
 1
 

2
 
鍛
冶
浮

5
 
62
 

53
 

23
 
69
.6
 
実
測

10
9 
S
D
-
1
2
 

35
8 
鍛
冶
津

6
 
41
 

35
 
30
 
42
.0
 

45
 
5
K
-
8
9
 

I
 
椀
形
浮

5
 
56
 

30
 

34
 
52
.6
 
実
調
IJ

11
0 
S
 D
-
1
 2
 

35
9 
鍛
冶
浮

4
 
28
 

2
3
 
17
 
9.
0 

46
 
5
K
-
8
9
 

I
 
ガ
ラ
ス
質
浮

4
 
45
 
43
 
29
 
4
3
.
6
 
実
測

11
1 
S
 D
-
1
 2
 

36
0 
鍛
冶
浮

3
 
27
 

18
 

11
 
4.
6 

47
 
5
D
-
8
 

21
0 
ガ
フ
ス
質
淳

4
 
38
 

29
 

21
 
18
.2
 
実
測

11
2 
5
 D
-
1
 2
 

36
1 
鍛
冶
淳

3
 
24
 

15
 

12
 
2.
6 

48
 
5
 D
-
1
 2
 

74
 
ガ
ラ
ス
質
淳

4
 
28
 

27
 

18
 
9.
6 
実
測

11
3 
5
D
←
1
 2
 

36
2 
鍛
冶
浮

2
 
20
 

15
 

11
 
2.
8 

49
 
S
D
-
1
2
 

98
 
ガ
ラ
ス
質
津

4
 
99
 

55
 

49
 
20
4.
8 
実
測

11
4 
5
 D
-
1
 2
 

36
3 
鍛
冶
浮

3
 
22
 

17
 

12
 
2.
8 

50
 
S
D
-
1
2
 

17
0 
ガ
ラ
ス
質
i宰

2
 
14
 

13
 

7
 
1.
0
 
実
測

11
5 
5
D
-
1
2
 

36
4 
鍛
冶
淳

4
 
23
 

17
 

13
 
5.
2 

51
 
S
 D
-
1
 2
 

64
7 
ガ
ラ
ス
質
i宰

4
 
49
 
22
 

20
 
16
.4
 
実
測

11
6 
5
 D
-
1
 2
 

36
5 
鍛
冶
淳

4
 
19
 

13
 

9
 
1.
6
 

52
 
S
D
-
1
2
 

85
2 
ガ
ラ
ス
質
ィ
宰

3
 
76
 

75
 

38
 
12
1.
8
 
実
測

11
7 
5
 D
-
1
 2
 

36
5 
鍛
冶
淳

4
 
30
 

23
 
16
 
6.
0 

53
 
S
X
-
1
3
 

10
6 
ガ
フ
ス
質
淳

4
 
63
 
60
 

38
 
8
7
.
0
 
実
測

11
8 
5
D
-
1
2
 

36
6 
鍛
冶
i宰

6
 
31
 

27
 
22
 
23
.6
 

54
 
1
A
-
6
5
 

3
 
椀
形
津

5
 
58
 
47
 

31
 
8
9
.
2
 
実
測

11
9 
S
D
-
1
2
 

36
7 
鍛
冶
淳

4
 
24
 

17
 

13
 
5.
8 

55
 
2
A
-
3
5
 

6
 
椀
形
淳

4
 
64
 

59
 

43
 
16
1.
4
 
実
測

12
0 
S
 D
-
1
 2
 

36
8 
鍛
冶
浮

2
 
15
 

12
 

10
 
1.
4
 

56
 
2
B
-
9
3
 

3
 
椀
形
j宰

4
 
61
 

49
 

28
 
92
.2
 
実
測

12
1 
5
D
-
1
2
 

36
9 
鍛
冶
津

4
 
23
 

20
 
17
 
6.
0 

57
 
3
A
-
0
6
 

3
 
椀
形
淳

5
 
80
 
60
 
41
 
21
5.
4 
実
測

12
2 
5
 D
-
1
 2
 

37
0 
鍛
冶
津

4
 
21
 

20
 
12
 
5.
8 

58
 
3
A
-
0
6
 

3
 
椀
形
津

5
 
30
 
25
 

18
 
13
.4
 
実
測

12
3 
5
 D
-
l
 2
 

37
1 
鍛
冶
浮

4
 
20
 

18
 

15
 
5.
0 

59
 
3
A
-
0
6
 

3
 
続
形
津

4
 
13
 

10
 

9
 
1.
6
 
実
測

12
4 
5
 D
-
1
 2
 

37
2 
鍛
冶
浮

4
 
30
 

23
 
17
 
10
.2
 

60
 
3
A
-
0
9
 

15
 
椀
形
浮

5
 
61
 

40
 
34
 
69
.4
 
実
測

12
5 
5
 D
-
l
 2
 

37
3 
鍛
冶
浮

4
 
38
 

26
 
24
 
14
.6
 

61
 
3
A
-
0
9
 

24
 
椀
形
淳

4
 
60
 
44
 

35
 
72
.8
 
実
測

12
6 
5
D
-
1
2
 

31
7 
鍛
冶
津

4
 
30
 

16
 

15
 
7.
8 

62
 
3
A
-
2
7
 

5
 
椀
形
;
宰

6
 
68
 

47
 

46
 
13
5.
6 
実
測

12
7 
5
 D
-
1
 2
 

31
8 
鍛
冶
津

5
 
23
 

21
 

14
 
8.
4 

63
 
3
A
-
2
8
 

4
 
椀
形
i宰

3
 
39
 

37
 

18
 
24
.2
 
実
測

12
8 
S
 D
-
1
 2
 

31
9 
鍛
冶
浮

3
 
24
 

21
 

17
 
9.
0 

64
 
3
A
-
2
8
 

6
 
椀
形
浮

5
 
61
 

31
 

28
 
62
.0
 
実
測

12
9 
S
 D
-
1
 2
 

32
0 
鍛
冶
淳

3
 
22
 

17
 

15
 
7.
8 

65
 
3
A
-
2
8
 
」
ー
6
 
椀
形
津

5
 
51
 

35
 

30
 
43
.6
 
実
測

13
0 
5
 D
-
1
 2
 

32
1 
鍛
冶
i宰

5
 
27
 

22
 
16
 
11
.
4
 



ガ
ラ
ス
質
津
計
測
表
(4
)

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(g
l
備
考

19
6 
S
 D
-
I
 2
 

27
8 
鍛
冶
浮

3
 
22
 

14
 

10
 
3.
6 

19
7 
S
 D
-
1
2
 

27
9 
鍛
冶
浮

3
 
II
 

9
 
6
 
0.
4 

19
8 
S
 D
-
1
2
 

28
0 
鍛
治
浮

6
 
36
 

24
 
20
 
2
1.
0
 

19
9 
S
D
-
1
2
 

28
1 
鍛
冶
浮

3
 

9
 
8
 
7
 
0.
6 

20
0 
S
 D
-
I
 2
 

28
2 
鍛
冶
浮

4
 
17
 

17
 

16
 
4.
2 

20
1 
S
 D
-
I
 2
 

28
3 
鍛
冶
津

3
 
22
 

15
 

10
 
2.
4 

20
2 
S
D
-
1
2
 

28
4 
鍛
冶
津

2
 
18
 

20
 
14
 
4.
4 

20
3 
S
 D
-
1
2
 

28
5 
鍛
冶
浮

3
 
14
 

13
 

9
 
1.
4
 

20
4 
S
D
ー
I
2
 

28
6 
鍛
冶
淳

4
 
27
 
20
 
16
 
6.
8 

20
5 
S
 D
-
1
2
 

28
7 
鍛
冶
津

3
 
15
 

12
 

11
 
1.
6
 

20
6 
S
 D
-
1
2
 

28
8 
鍛
冶
津

4
 
4
0
 
31
 

28
 
27
.2
 

20
7 
S
D
-
1
2
 

28
9 
鍛
冶
津

3
 
2
0
 
14
 

12
 
2
.4
 

20
8 
S
 D
-
I
 2
 

29
0 
鍛
冶
淳

3
 
28
 

15
 

15
 
3.
6 

20
9 
S
 D
-
I
 2
 

29
1 
鍛
冶
津

4
 
3
0
 
20
 
16
 
10
.0
 

21
0 
S
 D
-
I
 2
 

23
7 
鍛
冶
津

3
 
18
 

11
 

11
 
1.
8
 

21
1 
S
D
-
1
2
 

23
8 
鍛
冶
津

3
 
19
 

12
 

10
 
2.
2 

21
2 
S
D
-
1
2
 

23
9 
鍛
冶
淳

2
 
19
 

8
 
B
 
1.
6
 

21
3 
S
D
-
1
2
 

23
9 
鍛
冶
淳

2
 
14
 

7
 
9
 
1.
0
 

21
4 
S
 D
-
1
2
 

24
0 
鍛
冶
淳

4
 
15
 

9
 
9
 
1.
2
 

21
5 
S
D
-
1
2
 

24
1 
鍛
冶
海

3
 
13
 

11
 

10
 
1.
0
 

21
6 
S
D
-
1
2
 

24
2 
鍛
冶
i宰

3
 
36
 

52
 
25
 
35
.2
 

21
7 
S
 D
-
I
 2
 

24
3 
鍛
冶
i宰

4
 
28
 

15
 

15
 
4.
4 

21
8 
S
 D
-
I
 2
 

24
4 
鍛
冶
浮

3
 
20
 

16
 

17
 
7.
2 

21
9 
S
D
-
1
2
 

24
5 
鍛
冶
津

3
 
13
 

9
 
9
 
1.
0
 

22
0 
S
D
-
1
2
 

24
5 
鍛
冶
浮

3
 
8
 
9
 

自
0.
6 

22
1 
S
D
-
1
2
 

24
6 
鍛
冶
浮

4
 
29
 

22
 
18
 
7.
8 

22
2 
S
 D
-
1
2
 

24
7 
鍛
冶
淳

3
 
23
 

20
 
16
 
10
.4
 

22
3 
S
 D
-
1
2
 

24
8 
鍛
冶
津

3
 
31
 

22
 
15
 
9.
6 

22
4 
S
 D
-
I
 2
 

24
9 
鍛
冶
淳

4
 
18
 

15
 

11
 
3.
0 

22
5 
S
 D
-
I
 2
 

25
0 
鍛
冶
淳

3
 
16
 

12
 

10
 
2.
0 

22
6 
S
 D
-
I
 2
 

25
1 
鍛
冶
浮

3
 
11
 

11
 

8
 
0.
6 

22
7 
S
 D
-
I
 2
 

25
2 
鍛
冶
淳

3
 
22
 

20
 

15
 
8.
6 

22
8 
S
 D
-
I
 2
 

25
3 
鍛
冶
津

3
 
31
 

18
 

14
 
4.
0 

22
9 
S
 D
-
1
2
 

25
4 
鍛
冶
浮

4
 
32
 

20
 
13
 
8.
2 

23
0 
S
 D
-
I
 2
 

25
5 
鍛
冶
i宰

4
 
31
 

23
 
19
 
17
.0
 

23
1 
S
 D
-
I
 2
 

25
6 
鍛
冶
浮

4
 
28
 

24
 

18
 
12
.6
 

23
2 
S
 D
-
I
 2
 

25
7 
鍛
冶
淳

4
 
26
 

19
 
22
 
11
.
2
 

23
3 
S
D
-
1
2
 

25
8 

驚
喜

3
 
30
 
23
 
17
 
8.
2 

23
4 
S
D
-
1
2
 

25
9 

3
 
30
 
30
 
25
 
24
.2
 

23
5 
S
 D
-
1
2
 

26
0 

4
 
36
 

31
 

22
 
17
.6
 

23
6 
S
D
-
1
2
 

26
1 
鍛
冶
津

3
 
22
 

19
 
16
 
6.
8 

23
7 
S
 D
-
I
 2
 

26
3 
鍛
冶
津

3
 
17
 

14
 

12
 
1.
6
 

23
8 
S
 D
-
1
2
 

20
8 
鍛
冶
淳

4
 
19
 

9
 
5
 
0.
8 

23
9 
S
 D
-
I
 2
 

20
9 
鍛
冶
淳

4
 
23
 

12
 
10
 
1.
8
 

24
0 
S
 D
-
1
2
 

21
0 
鍛
冶
淳

4
 
33
 

16
 

15
 
8.
8 

24
1 
S
 D
-
1
2
 

21
2 
鍛
冶
j宰

3
 
27
 

22
 
18
 
8.
4 

24
2 
S
D
ー
I
2
 

21
2 

鍛鍛
鍛鍛
冶冶
冶冶
淳淳淳淳

3
 
17
 

Jl
 
12
 
2.
6 

24
3 
S
D
-
1
2
 

21
3 

4
 
17
 

12
 
12
 
2.
8 

24
4 
S
 D
-
1
 2
 

21
4 

4
 
26
 

23
 
18
 
7.
4 

24
5 
S
D
-
1
2
 

21
5 

4
 
33
 

26
 
22
 
13
.0
 

24
6 
S
D
-
1
2
 

21
6 
鍛
冶
浮

3
 
19
 

15
 
10
 
2.
2 

24
7 
S
 D
-
I
 2
 

21
7 
鍛
治
津

3
 
22
 
20
 
16
 
5.
4 

24
8 
S
 D
-
1
 2
 

21
9 
鍛
治
浮

4
 
30
 

28
 
19
 
13
.2
 

24
9 
S
 D
-
I
 2
 

22
0 
鍛
冶
浮

3
 
16
 

14
 

9
 
1.
2
 

25
0 
S
 D
-
I
 2
 

22
1 
鍛
治
浮

3
 
22
 

21
 

19
 
9.
2 

25
1 
S
 D
-
1
 2
 

22
2 
鍛
冶
浮

4
 
19
 

16
 

15
 
4.
8 

25
2 
S
 D
-
1
2
 

22
3 
鍛
冶
淳

5
 
23
 

26
 
18
 
8.
8 

25
3 
S
 D
-
I
 2
 

22
4 
鍛
冶
浮

4
 
22
 

19
 
16
 
8.
2 

25
4 
S
D
-
1
2
 

22
5 
鍛
冶
浮

4
 
21
 

19
 

9
 
3.
4 

25
5 
S
D
-
1
2
 

22
7 
鍛
冶
浮

4
 
27
 

17
 

16
 
7.
2 

25
6 
S
 D
-
I
 2
 

22
8 
鍛
冶
浮

3
 
27
 

16
 

16
 
7.
4 

25
7 
S
 D
-
1
 2
 

22
8 
鍛
治
浮

3
 
16
 

16
 

12
 
3.
0 

25
8 
S
 D
-
1
2
 

22
9 
鍛鍛
健造
治冶
主浮淳
主

2
 
18
 

14
 

9
 
2.
2 

25
9 
S
 D
-
1
 2
 

23
0 

4
 
27
 
24
 
19
 
9.
0 

26
0 
S
 D
-
]
2
 

23
1 

1
1
I
'
i
1
l
i
~
ー
」
ー
4
 

~
ー
_
_
!
2

11
 
2.
6 

鉄
淳
、

第
5
表

ガ
ラ
ス
質
津
計
測
表
(3
)

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(g
)
備
考

13
1 
S
D
-
1
2
 

32
2 
鍛
冶
津

4
 
30
 
23
 

20
 
11
.
2
 

13
2 
S
D
-
1
2
 

32
3 
鍛
冶
津

3
 
13
 

10
 

10
 
1.
6
 

13
3 
S
D
-
1
2
 

32
4 
鍛
冶
津

4
 
21
 

15
 

14
 
4.
4 

13
4 
S
D
-
1
2
 

32
6 
鍛
冶
津

3
 
30
 
20
 

15
 
9.
6 

13
5 
S
D
-
1
2
 

32
7 
鍛
冶
淳

4
 
27
 

17
 

13
 
5.
8 

13
6 
S
D
-
1
2
 

32
8 
鍛
冶
淳

2
 
22
 

12
 

10
 
2.
6 

13
7 
S
 D
-
I
 2
 

32
9 
鍛
冶
淳

3
 
21
 

17
 

10
 
3.
6 

13
8 
S
 D
-
1
 2
 

33
0 
鍛
冶
浮

4
 
27
 
20
 

14
 
7.
6 

13
9 
S
 D
-
1
 2
 

33
1 
鍛
冶
浮

3
 
16
 

12
 

10
 
1.
6
 

14
0 
S
D
-
1
2
 

33
2 
鍛
治
浮

3
 
20
 

16
 

15
 
3.
4 

14
1 
S
D
-
1
2
 

33
3 
鍛
冶
浮

4
 
30
 

17
 

17
 
7.
2 

14
2 
S
D
-
1
2
 

33
4 
鍛
冶
浮

5
 
47
 
45
 

38
 
88
.8
 

14
3 
S
D
-
1
2
 

33
5 
鍛
冶
浮

3
 
21
 

12
 

11
 
2.
6 

14
4 
S
D
-
1
2
 

33
7 
鍛
冶
津

4
 
25
 

23
 

21
 
11
.
8
 

14
5 
S
D
-
1
2
 

33
8 
鍛
治
浮

4
 
25
 

21
 

14
 
7.
2 

14
6 
S
 D
-
I
 2
 

33
9 
鍛
冶
津

4
 
29
 
25
 

17
 
16
.8
 

14
7 
S
 D
-
I
 2
 

34
0 
鍛
冶
津

3
 
30
 

19
 

16
 
7.
2 

14
8 
S
 D
-
I
 2
 

34
0 
鍛
冶
淳

3
 
18
 

16
 

12
 
2.
6 

14
9 
S
D
-
1
2
 

34
1 
鍛
冶
浮

4
 
28
 
20
 

18
 
9.
8 

1
5
0
 
S
D
-
1
2
 

34
3 
鍛
冶
浮

3
 
25
 

16
 

12
 
4.
0 

15
1 
S
D
-
1
2
 

34
4 
鍛
冶
浮

4
 
20
 

18
 

13
 
5.
0 

1
5
2
 
S
D
-
1
2
 

34
5 
鍛
冶
淳

5
 
27
 

18
 

18
 
10
.0
 

1
5
3
 
S
D
-
1
2
 

34
6 
鍛
冶
津

4
 
20
 

18
 

12
 
3.
6 

15
4 
S
D
-
1
2
 

29
2 
鍛
冶
津

2
 
15
 

13
 

9
 
1.
6
 

15
5 
S
 D
-
I
 2
 

29
3 
鍛
冶
淳

3
 
30
 
24
 

16
 
9.
0 

1
5
6
 
S
 D
-
1
 2
 

29
4 
鍛
冶
淳

3
 
12
 

10
 

9
 
1.
2
 

15
7 
S
 D
-
1
 2
 

29
5 
鍛
冶
浮

3
 
25
 
22
 

22
 
9.
2 

1
5
8
 
S
 D
-
I
 2
 

29
6 
鍛
冶
津

4
 
16
 

14
 

13
 
3.
4 

1
5
9
 
S
D
-
1
2
 

29
6 
鍛
冶
淳

3
 
14
 

13
 

10
 
1.
6
 

16
0 
S
D
-
1
2
 

29
7 
鍛
冶
津

2
 
23
 

J
l
 

7
 
3.
0 

16
1 
S
D
-
1
2
 

29
8 
鍛
冶
樺

3
 
25
 

13
 

9
 
2
.4
 

16
2 
S
D
-
1
2
 

29
9 
鍛
冶
淳

3
 
14
 

12
 

10
 
1.
6
 

16
3 
S
D
-
1
2
 

30
0 
鍛
冶
津

3
 
18
 

12
 

12
 
2.
6 

16
4 
S
 D
-
1
2
 

30
1 
鍛
冶
淳

2
 
15
 

12
 

6
 
1.
4
 

16
5 
S
 D
-
1
 2
 

30
2 
鍛
治
浮

6
 
13
 

J
l
 

8
 
1.
2
 

16
6 
S
 D
-
1
2
 

30
3 
鍛
冶
津

3
 
18
 

10
 

9
 
1.
4
 

16
7 
S
 D
-
1
2
 

30
4 
鍛
冶
淳

3
 
24
 

23
 

18
 
10
.2
 

16
8 
S
 D
-
1
2
 

30
4 
鍛
治
浮

4
 
18
 

15
 

14
 
3.
4 

16
9 
S
 D
-
1
2
 

30
5 
鍛
治
浮

3
 
15
 

14
 

12
 
2.
8 

17
0 
S
D
-
1
2
 

30
6 
鍛
冶
津

3
 
20
 
12
 

9
 
1.
8
 

17
1 
S
 D
-
I
 2
 

30
7 
鍛
冶
津

3
 
24
 

13
 

14
 
6.
2 

17
2 
S
D
-
1
2
 

30
9 
鍛
冶
淳

2
 
21
 

13
 

11
 
2.
0 

17
3 
S
D
-
1
2
 

30
9 
鍛
冶
淳

3
 
14
 

15
 

18
 
1.
0
 

17
4 
S
 D
-
I
 2
 

31
0 
鍛
冶
i宰

4
 
19
 

14
 

12
 
3.
0 

17
5 
S
 D
-
I
 2
 

31
1 
鍛
冶
淳

4
 
13
 

12
 

9
 
1.
2
 

17
6 
S
D
-
1
2
 

31
2 
鍛
冶
津

4
 
18
 

13
 

J
l
 
2.
4 

17
7 
S
D
-
1
2
 

31
3 
鍛
冶
津

3
 
23
 

22
 

11
 
5.
6 

17
8 
S
D
-
1
2
 

31
4 
鍛
冶
津

4
 
27
 
24
 

21
 
14
.8
 

17
9 
S
D
-
1
2
 

31
5 
鍛
冶
津

4
 
36
 
31
 

28
 
19
.0
 

18
0 
S
 D
-
I
 2
 

31
5 
鍛
冶
淳

4
 
25
 

15
 

13
 
4.
8 

18
1 
S
D
-
1
2
 

31
6 
鍛
冶
津

3
 
19
 

16
 

14
 
3.
6 

18
2 
S
 D
-
I
 2
 

26
4 
鍛
冶
津

3
 
20
 

13
 

10
 
2.
8 

18
3 
S
 D
-
I
 2
 

26
5 
鍛
冶
津

2
 
15
 

12
 

8
 
1.
8
 

18
4 
S
 D
-
1
2
 

26
6 
鍛
冶
淳

3
 
27
 

18
 

14
 
5.
2 

18
5 
S
 D
-
I
 2
 

26
7 
鍛
冶
浮

3
 
14
 

11
 

13
 
1.
6
 

18
6 
S
 D
-
I
 2
 

26
8 
鍛
治
浮

3
 
28
 

19
 

J
l
 
6.
4 

18
7 
S
 D
-
I
 2
 

26
9 
鍛
冶
浮

4
 
30
 
23
 

20
 
13
.8
 

18
8 
S
D
-
1
2
 

27
0 
鍛
冶
浮

3
 
16
 

11
 

9
 
1.
6
 

18
9 
S
 D
-
I
 2
 

27
1 
鍛
冶
浮

3
 
18
 

14
 

7
 
1.
4
 

19
0 
S
D
-
1
2
 

27
2 
鍛
冶
津

4
 
22
 

19
 

14
 
4
.4
 

19
1 
S
D
-
1
2
 

27
3 
鍛
冶
津

3
 
24
 

21
 

16
 
5
.4
 

19
2 
S
 D
-
1
 2
 

27
4 
鍛
冶
津

2
 
18
 

17
 

9
 
1.
4
 

19
3 
S
 D
-
1
 2
 

27
5 
鍛
冶
淳

3
 
19
 

16
 

J
l
 
1.
8
 

19
4 
S
 D
-
1
 2
 

27
6 
鍛
冶
津

2
 
22
 

13
 

6
 
2.
2 

19
5 
S
 D
-
I
 2
 

27
7 
鍛
冶
淳

4
 
25
 

24
 

15
 
11
.
0
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ガ
ラ
ス
質
津
計
測
表
(6
)

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(g
)
備
考

32
6 
S
D
-
1
2
 

14
2 
鍛
冶
浮

4
 
23
 

19
 
20
 
8.
0 

32
7 
S
 D
-
1
 2
 

14
3 
鍛
冶
淳

4
 
28
 

18
 

13
 
5.
4 

32
8 
S
 D
-
I
 2
 

14
4 
鍛
冶
淳

4
 
33
 

29
 

15
 
15
.0
 

32
9 
S
 D
-
1
 2
 

14
5 
鍛
冶
淳

5
 
24
 

17
 

15
 
7.
8 

33
0 
S
 D
-
1
 2
 

14
6 
鍛
冶
淳

3
 
25
 

19
 

13
 
5.
8 

33
1 
S
 D
-
1
 2
 

14
6 
鍛
冶
淳

4
 
23
 

18
 

11 
4.
6 

33
2 
S
 D
-
1
 2
 

14
6 
鍛
冶
浮

3
 
23
 

18
 

5
 
2.
0 

33
3 
S
 D
-
l
 2
 

14
7 
鍛
冶
淳

3
 
20
 

11
 

11
 
2.
8 

33
4 
S
 D
-
l
 2
 

14
8 
鍛
冶
淳

4
 
22
 

19
 

16
 
7.
0 

33
5 
S
 D
-
1
 2
 

14
8 
鍛
冶
浮

3
 
19
 

12
 

9
 
2.
0 

33
6 
S
 D
-
1
 2
 

14
9 
鍛
冶
浮

4
 
34
 

10
 

7
 
2.
2 

33
7 
S
 D
-
1
 2
 

15
0 
鍛
冶
浮

3
 
38
 

34
 

13
 
20
.2
 

33
8 
S
 D
-
I
 2
 

15
1 
鍛
冶
浮

4
 
42
 
23
 
22
 
13
.6
 

33
9 
S
D
-
1
2
 

15
1 
鍛
冶
浮

3
 
15
 

13
 

13
 
2.
8 

34
0 
S
 D
-
1
 2
 

15
3 
鍛
治
淳

4
 
31
 

17
 

15
 
5.
6 

34
1 
S
 D
-
1
 2
 

15
3 
鍛
冶
浮

4
 
20
 

14
 

13
 
5.
6 

34
2 
S
 D
-
1
 2
 

15
4 
鍛
冶
淳

4
 
27
 
21
 

11 
7.
8 

34
3 
S
 D
-
l
 2
 

15
5 
鍛
冶
津

4
 
30
 
22
 
15
 
10
.2
 

34
4 
S
 D
-
1
 2
 

15
6 
鍛
冶
津

4
 
29
 

18
 

16
 
8.
6 

34
5 
S
D
-
1
2
 

15
7 
鍛
冶
浮

3
 
22
 

16
 

9
 
2.
0 

34
6 
S
 D
-
1
 2
 

15
8 
鍛
冶
浮

4
 
39
 
26
 
21
 
11
.
0
 

34
7 
S
 D
-
1
 2
 

15
9 
鍛
冶
浮

4
 
24
 

17
 

13
 
5.
0 

34
8 
S
 D
-
I
 2
 

15
9 
鍛
冶
浮

3
 
19
 

14
 

15
 
4.
8 

34
9 
S
D
-
1
2
 

16
0 
鍛
冶
浮

4
 
4
0
 
39
 
33
 
52
.6
 

35
0 
S
 D
-
1
 2
 

12
1 
鍛
冶
淳

4
 
29
 

18
 

18
 
8.
4 

35
1 
S
 D
-
1
 2
 

12
2 
鍛
冶
浮

4
 
36
 

26
 
23
 
14
.6
 

35
2 
S
D
-
1
2
 

12
2 
鍛
冶
浮

5
 
25
 

24
 

15
 
8.
8 

35
3 
S
 D
-
l
 2
 

12
3 
鍛
冶
津

4
 
25
 

19
 

16
 
9.
4 

35
4 
S
 D
-
l
 2
 

12
4 
鍛
冶
津

3
 
30
 
29
 
20
 
8.
6 

35
5 
S
 D
-
1
 2
 

12
5 
鍛
冶
浮

4
 
30
 
25
 
18
 
10
.2
 

35
6 
S
D
-
1
2
 

12
6 
鍛
冶
浮

4
 
20
 

18
 

15
 
6.
6 

35
7 
S
D
-
1
2
 

12
7 
鍛
冶
浮

4
 
24
 

24
 

16
 
5.
8 

35
8 
S
 D
-
1
 2
 

12
8 
鍛
冶
浮

6
 
39
 
29
 
20
 
24
.0
 

35
9 
S
 D
-
1
 2
 

12
9 
鍛
冶
浮

4
 
36
 
25
 

18
 
8.
8 

36
0 
S
 D
-
l
 2
 

12
9 
鍛
冶
淳

3
 
20
 

15
 

9
 
3.
6 

36
1 
S
 D
-
1
 2
 

12
9 
鍛
冶
淳

4
 
19
 

17
 

10
 
3.
4 

36
2 
S
 D
-
1
 2
 

13
0 
鍛
冶
淳

4
 
31
 

30
 
15
 
8.
0 

36
3 
S
 D
-
1
 2
 

13
1 
鍛
冶
淳

3
 
14
 

10
 

8
 
1.
0
 

36
4 
S
 D
-
l
 2
 

13
2 
鍛
冶
津

3
 
18
 

16
 

11
 
3.
0 

36
5 
S
 D
-
l
 2
 

13
2 
鍛
冶
淳

3
 
16
 

15
 

10
 
2.
6 

36
6 
S
 D
-
l
 2
 

13
2 
鍛
冶
淳

2
 
23
 

10
 

8
 
2.
4 

36
7 
S
 D
-
l
 2
 

13
3 
鍛
冶
浮

4
 
21
 

17
 

14
 
5.
4 

36
8 
S
 D
-
l
 2
 

13
4 
鍛
冶
浮

6
 
46
 
41
 
34
 
75
.0
 

36
9 
S
D
-
1
2
 

13
5 
鍛
冶
浮

3
 
25
 
24
 

19
 
7.
0 

37
0 
S
 D
-
1
 2
 

13
6 
鍛
冶
浮

4
 
34
 

21
 

19
 
7.
4 

37
1 
S
 D
-
I
 2
 

13
7 
鍛
冶
浮

4
 
21
 

17
 

15
 
4.
8 

37
2 
S
 D
-
I
 2
 

13
8 
鍛
冶
淳

4
 
32
 

16
 

16
 
7.
2 

37
3 
S
 D
-
I
 2
 

13
9 
鍛
冶
浮

3
 
51
 

32
 

16
 
29
.0
 

37
4 
S
 D
-
I
 2
 

14
0 
鍛
冶
津

4
 
46
 
38
 
21
 
33
.2
 

37
5 
S
 D
-
I
 2
 

14
0 
鍛
冶
淳

4
 
21
 

17
 

14
 
4.
2 

37
6 
S
D
-
1
2
 

14
0 
鍛
冶
i宰

3
 
15
 

14
 

12
 
2.
4 

37
7 
S
D
-
1
2
 

14
0 
鍛
冶
津

3
 
15
 

13
 

12
 
2.
2 

37
8 
S
 D
-
I
 2
 

96
 
鍛
冶
浮

4
 
4
0
 
32
 
23
 
22
.6
 

37
9 
S
 D
-
1
 2
 

97
 
鍛
冶
i宰

3
 
20
 

14
 

12
 
3.
8 

38
0 
S
 D
-
1
 2
 

97
 
鍛
冶
淳

3
 
17
 

15
 

10
 
2.
0 

38
1 
S
 D
-
I
 2
 

99
 
鍛
冶
i宰

4
 
32
 
23
 

18
 
7.
4 

38
2 
S
D
-
1
2
 

10
0 
鍛
冶
i宰

4
 
24
 

18
 

16
 
4.
8 

38
3 
S
D
-
1
2
 

10
0 
鍛
冶
i宰

4
 

2
 
17
 

9
 
2.
4 

38
4 
S
 D
-
I
 2
 

10
1 
鍛
冶
淳

3
 
26
 

16
 

16
 
4.
2 

38
5 
S
 D
-
I
 2
 

10
1 
鍛
冶
淳

3
 
17
 

16
 

12
 
1.
6
 

38
6 
S
 D
-
I
 2
 

10
2 
鍛
冶
淳

4
 
25
 

24
 
20
 
11
. 
2
 

38
7 
S
 D
-
I
 2
 

10
3 
鍛
冶
浮

4
 
29
 

24
 

17
 
7.
6 

38
8 
S
D
-
1
2
 

10
4 
鍛
冶
浮

4
 
13
 

11
 

11 
1.
6
 

38
9 
S
 D
-
I
 2
 

10
5 
鍛
冶
津

4
 
33
 

23
 

19
 
13
.0
 

39
0 
S
 D
-
I
 2
 

10
6 
鍛
冶
津

4
 
38
 
30
 
15
 
23
.8
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ガ
ラ
ス
質
津
計
測
表
(5)

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(
区
)
備
考

26
1 
S
 D
-
I
 2
 

23
2 
鍛
冶
淳

4
 
22
 

17
 

10
 
5.
0 

26
2 
S
 D
-
1
 2
 

23
3 
鍛
冶
浮

4
 
24
 

17
 

14
 
7.
6 

26
3 
S
 D
-
1
 2
 

23
4 
鍛
冶
津

4
 
20
 

16
 

10
 
2.
4 

26
4 
S
D
-
1
2
 

23
5 
鍛
冶
浮

4
 
26
 

22
 

19
 
10
.6
 

26
5 
S
D
←
1
 2
 

23
6 
鍛
冶
浮

4
 
20
 
10
 

10
 
2.
2 

26
6 
S
D
-
1
2
 

18
5 
鍛
冶
浮

4
 
21
 

18
 

14
 
5.
6 

26
7 
S
D
-
1
2
 

18
6 
鍛
治
浮

3
 
33
 

24
 

10
 
8.
8 

26
8 
S
D
-
1
2
 

18
7 
鍛
冶
津

4
 
38
 

27
 

23
 
20
.0
 

26
9 
S
D
-
1
2
 

18
7 
鍛
冶
津

4
 
18
 

18
 

15
 
5.
2 

2
7
0
 
S
 D
-
l
 2
 

18
8 
鍛
冶
淳

4
 
24
 

18
 

17
 
9.
0 

2
7
1
 
S
 D
-
l
 2
 

18
9 
鍛
冶
浮

4
 
29
 

19
 

18
 
10
.2
 

2
7
2
 
S
 D
-
l
 2
 

18
9 
鍛
冶
淳

5
 
21
 

16
 

13
 
4.
0 

2
7
3
 
S
 D
-
1
 2
 

19
0 
鍛
冶
浮

4
 
23
 

20
 

19
 
8.
2 

2
7
4
 
S
D
-
1
2
 

19
1 
鍛
冶
浮

4
 
28
 

18
 

17
 
7.
4 

2
7
5
 
S
 D
-
I
 2
 

19
2 
鍛
治
浮

3
 
21
 

20
 

17
 
5.
6 

2
7
6
 
S
 D
-
1
 2
 

19
3 
鍛
治
淳

3
 
28
 

20
 

13
 
7.
6 

2
7
7
 
S
D
ー
1
2
 

19
4 
鍛
冶
淳

5
 
18
 

17
 

13
 
4.
0 

2
7
8
 
S
D
-
1
2
 

19
5 
鍛
冶
津

2
 
19
 

14
 

10
 
2.
6 

2
7
9
 
S
 D
-
I
 2
 

19
5 
鍛
冶
淳

3
 
14
 

13
 

11
 
2.
2 

2
8
0
 
S
 D
-
I
 2
 

19
6 
鍛
冶
浮

3
 
17
 

16
 

13
 
3.
8 

28
1 
S
 D
-
I
 2
 

19
6 
鍛
冶
淳

5
 
17
 

14
 

10
 
3.
0 

28
2 
S
 D
-
1
 2
 

19
6 
鍛
冶
淳

4
 
16
 

12
 

10
 
2.
4 

28
3 
S
 D
-
1
 2
 

19
7 
鍛
冶
淳

4
 
19
 

18
 

12
 
3.
2 

28
4 
S
 D
-
I
 2
 

19
8 
鍛
冶
淳

3
 
30
 

21
 

14
 
9.
0 

28
5 
S
 D
-
I
 2
 

19
9 
鍛
冶
淳

4
 
25
 
23
 

21
 
7.
8 

28
6 
S
 D
-
1
 2
 

20
0 
鍛
冶
淳

3
 
22
 
21
 

13
 
7.
6 

28
7 
S
 D
-
1
 2
 

20
1 
鍛
冶
浮

4
 
23
 

17
 

10
 
4.
4 

28
8 
S
D
-
1
2
 

20
2 
鍛
冶
浮

5
 
38
 
25
 

19
 
15
.6
 

28
9 
S
D
-
1
2
 

20
3 
鍛
冶
浮

4
 
28
 
10
 

7
 
4
.4
 

29
0 
S
 D
-
I
 2
 

20
4 
鍛
冶
淳

4
 
34
 

29
 

21
 
22
.8
 

29
1 
S
 D
-
I
 2
 

20
5 
鍛
冶
淳

5
 
23
 

18
 

12
 
3.
8 

29
2 
S
 D
-
l
 2
 

20
6 
鍛
冶
淳

5
 
26
 

20
 

15
 
6.
4 

29
3 
S
D
-
1
2
 

20
7 
鍛
冶
淳

3
 
17
 

15
 

13
 
2.
0 

29
4 
S
 D
-
I
 2
 

16
1 
鍛
冶
浮

4
 
29
 

17
 

18
 
7.
6 

29
5 
S
 D
-
I
 2
 

16
2 
鍛
冶
淳

3
 
24
 

15
 

12
 
4.
2 

29
6 
S
 D
-
I
 2
 

16
2 
鍛
冶
津

4
 
15
 

14
 

13
 
2.
4 

29
7 
S
 D
-
1
 2
 

16
3 
鍛
冶
淳

3
 
28
 
24
 

19
 
13
.8
 

2
9
8
 
S
 D
-
I
 2
 

16
4 
鍛
冶
i宰

4
 
45
 

34
 

36
 
36
.6
 

29
9 
S
D
ー
I
2
 

16
4 
鍛
冶
淳

4
 
18
 

16
 

15
 
5.
0 

3
0
0
 
S
 D
-
I
 2
 

16
5 
鍛
冶
津

5
 
36
 

31
 

28
 
37
.0
 

30
1 
S
 D
-
I
 2
 

16
6 
鍛
冶
津

5
 
56
 

45
 

37
 
10
7.
6 

30
2 
S
 D
-
1
 2
 

16
7 
鍛
冶
浮

4
 
43
 

32
 

35
 
49
.8
 

3
0
3
 
S
 D
-
I
 2
 

16
8 
鍛
冶
淳

4
 
21
 

20
 

17
 
5.
2 

30
4 
S
 D
-
I
 2
 

16
8 
鍛
冶
淳

4
 
26
 

17
 

15
 
7.
0 

30
5 
S
 D
-
I
 2
 

16
8 
鍛
冶
浮

3
 
21
 

14
 

l
 
3.
2 

30
6 
S
 D
-
I
 2
 

16
8 
鍛
冶
淳

3
 
18
 

12
 

12
 
2.
2 

30
7 
S
 D
-
I
 2
 

16
9 
鍛
治
浮

4
 
19
 

14
 

15
 
3.
8 

30
8 
S
 D
-
I
 2
 

17
1 
鍛
冶
淳

4
 
29
 
22
 

16
 
10
.6
 

30
9 
S
 D
-
I
 2
 

17
1 
鍛
治
津

3
 
17
 

12
 

11
 
1.
8
 

31
0 
S
D
-
1
2
 

17
2 
鍛
冶
淳

3
 
23
 

16
 

13
 
3.
8 

31
1 
S
D
ー
1
2
 

17
5 
鍛
冶
淳

2
 
33
 

17
 

9
 
6.
6 

31
2 
S
D
ー
I
2
 

17
5 
鍛
治
淳

3
 
22
 

18
 

15
 
8.
0 

31
3 
S
 D
-
l
 2
 

17
6 
鍛
冶
津

4
 
25
 

28
 

20
 
9.
2 

31
4 
S
 D
-
1
 2
 

17
7 
鍛
冶
淳

4
 
27
 
22
 

25
 
14
.0
 

3
1
5
 
S
 D
-
I
 2
 

17
9 
鍛
冶
津

3
 
30
 
2
0
 

19
 
10
.6
 

31
6 
S
 D
-
I
 2
 

17
9 
鍛
冶
津

3
 
18
 

15
 

8
 
1.
8
 

31
7 
S
 D
-
1
 2
 

18
0 
鍛
冶
浮

4
 
33
 
27
 

22
 
10
.8
 

3
1
8
 
S
 D
-
1
 2
 

18
1 
鍛
冶
津

4
 
36
 
31
 

27
 
20
.4
 

3
1
9
 
S
 D
-
I
 2
 

18
3 
鍛
冶
淳

4
 
30
 
25
 

20
 
12
.0
 

3
2
0
 
S
 D
-
1
 2
 

18
4 
鍛
冶
津

4
 
24
 

17
 

12
 
3.
8 

32
1 
S
 D
-
1
 2
 

18
5 
鍛
冶
淳

3
 
21
 

20
 

17
 
7.
4 

3
2
2
 
S
D
-
1
2
 

14
1 
鍛
冶
津

4
 
28
 

26
 

22
 
9.
6 

32
3 
S
 D
-
I
 2
 

14
1 
鍛
冶
浮

4
 
22
 

15
 

13
 
2.
4 

32
4 
S
 D
-
l
 2
 

14
1 
鍛
冶
津

4
 
14
 

12
 

12
 
2.
0 

32
5 
S
 D
-
1
 2
 

14
2 
鍛
冶
淳

4
 
42
 

29
 

24
 
37
.2
 

鉄
津
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ガ
ラ
ス
質
浮
計
測
表
(8
)

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号

種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(
民
)
備
考

45
6 
S
D
ー
1
2
 

65
 
鍛
冶
浮

4
 
27
 

23
 

22
 
10
.8
 

45
7 
S
 D
-
1
 2
 

66
 
鍛
冶
浮

3
 
18
 

9
 
9
 
1.
6
 

45
8 
S
 D
-
1
 2
 

67
 
鍛
冶
津

3
 
29
 
25
 

15
 
12
.4
 

45
9 
S
 D
-
1
 2
 

68
 
鍛
冶
i宰

3
 
22
 

18
 

13
 
4.
4 

46
0 
S
 D
-
1
 2
 

69
 
鍛
冶
浮

3
 
20
 

18
 

10
 
2.
0 

46
1 
S
 D
-
1
 2
 

70
 
鍛
冶
淳

6
 
50
 
40
 
38
 
78
.8
 

46
2 
S
 D
-
1
 2
 

I
 
鍛
冶
淳

3
 
30
 
20
 

17
 
7.
6 

46
3 
S
D
ー
1
2
 

3
 
鍛
冶
浮

5
 
49
 
31
 

28
 
4
1.
2
 

46
4 
S
D
-
1
2
 

19
 
鍛
冶
浮

4
 
38
 
35
 
22
 
23
.2
 

46
5 
S
D
-
1
2
 

27
 
鍛
冶
淳

4
 
68
 
62
 
47
 
19
3.
6 

46
6 
S
 D
-
1
2
 

31
 
鍛
冶
浮

4
 
27
 

25
 

15
 
7.
0 

46
7 
S
D
ー
1
2
 

32
 
鍛
冶
浮

3
 
26
 

13
 

14
 
3.
4 

46
8 
S
 D
-
1
 2
 

33
 
鍛
冶
浮

4
 
30
 
27
 
20
 
13
.8
 

46
9 
S
D
-
1
2
 

34
 
鍛
冶
浮

4
 
23
 
22
 
20
 
12
.2
 

47
0 
S
 D
-
1
 2
 

34
 
鍛
治
浮

5
 
23
 

12
 

14
 
3.
4 

47
1 
S
 D
-
1
2
 

35
 
鍛
冶
浮

3
 
25
 

24
 

10
 
6.
0 

47
2 
S
D
-
1
2
 

35
 
鍛
冶
淳

5
 
15
 

14
 

7
 
1.
4
 

47
3 
S
 D
-
1
 2
 

36
 
鍛
冶
淳

4
 
17
 

16
 

9
 
2.
6 

47
4 
S
 D
-
1
 2
 

37
 
鍛
冶
浮

4
 
22
 
2
日

16
 
8.
8 

47
5 
S
 D
-
1
2
 

38
 
鍛
冶
浮

5
 
48
 
42
 
33
 
56
.0
 

47
6 
S
 D
-
1
 2
 

39
 
鍛
治
淳

5
 
30
 
24
 

2
 
9.
6 

47
7 
S
 D
-
1
 2
 

4
0
 
鍛
冶
淳

5
 
31
 

24
 

22
 
17
.6
 

47
8 
S
 D
-
1
 2
 

41
 
鍛
冶
浮

5
 
30
 
28
 

28
 
24
.0
 

47
9 
S
 D
-
1
 2
 

42
 
鍛
冶
浮

4
 
28
 
25
 

20
 
13
.8
 

48
0 
S
D
-
1
2
 

42
 
鍛
冶
淳

5
 
28
 

19
 

12
 
4.
4 

48
1 
S
D
-
1
2
 

43
 
鍛
冶
浮

4
 
26
 

20
 
13
 
6.
2 

48
2 
S
 D
-
1
 2
 

44
 
鍛
冶
浮

4
 
25
 

24
 

16
 
8.
2 

48
3 
S
 D
-
1
 2
 

45
 
鍛
冶
淳

5
 
29
 
23
 

21
 
13
.4
 

48
4 
S
D
-
1
2
 

46
 
鍛
冶
浮

5
 
35
 

26
 
18
 
17
.0
 

48
5 
S
D
-
1
2
 

47
 
鍛
冶
津

5
 
20
 

20
 
14
 
7.
8 

48
6 
S
 D
-
1
 2
 

47
 
鍛
冶
浮

4
 
19
 

16
 

13
 
4.
6 

48
7 
S
 D
-
1
 2
 

47
 
鍛
治
浮

3
 
19
 

11
 

12
 
2.
6 

48
8 
S
D
ー
1
2
 

48
 
鍛
冶
浮

4
 
38
 

17
 
II
 
4.
8 

48
9 
S
 1
 -
2
 

59
 
鍛
冶
浮

4
 
16
 

13
 

I
 
2.
8 

4
9
0
 
S
 1
 -
2
 

68
 
鍛
冶
淳

5
 
60
 
49
 
37
 
86
.2
 

49
1 
S
 1
 -
2
 

68
 
鍛
冶
淳

4
 
39
 

31
 

25
 
20
.4
 

49
2 
S
 1
 -
2
 

68
 
鍛
冶
浮

4
 
40
 

22
 
19
 
14
.4
 

49
3 
5
1
 -
2
 

72
 
鍛
冶
倖

4
 
30
 
23
 
21
 
14
.6
 

49
4 
5
1
 -
2
 

73
 
鍛
冶
淳

3
 
24
 

22
 

13
 
5.
2 

49
5 
S
 1
 -
5
 

7
 
鍛
冶
津

5
 
50
 
33
 

2
 
3
1.
2
 

49
6 
5
 1
 -
5
 

12
 
鍛
冶
淳

5
 
53
 
36
 
25
 
49
.4
 

49
7 
5
 1
 -
5
 

21
 
鍛
冶
浮

4
 
43
 
37
 
20
 
3
1.
6
 

49
8 
5
1
 -
5
 

22
 
鍛
冶
淳

4
 
27
 

23
 
21
 
2
1.
0
 

49
9 
5
1
 -
5
 

23
 
鍛
冶
淳

5
 
34
 

30
 
25
 
28
.4
 

50
0 
5
1
 -
5
 

26
 
鍛
冶
浮

4
 
42
 
26
 
21
 
19
.6
 

50
1 
S
 1
 -
5
 

29
 
鍛
冶
浮

6
 
57
 

49
 
48
 
14
3.
8 

50
2 
5
1
 -
5
 

33
 
鍛
冶
浮

4
 
29
 

27
 
27
 
7.
8 

50
3 
5
1
 -
5
 

36
 
鍛
冶
津

4
 
40
 
26
 
21
 
15
.2
 

5 日
4
5
1
 -
5
 

38
 
鍛
冶
津

3
 
40
 
28
 
21
 
26
.4
 

50
5 
5
1
-
5
 

39
 
鍛
冶
浮

5
 
49
 

29
 
25
 
28
.2
 

50
6 
5
1
 -
5
 

40
 
鍛
冶
浮

5
 
32
 

30
 
29
 
28
.0
 

50
7 
5
1
-
5
 

43
 
鍛
冶
津

4
 
31
 

22
 
18
 
12
.4
 

50
8 
5
1
 -
5
 

44
 
鍛
冶
津

4
 
45
 
24
 
20
 
12
.0
 

50
9 
5
1
 -
5
 

50
 
鍛
冶
淳

4
 
33
 

26
 
21
 
19
.4
 

51
0 
5
 1
 -
5
 

53
 
鍛
冶
樟

3
 
23
 

19
 

14
 
5.
0 

51
1 
5
1
 -
5
 

54
 
鍛
冶
浮

3
 
34
 

23
 
17
 
10
.2
 

51
2 
5
1
-
6
 

40
 
鍛
冶
浮

3
 
26
 

19
 
14
 
4.
4 

51
3 
5
1
-
6
 

40
 
鍛
治
浮

3
 
23
 

18
 
14
 
3.
4 

51
4 
5
1
-
6
 

40
 
鍛
冶
浮

3
 
19
 

17
 

15
 
2.
8 

51
5 
5
1
 -
6
 

40
 
鍛
冶
浮

3
 
17
 

13
 

8
 
0.
8 

51
6 
5
1
 -
6
 

43
 
鍛
冶
浮

3
 
35
 
30
 
21
 
14
.4
 

51
7 
5
1
-
6
 

43
 
鍛
冶
浮

3
 
28
 

17
 

17
 
5.
2 

51
8 
5
1
-
6
 

46
 
鍛
冶
浮

3
 
16
 

10
 

l
 
1.
2
 

51
9 
5
1
-
6
 

46
 
鍛
冶
浮

2
 
9
 
9
 
9
 
0.
4 

52
0 
5
1
 -
_t; 

47
 
鍛
治
浮

3
 
19
 

18
 

13
 
2.
6 

鉄
津
、

第
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表

ガ
ラ
ス
質
浮
計
測
表
(7)

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(
只
)
備
考

39
1 
5
D
-
1
2
 

10
7 
鍛
冶
淳

4
 
23
 

16
 

13
 
3.
8 

39
2 
5
 D
-
1
2
 

10
8 
鍛
冶
淳

3
 
20
 

20
 

10
 
3.
2 

39
3 
5
 D
-
1
 2
 

10
9 
鍛
冶
淳

5
 
29
 

28
 
29
 
28
.6
 

39
4 
5
 D
-
1
 2
 

11
0 
鍛
冶
浮

4
 
33
 

23
 
20
 
14
.2
 

39
5 
5
D
ー
1
2
 

11
1 
鍛
冶
浮

3
 
24
 

18
 

14
 
5.
2 

39
6 
5
 D
-
1
 2
 

II
I 
鍛
冶
浮

3
 
24
 

19
 

18
 
6.
6 

39
7 
5
 D
-
1
2
 

11
2 
鍛
冶
浮

4
 
38
 

26
 

21
 
15
.0
 

3
9
8
 
5
 D
-
1
2
 

11
3 
鍛
冶
浮

4
 
28
 

41
 

17
 
15
.4
 

39
9 
5
 D
-
1
 2
 

11
4 
鍛
冶
浮

3
 
17
 

16
 

10
 
2.
4 

4
0
0
 
5
 D
-
1
 2
 

11
6 
鍛
冶
淳

4
 
27
 

21
 

23
 
14
.8
 

40
1 
5
 D
-
1
 2
 

11
6 
鍛
冶
浮

4
 
26
 

24
 

12
 
5.
2 

4
0
2
 
5
 D
-
1
2
 

11
7 
鍛
治
浮

4
 
26
 

16
 

15
 
6.
0 

4
0
3
 
5
 D
-
1
 2
 

11
8 
鍛
冶
浮

3
 
16
 

15
 

13
 
4.
6 

40
4 
5
 D
-
1
 2
 

11
9 
鍛
冶
i宰

4
 
18
 

16
 

10
 
2.
6 

4
0
5
 
5
 D
-
1
 2
 

12
0 
鍛
冶
i宰

3
 
36
 

22
 

20
 
18
.0
 

40
6 
5
 D
-
1
 2
 

71
 
鍛
冶
淳

4
 
14
 

13
 

13
 
2.
0 

40
7 
5
D
ー
1
2
 

72
 
鍛
冶
淳

3
 
30
 

26
 

17
 
12
.4
 

4
0
8
 
5
 D
-
1
 2
 

73
 
鍛
冶
淳

3
 
21
 

18
 

9
 
3.
6 

40
9 
5
D
ー
1
2
 

75
 
鍛
冶
淳

3
 
17
 

12
 

9
 
2.
0 

4
1
0
 
5
 D
-
1
2
 

76
 
鍛
冶
淳

3
 
25
 

15
 

14
 
5.
2 

41
1 
5
 D
-
1
 2
 

77
 
笠鍛
鍛生
冶冶
主浮津
主

4
 
36
 

34
 

30
 
25
.2
 

4
1
2
 
5
 D
-
1
 2
 

78
 

3
 
29
 

21
 

21
 
6.
0 

4
1
3
 
5
 D
-
1
 2
 

79
 

3
 
21
 

20
 
23
 
6.
6 

41
4 
5
 D
-
1
 2
 

80
 
鍛
冶
浮

4
 
43
 

34
 

34
 
5
1.
8
 

41
5 
5
D
ー
1
2
 

81
 
鍛
冶
i宰

5
 
63
 

49
 
42
 
11
1.
6
 

41
6 
5
 D
-
1
 2
 

82
 
鍛
冶
淳

4
 
39
 

32
 

24
 
22
.8
 

41
7 
5
 D
-
1
 2
 

83
 
鍛
冶
浮

3
 
26
 

17
 

19
 
6.
6 

4
1
8
 
5
 D
-
1
 2
 

84
 
鍛
冶
淳

4
 
28
 

21
 

20
 
12
.4
 

4
1
9
 
5
D
-
1
2
 

84
 
鍛
冶
淳

4
 
14
 

13
 

10
 
2.
8 

4
2
0
 
5
D
-
1
2
 

85
 
鍛
冶
津

3
 
19
 

13
 

12
 
2.
8 

42
1 
5
 D
-
1
 2
 

85
 
鍛
冶
淳

4
 
12
 

10
 

8
 
1.
0
 

4
2
2
 
5
 D
-
1
 2
 

86
 
鍛
冶
浮

4
 
29
 

21
 

20
 
1 1
.
6
 

4
2
3
 
S
 D
-
1
2
 

87
 
鍛
冶
浮

4
 
29
 

23
 

19
 
12
.8
 

42
4 
5
 D
-
1
 2
 

88
 
鍛
冶
淳

4
 
20
 

17
 

14
 
6.
0 

42
5 
5
 D
-
1
 2
 

88
 
鍛
冶
浮

4
 
15
 

13
 

9
 
1.
8
 

42
6 
5
 D
-
1
 2
 

89
 
鍛
冶
淳

4
 
19
 

16
 

17
 
6.
8 

42
7 
5
 D
-
1
 2
 

90
 
鍛
冶
i宰

4
 
27
 

21
 

14
 
6.
8 

4
2
8
 
5
 D
-
1
2
 

91
 
鍛
冶
浮

3
 
20
 

13
 

12
 
3.
4 

4
2
9
 
5
 D
-
1
2
 

92
 
鍛
冶
浮

3
 
33
 

28
 

17
 
12
.8
 

4
3
0
 
5
 D
-
1
 2
 

93
 
鍛
冶
浮

4
 
31
 

21
 

18
 
8.
2 

43
1 
5
 D
-
1
 2
 

93
 
鍛
冶
津

4
 
20
 

15
 

13
 
4.
0 

43
2 
5
 D
-
l
 2
 

94
 
鍛
冶
津

4
 
28
 

22
 

17
 
5.
6 

43
3 
5
 D
-
1
 2
 

95
 
鍛
冶
津

4
 
25
 

24
 

23
 
9.
4 

43
4 
5
 D
-
l
 2
 

50
 
鍛
冶
i宰

5
 
22
 

20
 

15
 
5.
2 

43
5 
5
 D
-
l
 2
 

51
 
鍛
冶
浮

4
 
36
 

23
 

21
 
10
.8
 

43
6 
5
 D
-
1
 2
 

51
 
鍛
冶
浮

4
 
23
 

14
 

10
 
2.
6 

43
7 
S
 D
-
1
 2
 

52
 
鍛
冶
浮

4
 
36
 

24
 

20
 
1 1
.
0
 

4
3
8
 
S
 D
-
1
 2
 

53
 
鍛
冶
津

5
 
36
 

27
 

22
 
2
1.
4
 

4
3
9
 
S
 D
-
1
 2
 

54
 
鍛
冶
津

4
 
27
 

15
 

11
 
5.
0 

4
4
0
 
S
D
ー
1
2
 

54
 
鍛
冶
浮

3
 
20
 

18
 

13
 
4.
4 

44
1 
S
 D
-
1
 2
 

55
 
鍛
冶
浮

3
 
30
 

16
 

11
 
5.
8 

44
2 
S
 D
-
l
 2
 

57
 
鍛
冶
浮

5
 
27
 

20
 

15
 
6.
8 

44
3 
S
 D
-
1
 2
 

58
 
鍛
冶
淳

5
 
23
 

22
 

17
 
9.
8 

44
4 
S
 D
-
1
 2
 

58
 
鍛
冶
i宰

4
 
18
 

14
 

13
 
3.
2 

44
5 
S
 D
-
l
 2
 

59
 
鍛
冶
淳

3
 
16
 

15
 

12
 
3
.
0
 

44
6 
S
 D
-
1
 2
 

59
 
鍛
冶
津

3
 
15
 

13
 

7
 
0.
8 

44
7 
S
D
-
1
2
 

59
 
鍛
冶
浮

3
 
13
 

12
 

11
 
1.
2
 

4
4
8
 
S
 D
-
1
 2
 

60
 
鍛
冶
浮

3
 
16
 

12
 

8
 
1.
6
 

4
4
9
 
S
D
-
1
2
 

61
 
鍛
冶
淳

3
 
26
 

15
 

11
 
4.
0 

4
5
0
 
S
 D
-
1
 2
 

61
 
鍛
治
津

3
 
16
 

15
 

11
 
3.
2 

45
1 
S
 D
-
1
2
 

62
 
鍛
治
浮

4
 
28
 

20
 

13
 
6.
2 

45
2 
S
D
-
1
2
 

62
 
鍛
冶
浮

3
 
24
 

22
 

12
 
4
.
8
 

4
5
3
 
S
 D
-
1
 2
 

63
 
鍛
冶
浮

4
 
24
 

16
 

15
 
3.
4 

45
4 
S
 D
-
1
2
 

63
 
鍛
冶
浮

4
 
17
 

13
 

11
 
2.
6 

45
5 
S
 D
-
]
 2
 

64
 
鍛
冶
津

5
 
44
 

31
 

29
 
39
.8
 

鉄
津
、
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第
10
表
鉄
淳
、
ガ
ラ
ス
質
津
計
測
表
(9)

第
11
表
鉄
津
、
ガ
ラ
ス
質
津
計
測
表
(1
0)

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(g
)
備
考

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(g
)
備
考

52
1 
5
1
 -
6
 

47
 
鍛
冶
淳

2
 
20
 

13
 

I1
 
1.
8
 

58
6 
5
 D
-
1
 2
 

42
7 
鍛
冶
淳

3
 
18
 

11
 

7
 
1.
2
 

52
2 
5
1
 -
6
 

47
 
鍛
冶
浮

2
 
20
 

10
 

9
 
1.
2
 

58
7 
5
 D
-
1
 2
 

40
2 
鍛
冶
浮

3
 
25
 

13
 
14
 
3.
8 

52
3 
S
 1
 -
6
 

48
 
鍛
冶
淳

3
 
21
 

18
 

14
 
3.
6 

58
8 
5
 D
-
1
 2
 

42
8 
鍛
冶
浮

3
 
17
 

12
 

9
 
1.
4
 

52
4 
5
1
 -
6
 

50
 
鍛
冶
浮

4
 
26
 

23
 

21
 
5.
8 

58
9 
5
 D
-
1
 2
 

42
9 
鍛
冶
浮

3
 
20
 

16
 

9
 
2.
8 

52
5 
5
1
 -
6
 

50
 
鍛
冶
浮

3
 
26
 

16
 

15
 
3.
8 

59
0 
5
 D
-
1
 2
 

43
0 
鍛
冶
淳

3
 
12
 

11
 

7
 
1.
4
 

52
6 
5
1
 -
6
 

50
 
鍛
冶
浮

3
 
20
 

16
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24
 

20
 

18
 
9.
2 

75
4 
S
 D
-
1
 2
 

57
8 
鍛
冶
浮

4
 
51
 

38
 

27
 
5
1.
0
 

75
5 
S
 D
-
I
 2
 

57
9 
鍛
冶
淳

3
 
14
 

14
 

14
 
3.
0 

75
6 
S
D
-
1
2
 

58
1 
鍛
冶
津

5
 
3
6
 

31
 

24
 
29
.4
 

75
7 
S
 D
-
1
 2
 

58
2 
鍛
冶
津

4
 
23
 

18
 

18
 
9.
2 

7
5
8
 
S
D
-
1
2
 

58
2 
鍛
冶
津

3
 
2
0
 

19
 

10
 
3.
2 

75
9 
S
D
-
1
2
 

58
3 
鍛
冶
津

6
 
21
 

18
 

15
 
7.
8 

7
6
0
 
S
 D
-
1
 2
 

58
3 
鍛
冶
津

3
 
2
2
 

16
 

12
 
3
.4
 

76
1 
S
D
-
1
2
 

58
4 
鍛
冶
淳

3
 
22
 

16
 

13
 
5.
0 

76
2 
S
 D
-
I
 2
 

58
5 
鍛
冶
浮

4
 
32
 

21
 

20
 
12
.6
 

76
3 
S
 D
-
1
 2
 

58
6 
鍛
冶
淳

3
 
15
 

13
 

12
 
2.
0 

76
4 
S
 D
-
1
 2
 

58
7 
鍛
冶
i宰

4
 
25
 

21
 

19
 
11
.
6
 

76
5 
S
 D
-
I
 2
 

58
8 
鍛
冶
淳

3
 
2
0
 

13
 

7
 
1.
8
 

76
6 
S
 D
-
1
 2
 

58
9 
鍛
冶
淳

4
 
3
0
 
20
 
19
 
10
.4
 

76
7 
S
 D
-
1
 2
 

5
9
0
 
鍛
冶
淳

4
 
18
 

15
 

18
 
4.
2 

7
6
8
 
S
D
-
1
2
 

59
1 
鍛
冶
淳

4
 
35
 

32
 
27
 
26
.8
 

76
9 
S
D
ー
1
2
 

59
2 
鍛
冶
淳

3
 
33
 

25
 

15
 
18
.2
 

7
7
0
 
S
 D
-
1
 2
 

59
3 
鍛
冶
淳

4
 
34
 

25
 
25
 
13
.2
 

77
1 
S
 D
-
1
2
 

59
4 
鍛
冶
淳

3
 
15
 

13
 

II
 
2.
2 

77
2 
S
 D
-
1
 2
 

59
4 
鍛
冶
津

3
 
15
 

11
 

7
 
1.
2
 

77
3 
S
 D
-
1
 2
 

59
5 
鍛
冶
浮

5
 
29
 

24
 

22
 
10
.8
 

77
4 
S
 D
-
1
2
 

59
6 
鍛
冶
淳

4
 
25
 

19
 

17
 
8.
8 

77
5 
S
 D
-
1
 2
 

59
6 
鍛
治
淳

4
 
2
3
 

19
 

17
 
6.
2 

77
6 
S
 D
-
1
 2
 

59
7 
鍛
冶
浮

4
 
36
 

27
 
27
 
22
.0
 

77
7 
S
 D
-
I
 2
 

5
9
8
 
鍛
冶
津

3
 
23
 

18
 

11
 
3.
8 

77
8 
S
 D
-
1
 2
 

59
9 
鍛
冶
津

4
 
2
3
 

14
 

16
 
5.
2 

77
9 
S
 D
-
1
 2
 

6
0
0
 
鍛
治
浮

2
 
25
 

14
 

12
 
5.
8 

7
8
0
 
S
 D
-
1
 2
 

60
1 
鍛
冶
淳

3
 
16
 

13
 

12
 
2.
4 

ガ
ラ
ス
質
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計
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番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
著
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
き
(
m
m
)
重
量
(g
)
備
考

65
1 
S
D
-
1
2
 

4
8
7
 
鍛
冶
浮

4
 
19
 

16
 

10
 
3.
2 

65
2 
S
D
-
1
2
 

48
8 
鍛
冶
淳

3
 
26
 

19
 

17
 
8
.
4
 

65
3 
S
D
-
1
2
 

4
8
9
 
鍛
冶
淳

5
 
19
 

14
 

11
 
3
.
2
 

65
4 
S
 D
-
I
 2
 

4
9
0
 
鍛
冶
i宰

4
 
26
 

20
 

2
0
 
9
.
8
 

65
5 
S
 D
-
1
 2
 

49
1 
鍛
冶
浮

4
 
21
 

21
 

13
 
6.
4 

65
6 
S
 D
-
1
 2
 

4
9
2
 
鍛
冶
浮

3
 
24
 

23
 

20
 
13
.6
 

65
7 
S
D
-
1
2
 

4
9
3
 
鍛
冶
浮

3
 
14
 

10
 

12
 
1.
8
 

6
5
8
 
S
D
-
1
2
 

49
4 
鍛
冶
浮

3
 
2
0
 

14
 

13
 
2
.
2
 

65
9 
S
D
-
1
2
 

4
9
5
 
鍛
冶
浮

5
 
34
 

21
 

23
 
15
.0
 

66
0 
S
D
-
1
2
 

4
9
6
 
鍛
冶
淳

3
 
25
 

27
 

11
 
3
.
0
 

66
1 
S
 D
-
1
 2
 

49
7 
鍛
冶
淳

2
 
12
 

12
 

9
 
1.
2
 

66
2 
S
D
-
1
2
 

4
9
8
 
鍛
冶
淳

4
 
20
 

13
 

12
 
4
.
0
 

66
3 
S
 D
-
1
2
 

4
9
9
 
鍛
冶
津

4
 
2
6
 

19
 

17
 
8
.
6
 

66
4 
S
D
-
1
2
 

50
0 
鍛
冶
津

4
 
30
 

20
 

17
 
13
.0
 

66
5 
S
D
ー
I
2
 

50
1 
鍛
冶
淳

3
 
19
 

18
 

15
 
4
.
0
 

66
6 
S
D
ー
I
2
 

5
0
2
 
鍛
冶
淳

3
 
2
0
 

15
 

12
 
2.
4 

66
7 
S
D
-
1
2
 

5
0
3
 
鍛
冶
淳

4
 
21
 

17
 

9
 
3
.
6
 

66
8 
S
D
-
1
2
 

50
4 
鍛
冶
淳

3
 
15
 

13
 

11
 
1.
6
 

66
9 
S
D
ー
I
2
 

50
5 
鍛
冶
淳

2
 
17
 

12
 

11
 
3.
4 

6
7
0
 
S
D
ー
I
2
 

50
6 
鍛
冶
浮

4
 
32
 

15
 

16
 
7
.
2
 

67
1 
S
D
-
1
2
 

50
7 
鍛
冶
浮

2
 
32
 

29
 

5
 
6
.
6
 

67
2 
S
D
-
1
2
 

5
0
9
 
鍛
冶
浮

4
 
37
 

26
 

2
0
 
16
.8
 

67
3 
S
D
-
1
2
 

5
1
0
 
鍛
冶
浮

3
 
19
 

19
 

10
 
3
.
2
 

67
4 
S
D
-
1
2
 

51
1 
鍛
冶
津

4
 
26
 

20
 

14
 
4
.
4
 

67
5 
S
D
ー
I
2
 

51
2 
鍛
冶
淳

4
 
2
6
 

13
 

12
 
4
.
0
 

67
6 
S
 D
-
1
2
 

51
2 
鍛
治
浮

4
 
15
 

12
 

9
 
2.
2 

67
7 
S
 D
-
1
2
 

51
3 
鍛
冶
浮

3
 
27
 

15
 

12
 
4
.
4
 

67
8 
S
D
-
1
2
 

51
4 
鍛
冶
淳

4
 
25
 

15
 

7
 
1.
8
 

6
7
9
 
S
D
-
1
2
 

51
4 
鍛
冶
淳

3
 
16
 

15
 

13
 
2
.
8
 

6
8
0
 
S
 D
-
1
2
 

5
1
5
 
鍛
冶
i宰

4
 
2
0
 

18
 

15
 
4
.
8
 

68
1 
S
 D
-
1
2
 

51
6 
鍛
冶
j宰

4
 
27
 

15
 

13
 
4
.
4
 

68
2 
S
 D
-
1
2
 

5
1
8
 
鍛
冶
津

3
 
16
 

14
 

12
 
2
.
6
 

68
3 
S
 D
-
1
2
 

51
9 
鍛
冶
津

3
 
17
 

12
 

12
 
2
.
0
 

68
4 
S
D
-
1
2
 

5
2
0
 
鍛
冶
浮

4
 
14
 

11
 

7
 
1.
2
 

68
5 
S
 D
-
1
 2
 

5
2
0
 
鍛
冶
津

3
 
16
 

10
 

6
 
1.
0
 

6
8
6
 
S
D
ー
I
2
 

52
1 
鍛
冶
淳

3
 
20
 

13
 

11
 
2.
4 

68
7 
S
D
-
1
2
 

52
2 
鍛
冶
i宰

3
 
2
5
 

13
 

12
 
3.
2 

68
8 
S
D
-
1
2
 

52
3 
鍛
冶
淳

4
 
21
 

17
 

16
 
4
.
2
 

68
9 
S
D
-
1
2
 

52
4 
鍛
冶
津

5
 
2
2
 

15
 

15
 
5.
4 

6
9
0
 
S
D
-
1
2
 

5
2
6
 
鍛
冶
津

4
 
21
 

17
 

13
 
4
.
4
 

69
1 
S
D
ー
I
2
 

5
2
8
 
鍛
冶
浮

4
 
27
 

18
 

14
 
6
.
0
 

69
2 
S
D
-
1
2
 

5
2
8
 
鍛
冶
津

6
 
19
 

17
 

15
 
5
.
6
 

69
3 
S
 D
-
I
 2
 

52
9 
鍛
冶
淳

3
 
16
 

7
 
7
 
1.
0
 

69
4 
S
D
-
1
2
 

52
9 
鍛
冶
淳

5
 
15
 

8
 
8
 
1.
0
 

69
5 
S
D
-
1
2
 

5
3
0
 
鍛
冶
淳

3
 
17
 

14
 

12
 
3
.
2
 

69
6 
S
D
-
1
2
 

53
1 
鍛
冶
浮

2
 
21
 

13
 

12
 
2
.
8
 

69
7 
S
D
-
1
2
 

5
3
2
 
鍛
冶
淳

3
 
17
 

13
 

12
 
2
.
2
 

6
9
8
 
S
D
-
1
2
 

53
3 
鍛
冶
浮

3
 
24
 

24
 

13
 
5.
2 

6
9
9
 
S
 D
-
1
2
 

53
3 
鍛
冶
浮

4
 
24
 

19
 

15
 
5.
2 

70
0 
S
D
←
1
 2
 

53
4 
鍛
冶
淳

3
 
18
 

11
 

11
 
2
0
.
0
 

70
1 
S
 D
-
1
2
 

53
4 
鍛
冶
浮

2
 
12
 

12
 

9
 
1.
2
 

70
2 
S
 D
-
1
2
 

5
3
5
 
鍛
冶
津

3
 
3
9
 

29
 

25
 
14
.4
 

70
3 
S
 D
-
1
2
 

5
3
6
 
鍛
冶
津

4
 
2
7
 

19
 

15
 
7
.
4
 

70
4 
S
 D
-
l
 2
 

53
7 
鍛
冶
淳

4
 
3
0
 

25
 

15
 
8
.
6
 

70
5 
S
D
ー
I
2
 

5
3
8
 
鍛
冶
淳

4
 
19
 

15
 

13
 
3
.
2
 

7
0
6
 
S
D
-
1
2
 

53
9 
鍛
冶
浮

4
 
2
6
 

25
 

19
 
10
.4
 

70
7 
S
 D
-
1
2
 

5
4
0
 
鍛
冶
津

5
 
5
0
 

38
 

27
 
5
3
.
2
 

70
8 
S
D
-
1
2
 

54
1 
鍛
冶
津

4
 
19
 

18
 

13
 
3.
4 

70
9 
S
D
ー
I
2
 

54
1 
鍛
冶
浮

3
 
2
0
 

13
 

I
 
2
.
6
 

7
1
0
 
S
D
-
1
2
 

54
2 
鍛
冶
浮

3
 
19
 

19
 

14
 
2
.
6
 

71
1 
S
 D
-
1
 2
 

54
3 
鍛
治
浮

4
 
2
3
 

20
 

14
 
5
.
2
 

71
2 
S
 D
-
1
 2
 

54
4 
鍛
冶
浮

3
 
2
2
 

18
 

10
 
2
.
8
 

71
3 
S
 D
-
1
2
 

5
4
5
 
鍛
冶
浮

3
 
22
 

16
 

13
 
4
.
2
 

71
4 
S
 D
-
1
2
 

5
4
6
 
鍛
冶
浮

3
 
19
 

13
 

12
 
3
.
2
 

71
5 
S
 D
-
1
2
 

54
7 
鍛
冶
淳

4
 
一一
2
5
 

23
 

19
 
10
.8
 

鉄
津
、
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鉄
淳
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ガ
ラ
ス
質
津
計
測
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凶

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(g
)
備
考

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(g
)
備
考

78
1 
S
D
-
1
2
 

6
0
2
 
鍛
冶
浮

4
 
4
6
 

34
 

25
 
4
1.
2
 

84
6 
S
 D
-
1
2
 

66
4 
鍛
冶
淳

2
 
10
 

10
 

8
 
0.
8 

78
2 
S
 D
-
l
 2
 

6
0
3
 
鍛
治
津

2
 
18
 

11
 

6
 
1.
6
 

8
4
7
 
S
D
-
1
2
 

66
5 
鍛
冶
淳

6
 
17
 

14
 

8
 
2.
8 

78
3 
S
D
←
1
 2
 

60
4 
鍛
冶
浮

3
 
22
 

20
 

4
 
1.
4
 

8
4
8
 
S
 D
-
1
2
 

66
6 
鍛
冶
淳

4
 
23
 

14
 

12
 
4
.
0
 

78
4 
S
 D
-
1
 2
 

6
0
5
 
鍛
冶
津

3
 
17
 

12
 

8
 
1.
2
 

8
4
9
 
S
 D
-
1
2
 

66
7 
鍛
冶
淳

4
 
16
 

14
 

10
 
2.
4 

78
5 
S
D
-
1
2
 

6
0
6
 
鍛
冶
浮

2
 
17
 

13
 

9
 
1.
0
 

8
5
0
 
S
D
-
1
2
 

66
9 
鍛
冶
浮

4
 
29
 

2
0
 
22
.2
 

78
6 
S
 D
-
l
 2
 

6
0
7
 
鍛
冶
i宰

4
 
18
 

19
 

10
 
3
.
8
 

85
1 
S
 D
-
1
 2
 

67
0 
鍛
冶
淳

3
 
15
 

12
 

8
 
1.
0
 

78
7 
S
 D
-
1
 2
 

6
0
8
 
鍛
治
i宰

3
 
24
 

23
 

13
 
6
.
6
 

85
2 
S
 D
-
1
2
 

67
1 
鍛
冶
淳

3
 
17
 

14
 

12
 
1.
4
 

78
8 
S
 D
-
1
 2
 

6
0
8
 
鍛
冶
浮

3
 
21
 

18
 

12
 
6
.4
 

85
3 
S
D
ー
1
2
 

67
2 
鍛
冶
浮

3
 
17
 

11
 

11
 
2.
4 

78
9 
S
D
-
1
2
 

6
0
9
 
鍛
冶
浮

4
 
44
 

38
 

2
0
 
2
4
.
8
 

85
4 
S
D
-
1
2
 

67
3 
鍛
冶
浮

2
 
20
 

10
 

3
 
0
.
8
 

79
0 
S
 D
-
1
 2
 

6
1
0
 
鍛
冶
淳

4
 
16
 

14
 

13
 
2
.
0
 

85
5 
S
D
-
1
2
 

67
4 
鍛
冶
浮

4
 
26
 

20
 

19
 
10
.4
 

79
1 
S
 D
-
1
 2
 

61
1 
鍛
冶
淳

4
 
2
8
 

18
 

13
 
8
.
0
 

85
6 
S
D
-
1
2
 

67
5 
鍛
冶
i宰

3
 
40
 

29
 

17
 
22
.2
 

79
2 
S
 D
-
1
 2
 

61
2 
鍛
治
津

2
 
27
 

19
 

15
 
3
.
6
 

85
7 
S
 D
-
1
2
 

67
6 
鍛
冶
津

6
 
38
 

25
 

26
 
20
.2
 

79
3 
S
D
-
1
2
 

6
1
2
 
鍛
冶
淳

5
 
24
 

16
 

13
 
2.
4 

85
8 
S
D
-
1
2
 

67
7 
鍛
冶
津

3
 
23
 

20
 

13
 
4
.
2
 

79
4 
S
 D
-
1
 2
 

6
1
3
 
鍛
冶
淳

4
 
2
5
 

16
 

11
 
2.
4 

8
5
9
 
S
 D
-
1
2
 

67
7 
鍛
冶
淳

4
 
16
 

13
 

10
 
2.
2 

79
5 
S
 D
-
1
 2
 

6
1
3
 
鍛
冶
淳

4
 
18
 

12
 

9
 
2.
6 

8
6
0
 
S
 D
-
1
2
 

67
8 
鍛
冶
i宰

3
 
21
 

14
 

8
 
1.
6
 

79
6 
S
D
-
1
2
 

61
4 
鍛
冶
淳

4
 
34
 

22
 

17
 
12
.6
 

86
1 
S
 D
-
1
2
 

68
0 
鍛
冶
湾

5
 
21
 

17
 

17
 
6.
4 

79
7 
S
D
-
1
2
 

6
1
5
 
鍛
冶
津

5
 
3
7
 

33
 

27
 
3
6
.
4
 

86
2 
S
 D
-
1
 2
 

68
1 
鍛
冶
i宰

4
 
18
 

14
 

10
 
2.
2 

79
8 
S
D
ー
1
2
 

6
1
6
 
鍛
冶
淳

4
 
19
 

12
 

10
 
2.
4 

86
3 
S
D
-
1
2
 

68
2 
鍛
冶
樺

5
 
67
 

55
 

39
 
12
2.
0 

79
9 
S
 D
-
1
 2
 

61
7 
鍛
冶
津

4
 
4
2
 

29
 

14
 
12
.0
 

86
4 
S
 D
-
1
 2
 

68
3 
鍛
冶
淳

3
 
18
 

12
 

10
 
2
.
0
 

80
0 
S
 D
-
1
 2
 

6
1
8
 
鍛
冶
津

5
 
4
9
 

38
 

23
 
4
0
.
8
 

86
5 
S
D
-
1
2
 

68
4 
鍛
冶
津

5
 
48
 

29
 

25
 
24
.2
 

80
1 
S
 D
-
1
 2
 

6
1
9
 
鍛
冶
津

3
 
14
 

10
 

7
 
1.
4
 

86
6 
S
D
-
1
2
 

68
5 
鍛
冶
津

2
 
15
 

11
 

8
 
1.
0
 

80
2 
S
 D
-
1
 2
 

6
2
0
 
鍛
冶
淳

3
 
21
 

14
 

12
 
2
.
6
 

86
7 
S
D
-
1
2
 

68
6 
鍛
冶
津

4
 
15
 

11
 

11
 
2
.
0
 

80
3 
S
 D
-
1
 2
 

62
1 
鍛
冶
淳

4
 
17
 

13
 

10
 
2
.
0
 

86
8 
S
 D
-
1
 2
 

68
7 
鍛
冶
津

4
 
41
 

28
 

19
 
12
.6
 

80
4 
S
 D
-
l
 2
 

62
2 
鍛
冶
津

3
 
24
 

16
 

12
 
5.
2 

8
6
9
 
S
 D
-
1
2
 

68
8 
鍛
冶
津

5
 
33
 

22
 

22
 
18
.8
 

80
5 
S
D
-
1
2
 

6
2
3
 
鍛
冶
津

4
 
13
 

11
 

10
 
1.
6
 

87
0 
S
D
-
1
2
 

68
9 
鍛
冶
淳

5
 
19
 

17
 

19
 
5.
8 

80
6 
S
D
-
1
2
 

62
4 
鍛
冶
浮

4
 
13
 

12
 

8
 
1.
6
 

87
1 
S
 D
-
1
2
 

69
0 
鍛
冶
津

5
 
20
 

19
 

13
 
3.
6 

80
7 
S
D
-
1
2
 

6
2
5
 
鍛
冶
淳

4
 
21
 

15
 

13
 
4.
4 

8
7
2
 
S
 D
-
1
 2
 

69
1 
鍛
冶
i宰

4
 
24
 

21
 

16
 
6.
8 

8
日8
S
 D
-
1
 2
 

62
6 
鍛
冶
津

4
 
26
 

15
 

13
 
5.
2 

8
7
3
 
S
 D
-
1
2
 

69
2 
鍛
冶
淳

4
 
37
 

29
 

23
 
2
2
.
0
 

8
0
9
 
S
 D
 -
1
 2
 

6
2
7
 
鍛
冶
津

6
 
58
 

4
6
 

25
 
5
3
.
0
 

87
4 
S
 D
-
1
 2
 

69
2 
鍛
冶
淳

4
 
25
 

24
 

18
 
10
.8
 

8
1
0
 
S
 D
 -
1
 2
 

6
2
8
 
鍛
冶
津

4
 
34
 

2
9
 

26
 
2
4
.
6
 

87
5 
S
D
-
1
2
 

69
3 
鍛
冶
淳

3
 
34
 

18
 

17
 
10
.4
 

81
1 
S
D
-
1
2
 

6
2
9
 
鍛
冶
津

4
 
17
 

15
 

10
 
2.
4 

87
6 
S
 D
-
1
 2
 

69
4 
鍛
冶
浮

3
 
17
 

14
 

12
 
2.
4 

81
2 
S
 D
-
1
 2
 

6
3
0
 
鍛
冶
淳

2
 
2
0
 

12
 

13
 
2
.
6
 

87
7 
S
D
-
1
2
 

69
5 
鍛
冶
浮

3
 
14
 

13
 

6
 
1.
6
 

81
3 
S
 D
-
1
 2
 

63
1 
鍛
冶
浮

3
 
22
 

17
 

10
 
4
.
8
 

87
8 
S
D
-
1
2
 

69
6 
鍛
冶
浮

4
 
28
 

21
 

15
 
8.
8 

81
4 
S
 D
-
1
 2
 

6
3
2
 
鍛
冶
淳

3
 
12
 

11
 

10
 
1.
6
 

87
9 
S
D
-
1
2
 

69
7 
鍛
冶
i宰

4
 
18
 

17
 

12
 
4
.
0
 

81
5 
S
 D
 -
1
 2
 

6
3
3
 
鍛
冶
浮
。

10
 

17
 

3
 
0.
4 

8
8
0
 
S
D
-
1
2
 

6
9
8
 
鍛
冶
浮

3
 
4
0
 

17
 

15
 
6
.
8
 

81
6 
S
 D
-
1
 2
 

63
4 
鍛
冶
i宰

4
 
35
 

25
 

14
 
12
.0
 

88
1 
S
 D
-
1
2
 

69
9 
鍛
冶
淳

4
 
15
 

12
 

12
 
2.
4 

81
7 
S
 D
-
1
 2
 

63
5 
鍛
冶
浮

3
 
2
6
 

14
 

11
 
3
.
0
 

88
2 
S
 D
-
l
 2
 

70
0 
鍛
冶
淳

5
 
19
 

17
 

13
 
4
.
0
 

81
8 
S
 D
-
1
 2
 

63
6 
鍛
冶
浮

4
 
3
0
 

20
 

17
 
7.
8 

88
3 
S
 D
-
1
 2
 

70
1 
鍛
冶
津

3
 
26
 

11
 

13
 
3
.
8
 

81
9 
S
 D
-
1
 2
 

6
3
7
 
鍛
冶
津

3
 
26
 

13
 

14
 
3
.
0
 

88
4 
S
 D
-
1
2
 

70
2 
鍛
冶
淳

4
 
30
 

22
 

19
 
1 1
.
4
 

8
2
0
 
S
 D
-
1
 2
 

6
3
8
 
鍛
冶
津

4
 
23
 

22
 

16
 
9
.
0
 

88
5 
S
D
-
1
2
 

70
3 
鍛
冶
淳

6
 
4
8
 

42
 

30
 
63
.4
 

82
1 
S
 D
-
1
 2
 

6
3
9
 
鍛
冶
淳

4
 
20
 

11
 

10
 
2
.
2
 

88
6 
S
 D
-
1
2
 

70
4 
鍛
冶
淳

4
 
20
 

17
 

16
 
5
.
8
 

82
2 
S
D
-
1
2
 

6
4
0
 
鍛
冶
淳

5
 
2
2
 

13
 

10
 
3.
4 

88
7 
S
 D
-
1
 2
 

70
5 
鍛
冶
津

3
 
13
 

13
 

11 
1.
4
 

82
3 
S
D
-
1
2
 

64
1 
鍛
冶
津

4
 
24
 

16
 

12
 
3.
4 

88
8 
S
 D
-
1
2
 

70
6 
鍛
冶
浮

4
 
34
 

25
 

15
 
14
.2
 

82
4 
S
D
-
1
2
 

6
4
2
 
鍛
冶
淳

3
 
22
 

18
 

17
 
6
.
2
 

88
9 
S
 D
-
1
 2
 

70
7 
鍛
冶
浮

5
 
4
6
 

30
 

16
 
23
.2
 

82
5 
S
D
-
1
2
 

6
4
3
 
鍛
冶
淳

3
 
18
 

16
 

13
 
4.
4 

8
9
0
 
S
D
-
1
2
 

70
8 
鍛
冶
淳

6
 
41
 

33
 

24
 
27
.8
 

82
6 
S
D
-
1
2
 

64
4 
鍛
冶
津

3
 
15
 

10
 

10
 
1.
6
 

89
1 
S
 D
-
1
 2
 

70
9 
鍛
冶
浮

3
 
21
 

11
 

10
 
1.
8
 

82
7 
S
D
-
1
2
 

64
5 
鍛
冶
浮

3
 
13
 

11
 

7
 
0
.
8
 

8
9
2
 
S
 D
-
1
 2
 

71
0 
鍛
冶
浮

3
 
12
 

10
 

9
 
1.
2
 

82
8 
S
D
-
1
2
 

64
6 
鍛
冶
浮

4
 
17
 

12
 

10
 
2
.
6
 

8
9
3
 
S
D
-
1
2
 

71
1 
鍛
冶
j宰

4
 
26
 

18
 

10
 
4
.
0
 

82
9 
S
 D
-
1
 2
 

6
4
8
 
鍛
冶
ii宰

3
 
14
 

13
 

9
 
2.
4 

89
4 
S
 D
-
1
 2
 

71
3 
鍛
冶
津

4
 
12
 

9
 
6
 
0
.
8
 

8
3
0
 
S
D
-
1
2
 

6
4
9
 
鍛
冶
i宰

4
 
22
 

15
 

12
 
3.
2 

8
9
5
 
S
 D
-
1
 2
 

71
4 
鍛
冶
津

4
 
25
 

18
 

16
 
4.
4 

83
1 
S
D
-
1
2
 

6
5
0
 
鍛
冶
淳

3
 
14
 

14
 

10
 
2
.
0
 

89
6 
S
D
-
1
2
 

71
4 
鍛
冶
浮

3
 
17
 

16
 

13
 
4
.
8
 

83
2 
S
D
-
1
2
 

65
1 
鍛
冶
i宰

3
 
2
9
 

22
 

14
 
6
.
8
 

89
7 
S
 D
-
1
 2
 

71
5 
鍛
冶
淳

4
 
15
 

10
 

10
 
2
.
2
 

83
3 
S
D
-
1
2
 

65
2 
鍛
冶
浮

3
 
2
0
 

10
 

9
 
1.
6
 

8
9
8
 
S
D
-
1
2
 

71
5 
鍛
冶
津

4
 
17
 

12
 

8
 
1.
4
 

83
4 
S
D
-
1
2
 

6
5
3
 
鍛
冶
淳

3
 
2
0
 

11
 

9
 
1.
2
 

89
9 
S
 D
-
1
 2
 

71
6 
鍛
冶
淳

4
 
21
 

15
 

8
 
2.
2 

83
5 
S
 D
-
1
 2
 

65
4 
鍛
冶
浮

4
 
25
 

25
 

21
 
11
.
4
 

90
0 
S
D
-
1
2
 

71
7 
鍛
冶
j宰

3
 
12
 

12
 

10
 
1.
2
 

83
6 
S
 D
-
1
 2
 

65
5 
鍛
冶
浮

4
 
20
 

16
 

11
 
3.
2 

90
1 
S
D
-
1
2
 

71
8 
鍛
冶
津

3
 

9
 
7
 
8
 
0
.
6
 

83
7 
S
D
-
1
2
 

6
5
6
 
鍛
冶
淳

4
 
14
 

12
 

12
 
2
.
0
 

90
2 
S
D
-
1
2
 

71
9 
鍛
冶
津

3
 
16
 

11
 

8
 
1.
2
 

83
8 
S
D
-
1
2
 

6
5
7
 
鍛
冶
浮

4
 
25
 

17
 

13
 
4
.
6
 

90
3 
S
D
-
1
2
 

72
0 
鍛
冶
津

4
 
12
 

8
 
11
 
1.
0
 

83
9 
S
D
-
1
2
 

6
5
7
 
鍛
冶
淳

4
 
17
 

13
 

9
 
1.
6
 

90
4 
S
 D
-
1
 2
 

72
1 
鍛
冶
津

3
 
31
 

14
 

8
 
4
.
2
 

84
0 
S
D
-
1
2
 

6
5
8
 
鍛
冶
浮

3
 
11
 

9
 
7
 
1.
0
 

90
5 
S
D
-
1
2
 

72
2 
鍛
冶
捧

3
 
18
 

12
 

6
 
1.
0
 

84
1 
S
D
-
1
2
 

65
9 
鍛
冶
津

4
 
34
 

22
 

11
 
8.
4 

90
6 
S
D
-
1
2
 

72
3 
鍛
冶
i宰

3
 
27
 

14
 

13
 
4
.
6
 

84
2 
S
 D
-
1
 2
 

6
6
0
 
鍛
冶
津

3
 
14
 

11
 

9
 
1.
6
 

90
7 
S
 D
-
1
 2
 

72
4 
鍛
冶
4宰

4
 
17
 

8
 
8
 
1.
2
 

84
3 
S
D
-
1
2
 

66
1 
鍛
冶
津

3
 
17
 

13
 

9
 
1.
6
 

90
8 
S
D
-
1
2
 

72
5 
鍛
冶
浮

3
 
17
 

9
 

9
 
1.
8
 

84
4 
S
D
-
1
2
 

6
6
2
 
鍛
冶
淳

3
 
16
 

13
 

10
 
1.
0
 

90
9 
S
 D
-
1
2
 

72
6 
鍛
冶
津

4
 
16
 

14
 

11
 
2
.
0
 

84
5 
S
 D
-
1
 2
 

6
6
3
 
鍛
冶
淳

4
 
28
 

29
 

24
 
15
.8
 

9
1
0
 
S
 D
-
1
 2
 

72
7 
鍛
冶
淳

3
 
26
 

13
 

10
 
4
.
0
 



鉄
津
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番
号

遁
構
杏
号

遺
物
音
寺

類
磁
看
度
長
さ
l
m
m
帽
t
m
m
)
厚
さ
l
m
m
基
量
(
g
)
傭
考

97
6 
S
D
-
1
2
 

78
6 

3
 
21
 

13
 

6
 
0.
6 

9，
 SD
-
1
2
 

78
7 

3
 
16
 

12
 

8
 
2
 

97
8 
S
D
ー
2

78
8 

3
 
17
 

12
 

2.
0 

97
9 
S
D
-
1
2
 

78
9 

3
 
22
 

13
 
13
 
.8
 

98
0 
S
D
ー
2

78
9 

4
 
21
 

15
 
13
 
4.
8 

98
1 
S
D
ー
2

79
0 

4
 
22
 

2.
2 

98
2 
S
D
-
1
2
 

79
1 

4
 
16
 

16
 

9
 
2.
2 

98
3 
)
-
1
2
 

79
2 

13
 

12
 

9
 
.4
 

98
4 
)
-
1
2
 

79
3 

4
 
24
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12
 
2.
4 

98
5 
)
-
1
2
 

79
4 

4
 
29
 
23
 
16
 
8.
2 

98
6 
)
-
1
2
 

79
5 

2
 
9
 
9
 
6
 
0.
8 

98
7 
)
-
1
2
 

79
6 

3
 
16
 

10
 

9
 
.8
 

98
8 
)
-
1
2
 

79
7 

5
 
15
 
12
 

2.
4 

98
9 
)
-
1
2
 

79
8 

3
 
24
 
21 

19
 
8.
6 

99
0 
)
-
1
2
 

79
9 

3
 
22
 
19
 
12
 
4.
8 

99
1 

80
0 

3
 
22
 

16
 

3.
4 

99
2 
)
-
1
2
 

80
 

3
 
23
 
23
 
15
 
8.
0 

99
，
 )
-
1
2
 

80
2 

4
 

10
 

2
 

99
4 
)
-
1
2
 

80
3 

30
 
21
 

10
 
6.
2 

99
5 
)
-
1
2
 

8
0
4
 

5
 
19
 

9
 

B
 

99
6 

】
-
1
2
 

80
5 

3
 
31
 

22
 

9
 
9
 

99
，
 )
-
1
2
 

80
6 

2
 
10
 

9
 
4
 
0.
6 

99
8 
)
-
1
2
 

80
7 

2
 
12
 

8
 
4
 

99
9 
)
-
1
2
 

80
8 

23
 

17
 
12
 
4
 

10
0 

)
-
1
2
 

81
0 

26
 
17
 
18
 
8.
8 

)
-
1
2
 

16
 

6
 

。2
)
-
1
2
 

81
2 

8
 
6
 
.6
 

。3
)
-
1
2
 

13
 
鍛
冶
津

24
 

17
 

8
 
2.
8 

10
04
 
)
-
1
2
 

81
4 

2
 
19
 

9
 
9
 
.8
 

10
05
 
)
-
1
2
 

81
5 

3
 
17
 

14
 
13
 
2.
6 

10
06
 
)
-
1
2
 

81
6 

3
 

9
 
10
 
.2
 

81
: 

2
 
18
 

13
 
10
 
.2
 

10
8 
)
-
1
2
 

81
8 

4
 
25
 
22
 
20
 
.0
 

10
09
 
)
-
1
2
 

81
9 

2
 
12
 

9
 
8
 
.8
 

)
-
1
2
 

82
0 

19
 

8
 
4
 
.8
 

10
1 

)
-
1
2
 

82
1 

6
 
20
 
14
 
13
 
3.
0 

10
12
 
)
-
1
2
 

82
2 

3
 
14
 

10
 

8
 
.0
 

10
13
 
)
-
1
2
 

82
3 

3
 
21
 

13
 

.0
 

10
14
 
)
-
1
2
 

82
4 

3
 
13
 

10
 

0.
8 

10
15
 
)
-
1
2
 

82
5 

3
 
22
 
12
 

5
 
0.
8 

10
16
 
)
-
1
2
 

82
6 

3
 
27
 
22
 
12
 
7.
4 

10
17
 

コ
ー
1
2
 

82
7 

3
 
9
 
7
 
6
 
0.
6 

10
18
 
)
-
1
2
 

82
8 

3
 
15
 

8
 

0.
8 

10
19
 
)
-
1
2
 

82
9 

3
 
14
 

8
 
4
 
0.
6 

10
20
 
)
-
1
2
 

8
3
0
 

2
 
22
 

7
 
.6
 

10
21
 
)
-
1
2
 

83
1 

3
 
14
 

10
 

.8
 

10
22
 
)
-
1
2
 

83
2 

6
 
22
 

15
 
6.
8 

10
23
 
)
-
1
2
 

83
3 

5
 
13
 

7
 

10
24
 
)
-
1
2
 

83
4 

4
 
20
 

17
 
14
 
4.
2 

10
25
 
)
-
1
2
 

83
5 

3
 
16
 

12
 

2
 

10
26
 
)
-
1
2
 

83
6 

5
 
65
 
44
 
31
 
10
2.
0 

10
27
 
)
-
1
2
 

83
7 

4
 
14
 

.8
 

10
28
 
)
-
1
2
 

83
8 

9
 
5
 
5
 
0.
2 

10
29
 
)
-
1
2
 

83
9 

6
 
25
 
23
 
20
 
9.
6 

10
30
 
)
-
1
2
 

84
0 

3
 
14
 

7
 
7
 
8
 

10
31
 

84
 

3
 

10
 

.0
 

10
32
 
、
z

84
2 

3
 
13
 

12
 
10
 
.8
 

10
33
 
1
-
1
2
 

84
3 

2
 
16
 

8
 

10
34
 
1
-
1
2
 

84
4 

2
 
12
 

10
 

8
 
.8
 

10
35
 
、-
1
2

84
5 

9
 
8
 

10
36
 
1
-
1
2
 

84
6 

6
 
19
 
16
 
1
 

10
37
 
、-
1
2

84
7 

2
 
22
 

12
 

10
38
 
、
z

84
8 

4
 
35
 
33
 
24
 

10
39
 
1
-
1
2
 

84
9 

3
 
20
 
17
 
16
 

10
40
 
1
-
1
2
 

85
0 

2
 
12
 

8
 
8
 
0.
4 

ガ
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任
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第
17
表

ガ
ラ
ス
質
津
計
測
表
四

番
号

虚
構
膏
号

遺
物
番
号

事
磁
看
度
長
さ
(m
mJ
幅
(m
mJ
1厚
き
(m
m;
重
量
ω
備
考

91
 

】
-
1
2

72
8 

3
 
28
 
19
 

14
 
5.
6 

91
2 

】
2

72
9 

2
 
14
 

8
 
2.
0 

91
3 
)
-
1
2
 

73
0 

3
 
17
 
13
 

9
 
2.
0 

91
4 

73
1 

9
 
8
 
.0
 

91
5 
)
-
1
2
 

73
2 

4
 
14
 

7
 
.4
 

91
6 
)
-
1
2
 

73
3 

3
 
19
 
19
 

8
 
3.
8 

91
7 
)
-
1
2
 

73
4 

4
 
15
 
13
 

.4
 

91
8 

73
4 

3
 
13
 
10
 

.2
 

91
9 
)
-
1
2
 

73
5 

3
 
21
 

17
 

14
 
5.
6 

92
0 
S
D
ー
2

73
6 

4
 
38
 
33
 
21
 
25
.0
 

92
1 
S
D
-
1
2
 

73
7 

3
 
14
 

9
 
0.
8 

92
2 
S
D
ー

73
7 

5
 

9
 
8
 
2
 

92
3 
S
D
-
1
2
 

73
8 

3
 
15
 
14
 

.4
 

92
4 

1
-
1
2
 

73
9 

4
 
25
 
23
 
12
 
4.
4 

92
5 

、
z

74
0 

3
 
15
 

9
 
8
 
.8
 

92
6 

1
-
1
 2
 

74
1 

5
 
4 ，
 
40
 
33
 
64
.2
 

92
7 
1
-
1
2
 

74
 

4
 
20
 

6
 

92
8 
)
-
1
2
 

74
 

14
 
13
 

2.
2 

92
9 

】
2

74
2 

3
 
19
 
13
 
10
 
2.
4 

93
0 
)
-
1
2
 

74
3 

19
 
14
 

10
 
3
 

93
1 
)
-
1
2
 

74
4 

4
 
14
 
12
 

9
 
.4
 

93
2 
)
-
1
2
 

74
5 

4
 
39
 
29
 
16
 
15
.6
 

93
3 
)
-
1
2
 

74
5 

4
 
20
 
16
 

2.
4 

93
4 

74
6 

3
 

18
 

6.
6 

93
5 
)
-
1
2
 

74
7 

5
 
31
 

28
 
19
 
15
.2
 

93
6 
S
D
-
1
2
 

74
8 

5
 
36
 
22
 
18
 

.8
 

93
，
 SD
-
1
2
 

74
9 

4
 
17
 
14
 

12
 

.6
 

93
8 
S
D
ー
2

75
0 

4
 
25
 
17
 

3.
6 

93
9 
S
 D
-
l
 2
 

75
1 

4
 
13
 
13
 

9
 
2.
 

94
0 
S
D
 

75
2 

6
 
20
 
16
 

13
 
5.
2 

94
1 
S
D
-
1
2
 

75
2 

3
 
14
 

19
 

13
 

.0
 

94
2 
S
D
ー
2

75
3 

5
 
31
 

3 口
22
 
19
.8
 

94
3 
S
D
-
1
2
 

75
4 

4
 
33
 
22
 
16
 

94
4 
S
D
-
1
2
 

75
5 

4
 
23
 
18
 

16
 
6.
2 

94
5 
S
】
-
1
 2
 

75
6 

4
 
13
 

8
 
.8
 

94
6 
S
D
-
1
2
 

75
7 

言霊
語
言

4
 
42
 
19
 
14
 
14
.8
 

94
7 
)
-
1
2
 

75
8 

5
 
43
 
24
 
25
 
25
.4
 

94
8 
)
-
1
2
 

'5
8 

3
 
19
 
13
 
14
 
3.
0 

94
9 
)
-
1
2
 

'5
8 

4
 
18
 

10
 

6
 

95
0 
)
-
1
2
 

'5
9 

4
 
14
 

12
 

12
 
2.
8 

95
1 
)
-
1
2
 

'6
0 

3
 
12
 

.0
 

95
2 
S
D
ー
2

'6
2 

3
 
14
 

12
 

9
 
。

95
3 
S
D
-
1
2
 

76
3 

4
 
27
 
21
 

20
 
10
.6
 

95
4 
S
D
-
1
2
 

76
4 

4
 
14
 

13
 

12
 

8
 

95
5 
S
D
-
1
2
 

76
5 

3
 
14
 

8
 
.6
 

95
6 
S
D
ー
2

76
6 

4
 
37
 
23
 

7.
0 

95
7 
S
D
-
1
2
 

76
7 

2
 
24
 
10
 

3.
8 

95
8 
1
-
1
2
 

76
8 

5
 
15
 
12
 

95
9 
)
-
1
2
 

76
9 

4
 
25
 
13
 

3.
2 

96
0 
)
-
1
2
 

77
0 

4
 
15
 

13
 

2.
2 

96
1 
)
-
1
2
 

77
1 

4
 
28
 
25
 

19
 
14
.4
 

96
2 
)
-
1
 2
 

77
2 

4
 
2
 
13
 

9
 
2.
6 

96
3 
)
-
1
2
 

73
 

2
 
20
 

18
 

7
 
3.
0 

96
4 
)
-
1
2
 

77
4 

6
 

14
 
5.
4 

96
5 

77
5 

4
 
34
 
24
 

17
 
15
.4
 

96
6 
)
-
1
2
 

77
6 

4
 
34
 
23
 
18
 
12
.2
 

96
，
 )
-
1
2
 

3
 
15
 

8
 
8
 
.0
 

96
8 
)
-
1
2
 

77
8 

3
 
16
 

14
 

10
 
2.
4 

96
9 
)
-
1
2
 

77
9 

4
 
22
 

13
 
2.
6 

97
0 
1
-
1
2
 

78
0 

3
 
22
 
12
 

16
 

4
 

97
1 

1
-
1
2
 

4
 
21
 

17
 

14
 
5.
4 

97
2 
1
-
1
2
 

2
 
13
 

9
 
9
 
0.
8 

97
3 
1
-
1
2
 

l3
 

z
 
13
 

9
 
7
 
6
 

97
4 
S
D
-
1
2
 

78
4 

24
 

8
 
.8
 

97
5 
呂
1
-
1
 2
 

78
5 

3
 
33
 
32
 
30
 
36
.2
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ガ
ラ
ス
質
津
計
測
表
(1
8)

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(g
)
備
考

11
06
 
2
A
-
3
8
 

13
 
鍛
冶
浮

4
 
56
 

37
 

35
 
80
.8
 

11
07
 
2
A
-
3
8
 

13
 
鍛
冶
浮

3
 
32
 

22
 

23
 
13
.0
 

11
08
 
2
A
-
3
8
 

14
 
鍛
冶
浮

5
 
39
 

27
 

27
 
29
.0
 

11
09
 
2
A
-
4
5
 

4
 
鍛
冶
浮

3
 
19
 

16
 

12
 
3.
2 

11
10
 
2
A
-
4
5
 

5
 
鍛
冶
浮

4
 
46
 

33
 
23
 
28
.4
 

11
11
 
2
A
-
4
5
 

5
 
鍛
冶
津

5
 
26
 

15
 

12
 
5.
8 

11
12
 
2
A
-
4
5
 

6
 
鍛
冶
浮

4
 
40
 
28
 
21
 
20
.6
 

11
13
 
2
A
-
4
5
 

6
 
鍛
冶
津

3
 
17
 

13
 

7
 
1.
6
 

11
14
 
2
A
-
4
5
 

7
 
鍛
冶
浮

3
 
39
 

30
 
19
 
28
.4
 

11
15
 
2
A
-
4
5
 

7
 
鍛
冶
淳

5
 
22
 

21
 

21
 
9.
6 

11
16
 
2
A
-
4
5
 

8
 
鍛
冶
浮

6
 
39
 

34
 

28
 
48
.6
 

11
17
 
2
A
-
4
6
 

2
 
鍛
冶
淳

4
 
36
 

27
 

24
 
2
1.
2
 

11
18
 
2
A
-
5
5
 

2
 
鍛
冶
淳

4
 
42
 

34
 

28
 
42
.2
 

11
19
 
2
A
-
5
5
 

2
 
鍛
冶
i宰

3
 
40
 

35
 

23
 
3
1.
0
 

11
20
 
2
A
-
5
6
 

5
 
鍛
冶
津

4
 
38
 

25
 

13
 
10
.8
 

11
21
 
2
A
-
5
7
 

4
 
鍛
冶
津

3
 
28
 

22
 

19
 
8.
6 

11
22
 
2
A
-
6
5
 

鍛
冶
津

4
 
39
 

33
 
27
 
36
.6
 

11
23
 
2
A
-
6
9
 

2
 
鍛
冶
浮

3
 
32
 

25
 

17
 
11
.
0
 

11
24
 
2
A
-
6
9
 

2
 
鍛
冶
淳

2
 
20
 

15
 

8
 
2.
0 

11
25
 
2
A
-
7
5
 

鍛
冶
浮

4
 
47
 

25
 

22
 
26
.4
 

11
26
 
2
A
-
8
3
 

鍛
冶
淳

4
 
28
 
27
 

16
 
11
. 
2
 

11
27
 
2
A
-
8
5
 

3
 
鍛
冶
淳

4
 
91
 

69
 
55
 
41
5.
0 

11
28
 
2
A
-
8
5
 

3
 
鍛
冶
津

5
 
51
 

48
 
36
 
53
.0
 

11
29
 
2
A
-
8
5
 

3
 
鍛
冶
淳

4
 
51
 

30
 
21
 
33
.2
 

11
30
 
2
A
-
9
8
 

I
 
鍛
冶
淳

4
 
28
 

24
 

19
 
14
.2
 

11
31
 
2
A
-
9
8
 

3
 
鍛
冶
淳

4
 
57
 

37
 

26
 
55
.0
 

11
32
 
2
A
-
9
9
 

I
 
鍛
冶
淳

4
 
30
 

22
 

14
 
7.
8 

11
33
 
2
A
-
9
9
 

鍛
冶
浮

3
 
18
 

14
 

12
 
2.
8 

11
34
 
2
A
-
9
9
 

4
 
鍛
冶
淳

4
 
27
 

24
 

18
 
13
.6
 

11
35
 
2
A
-
9
9
 

5
 
鍛
冶
淳

3
 
34
 

22
 

9
 
6.
4 

11
36
 
2
A
-
9
9
 

6
 
鍛
冶
津

4
 
36
 

22
 

19
 
17
.4
 

11
37
 
2
A
-
9
9
 

8
 
鍛
冶
浮

4
 
62
 

42
 
25
 
60
.8
 

11
38
 
2
A
-
9
9
 

9
 
ガ
ラ
ス
質
淳

3
 
50
 

4
0
 
35
 
38
.4
 

11
39
 
2
B
-
0
0
 

3
 
鍛
冶
淳

4
 
37
 

24
 

19
 
13
.0
 

11
40
 
2
B
-
0
8
 

3
 
鍛
冶
浮

4
 
59
 

49
 
31
 
95
.6
 

11
41
 
2
B
-
0
8
 

3
 
鍛
冶
津

4
 
49
 

32
 
29
 
43
.0
 

11
42
 
2
B
-
0
8
 

3
 
鍛
冶
津

3
 
38
 

30
 
19
 
3
1.
6
 

11
43
 
2
B
-
0
8
 

3
 
鍛
冶
淳

3
 
34
 

23
 

12
 
14
.4
 

11
44
 
2
B
-
0
8
 

3
 
鍛
冶
淳

4
 
34
 

21
 

20
 
13
.6
 

11
45
 
2
B
-
0
8
 

3
 
鍛
冶
浮

3
 
29
 

20
 
14
 
9.
4 

11
46
 
2
 B
-
2
1
 

3
 
鍛
冶
浮

4
 
24
 

20
 

18
 
11
.
0
 

11
47
 
2
B
-
3
0
 

2
 
鍛
冶
浮

3
 
25
 

24
 

16
 
8.
4 

11
48
 
2
 B
 -
7
 2
 

4
 
鍛
冶
津

4
 
61
 

38
 

24
 
76
.8
 

11
49
 
2
 B
 -
7
 2
 

4
 
鍛
冶
浮

3
 
33
 

25
 
19
 
13
.6
 

11
50
 
2
 B
 -
7
 2
 

4
 
鍛
冶
淳

3
 
15
 

15
 

10
 
2.
6 

11
51
 
3
A
-
0
9
 

2
 
鍛
冶
浮

3
 
66
 

48
 
30
 
65
.4
 

11
52
 
3
A
-
0
9
 

2
 
鍛
冶
津

4
 
52
 

45
 
43
 
52
.4
 

11
53
 
3
A
-
0
9
 

2
 
鍛
冶
浮

4
 
53
 

37
 
30
 
59
.4
 

11
54
 
3
A
-
0
9
 

2
 
鍛
冶
津

3
 
48
 

34
 

21
 
45
.8
 

11
55
 
3
A
-
0
9
 

2
 
鍛
冶
浮

4
 
39
 

33
 
21
 
25
.0
 

11
56
 
3
A
-
0
9
 

2
 
鍛
冶
浮

3
 
40
 

29
 
23
 
23
.2
 

11
57
 
3
 A
-
0
9
 

2
 
鍛
冶
淳

3
 
43
 

33
 
26
 
32
.0
 

11
58
 
3
A
-
0
9
 

2
 
鍛
冶
津

3
 
26
 

17
 

17
 
5.
6 

11
59
 
3
A
-
0
9
 

6
 
鍛
冶
淳

3
 
22
 

14
 

17
 
4
.4
 

11
60
 
3
A
-
0
9
 

6
 
鍛
冶
淳

3
 
21
 

17
 

14
 
4.
0 

11
61
 
3
A
-
0
9
 

6
 
鍛
冶
津

4
 
21
 

15
 

12
 
4.
6 

11
62
 
3
A
-
0
9
 

6
 
鍛
冶
津

3
 
19
 

16
 

16
 
4.
0 

11
63
 
3
A
-
0
9
 

7
 
鍛
冶
津

4
 
33
 

25
 
26
 
16
.2
 

11
64
 
3
A
-
0
9
 

7
 
鍛
冶
淳

3
 
27
 

22
 

16
 
7.
8 

11
65
 
3
A
-
0
9
 

9
 
鍛
冶
浮

3
 
37
 

26
 
23
 
16
.4
 

11
66
 
3
A
-
0
9
 

10
 
鍛
冶
浮

4
 
51
 

32
 
28
 
33
.4
 

11
67
 
3
A
-
0
9
 

II
 
鍛
冶
i宰

4
 
48
 

33
 
21
 
19
.0
 

11
68
 
3
A
-
0
9
 

12
 
鍛
冶
津

3
 
36
 

29
 
2
日
27
.2
 

11
69
 
3
A
-
0
9
 

13
 
鍛
冶
浮

2
 
24
 

23
 
21
 
10
.0
 

I
 11
70
 
I
 3
 A
 -
0
 9
 

14
 
鍛
冶
i宰

4
 
26
 

21
 

11 
3.
8 

鉄
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ガ
ラ
ス
質
津
計
測
表
(1
力

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
き
(
m
m
)
重
量
(
只
)
備
考

10
41
 
S
 D
-
1
 2
 

85
1 
鍛
冶
浮

4
 
34
 

23
 

18
 
12
.0
 

10
42
 
S
 D
-
1
 2
 

86
4 
鍛
冶
津

4
 
36
 

18
 

10
 
6.
2 

10
43
 
S
 D
-
I
 2
 

92
2 
鍛
冶
浮

4
 
38
 

35
 

27
 
25
.6
 

10
44
 
S
 D
 -
1
 2
 

92
7 
鍛
冶
淳

7
 
41
 

36
 

15
 
16
.2
 

10
45
 
S
 D
-
1
 2
 

92
8 
鍛
冶
淳

4
 
27
 
20
 

19
 
7.
8 

10
46
 
S
 D
-
1
 2
 

92
9 
鍛
冶
浮

5
 
24
 

18
 

10
 
5.
2 

10
47
 
S
 D
-
1
 2
 

93
1 
鍛
冶
淳

4
 
37
 

19
 

14
 
10
.2
 

10
48
 
S
 D
-
1
 2
 

93
6 
鍛
冶
i宰

4
 
53
 
41
 

43
 
5
1.
0
 

10
49
 
S
 D
-
1
 2
 

93
6 
鍛
冶
淳

3
 
30
 
25
 

8
 
7.
4 

10
50
 
S
 D
 -
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
ガ
ラ
ス
質
i宰

Z
 
66
 
26
 
29
 
30
.6
 

10
51
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
淳

4
 
39
 
32
 

27
 
39
.0
 

10
52
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
津

4
 
36
 

35
 

19
 
19
.2
 

10
53
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
淳

5
 
30
 
28
 

21
 
14
.6
 

10
54
 
S
D
ー
1
2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
浮

4
 
32
 

29
 

21
 
22
.2
 

10
55
 
S
D
ー
1
2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
治
浮

4
 
31
 

29
 

17
 
13
.2
 

10
56
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
淳

4
 
36
 

26
 

19
 
18
.2
 

10
57
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
淳

5
 
35
 
27
 

15
 
14
.2
 

10
58
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
淳

4
 
33
 
22
 

13
 
10
.4
 

10
59
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
津

4
 
28
 

19
 

21
 
7.
6 

10
60
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
津

4
 
26
 

19
 

16
 
10
.6
 

10
61
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
浮

3
 
32
 
24
 

19
 
11
.
4
 

10
62
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
淳

4
 
25
 

19
 

16
 
6.
8 

10
63
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
淳

5
 
29
 
20
 

14
 
7.
6 

10
64
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
淳

4
 
28
 

18
 

14
 
7.
6 

10
65
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
淳

4
 
23
 

16
 

13
 
6.
6 

10
66
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
浮

4
 
16
 

14
 

13
 
3.
8 

10
67
 
S
D
-
1
2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
浮

2
 
22
 

15
 

7
 
3.
0 

10
68
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
浮

4
 
18
 

15
 

11
 
3.
8 

10
69
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
-
9
5
6
 
鍛
冶
浮

4
 
16
 

13
 

12
 
2.
8 

10
70
 
S
 D
-
1
 2
 
2
A
 -9
56
 
鍛
冶
津

2
 
14
 

9
 
8
 
0.
8 

10
71
 
1
A
括

2
 
鍛
冶
浮

2
 
20
 
20
 

15
 
4.
4 

10
72
 
1
 A
.
'
括

2
 
鍛
冶
淳

3
 
22
 

17
 

12
 
4
.4
 

10
73
 
1
 A
-
2
6
 

3
 
鍛
冶
淳

4
 
45
 

15
 

15
 
11
.
6
 

10
74
 
1
 A
 -
4
3
 

2
 
鍛
冶
浮

3
 
48
 

16
 

16
 
6.
4 

10
75
 
1
A
-
8
5
 

3
 
鍛
冶
淳

5
 
30
 
30
 
25
 
24
.0
 

10
76
 
I
A
-
8
7
 

2
 
鍛
冶
浮

5
 
30
 

18
 

15
 
7.
4 

10
77
 
I
A
-
8
8
 

2
 
鍛
冶
淳

2
 
31
 

22
 

17
 
8.
2 

10
78
 
1
A
-
9
4
 

I
 
鍛
冶
淳

4
 
51
 

34
 

21
 
36
.6
 

10
79
 
1
A
-
9
9
 

4
 
鍛
冶
淳

4
 
33
 

23
 

17
 
15
.2
 

10
80
 
2
A
-
0
4
 

3
 
鍛
冶
浮

3
 
49
 
41
 

38
 
5
1.
2
 

10
81
 
2
 A
-
0
4
 

3
 
鍛
冶
浮

4
 
30
 
28
 
24
 
2
1.
2
 

10
82
 
2
 A
-
0
4
 

3
 
鍛
冶
淳

4
 
31
 

23
 

16
 
12
.8
 

10
83
 
2
 A
-
0
6
 

6
 
鍛
冶
浮

5
 
63
 
35
 

29
 
49
.4
 

10
84
 
2
 A
 -
0
 9
 

3
 
鍛
冶
淳

4
 
27
 

24
 

20
 
11
.
0
 

10
85
 
2
 A
-
I
 5
 

3
 
鍛
冶
浮

5
 
35
 

31
 

25
 
27
.6
 

10
86
 
2
A
-
1
5
 

5
 
鍛
冶
浮

4
 
50
 

33
 

30
 
39
.4
 

10
87
 
2
 A
-
1
 5
 

9
 
鍛
冶
淳

4
 
23
 

20
 

17
 
6.
6 

10
88
 
2
A
-
2
5
 

3
 
鍛
冶
浮

3
 
34
 

24
 

17
 
14
.8
 

10
89
 
2
A
-
2
6
 

4
 
鍛
冶
淳

3
 
26
 
22
 

12
 
5.
6 

10
90
 
2
A
-
3
5
 

2
 
鍛
冶
津

3
 
31
 

15
 

16
 
6.
8 

10
91
 
2
A
-
3
5
 

3
 
鍛
冶
淳

4
 
36
 

30
 

21
 
19
.2
 

10
92
 
2
A
-
3
5
 

4
 
鍛
冶
淳

3
 
35
 

20
 

18
 
13
.4
 

10
93
 
2
A
-
3
5
 

5
 
鍛
冶
浮

4
 
41
 

32
 

28
 
38
.2
 

10
94
 
2
A
-
3
5
 

8
 
鍛
冶
津

4
 
41
 

33
 

23
 
35
.4
 

10
95
 
2
A
-
3
6
 

2
 
鍛
冶
浮

4
 
41
 

40
 
34
 
4
5
.
8
 

10
96
 
2
A
-
3
8
 

4
 
鍛
冶
津

3
 
32
 
31
 

17
 
24
.8
 

10
97
 
2
A
-
3
8
 

4
 
鍛
冶
津

4
 
19
 

15
 

10
 
3.
6 

10
98
 
2
A
-
3
8
 

6
 
鍛
治
浮

4
 
42
 

21
 

18
 
2
1.
2
 

10
99
 
2
A
-
3
8
 

6
 
鍛
冶
淳

3
 
27
 

20
 

10
 
5.
4 

11
00
 
2
A
-
3
8
 

7
 
鍛
冶
浮

4
 
37
 

29
 

22
 
39
.4
 

11
01
 
2
A
-
3
8
 

8
 
鍛
冶
津

4
 
37
 

14
 

16
 
13
.2
 

11
02
 
2
A
-
3
8
 

9
 
鍛
冶
津

3
 
29
 

21
 

19
 
13
.2
 

11
03
 
2
A
-
3
8
 

10
 
鍛
冶
津

4
 
46
 
30
 

29
 
55
.4
 

11
04
 
2
A
-
3
8
 

11
 
鍛
冶
淳

4
 
28
 
20
 

10
 
6.
6 

11
05
 
2
A
-
3
8
 

12
 
鍛
冶
浮

3
 
46
 
L_
__
__
fl
 
24
 
62
.2
 

鉄
津
、

第
18
表

ー l 】 ωω ー ー



鉄
津

番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
著
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(g
)
備
考

12
36
 
3
A
-
2
9
 

7
 
鍛
冶
浮

5
 
53
 

41
 

41
 
82
.2
 

12
37
 
3
A
-
3
7
 

3
 
鍛
冶
淳

4
 
6
3
 

37
 
23
 
62
.0
 

12
38
 
3
A
-
3
7
 

3
 
鍛
冶
浮

4
 
3
9
 

24
 

24
 
28
.0
 

12
39
 
3
A
-
3
8
 

3
 
鍛
冶
浮

5
 
31
 

30
 
24
 
20
.2
 

12
40
 
3
A
-
4
7
 

3
 
鍛
冶
浮

4
 
25
 

21
 

17
 
12
.6
 

12
41
 
3
A
-
4
7
 

3
 
皇
鍛
鍛
盗
冶
冶
盈淳淳

4
 
28
 

16
 

13
 
8
.
8
 

12
42
 
3
A
-
6
9
 

2
 

4
 
2
5
 

19
 

21
 
10
.6
 

12
43
 
3
A
-
9
9
 

3
 

6
 
53
 

36
 

29
 
50
.0
 

12
44
 
3
 B
-
0
0
 

3
 
鍛
冶
i宰

5
 
4
3
 

32
 

28
 
3
2
.
0
 

12
45
 
3
B
-
0
0
 

3
 
鍛
冶
浮

4
 
4
3
 

32
 
20
 
23
.4
 

12
46
 
3
B
-
0
0
 

3
 
鍛
冶
i宰

3
 
41
 

27
 

15
 
13
.6
 

12
47
 
3
 B
-
0
0
 

3
 
鍛
冶
i幸

5
 
3
2
 

25
 

16
 
9.
6 

12
48
 
3
B
-
0
0
 

4
 
鍛
冶
淳

4
 
3
0
 

19
 

17
 
7.
6 

12
49
 
3
B
-
0
2
 

2
 
鍛
冶
i宰

4
 
4
5
 

35
 
27
 
4
5
.
0
 

12
50
 
3
B
-
3
3
 

3
 
鍛
冶
津

5
 
4
9
 

48
 
36
 
8
1.
4
 

12
51
 
3
B
-
3
3
 

3
 
鍛
冶
淳

6
 
36
 

31
 

21
 
22
.2
 

12
52
 
3
B
-
6
3
 

2
 
鍛
冶
淳

5
 
4
3
 

38
 
30
 
39
.0
 

12
53
 
3
B
-
6
3
 

2
 
鍛
冶
津

4
 
41
 

33
 
20
 
2
1.
6
 

12
54
 
3
B
-
6
3
 

2
 
鍛
冶
浮

4
 
34
 

25
 
23
 
20
.0
 

12
55
 
3
B
-
6
3
 

2
 
鍛
冶
津

4
 
27
 

20
 

18
 
7.
2 

12
56
 
3
B
-
6
3
 

2
 
鍛
冶
淳

4
 
24
 

20
 

13
 
5.
2 

12
57
 
3
B
-
6
3
 

2
 
鍛
冶
i宰

3
 
2
0
 

16
 

12
 
3.
2 

12
58
 
3
 B
-
6
3
 

2
 
鍛
冶
浮

3
 
18
 

13
 

10
 
2.
6 

12
59
 
3
 B
-
7
3
 

4
 
鍛
冶
浮

5
 
6
5
 

52
 
50
 
18
7.
2 

12
60
 
3
B
-
8
4
 

3
 
鍛
冶
淳

6
 
54
 

38
 
31
 
84
.2
 

12
61
 
4
A
-
5
9
 

3
 
鍛
冶
淳

4
 
5
8
 

53
 

35
 
74
.2
 

12
62
 
4
 B
-
1
 3
 

2
 
鍛
治
津

4
 
4
3
 

33
 
24
 
45
.6
 

12
63
 
4
 B
-
3
2
 

2
 
鍛
冶
淳

5
 
6
0
 

42
 
25
 
63
.2
 

12
64
 
4
 B
-
3
2
 

2
 
鍛
冶
浮

4
 
4
0
 

27
 
24
 
26
.2
 

12
65
 
4
B
-
4
2
 

2
 
鍛
冶
浮

4
 
4
3
 

36
 
35
 
38
.4
 

12
66
 
4
 B
-
5
 1
 

2
 
ガ
ラ
ス
質
i宰

4
 
6
6
 

60
 
44
 
12
5.
2 

12
67
 
4
 B
-
5
 1
 

2
 
ガ
ラ
ス
質
浮

4
 
4
7
 

30
 
34
 
38
.0
 

12
68
 
4
 B
 -
5
 1
 

2
 
ガ
フ
ス
質
i宰

5
 
33
 

30
 
31
 
22
.4
 

12
69
 
5
A
-
9
9
 

3
 
鍛
冶
浮

3
 
4
9
 

36
 
25
 
67
.2
 

12
70
 
5
B
-
9
3
 

3
 
鍛
治
浮

5
 
3
6
 

34
 

20
 
4
3
.
0
 

12
71
 
5
 B
-
9
5
 

2
 
鍛
冶
淳

5
 
2
6
 

23
 

15
 
12
.6
 

12
72
 
7
B
-
4
5
 

2
 
鍛
冶
淳

5
 
41
 

37
 
30
 
50
.6
 

12
73
 
7
B
-
4
5
 

2
 
鍛
冶
浮

4
 
5
0
 

30
 
26
 
4
9
.
0
 

12
74
 
7
 B
 -
4
 5
 

2
 
鍛
治
津

4
 
34
 

34
 
23
 
26
.8
 

12
75
 
7
B
-
5
1
 

2
 
鍛
冶
淳

4
 
35
 

33
 
23
 
33
.2
 

12
76
 
7
 B
 -
5
 1
 

2
 
鍛
冶
浮

4
 
31
 

20
 
15
 
12
.0
 

12
77
 
7
B
-
5
3
 

2
 
鍛
冶
浮

4
 
34
 

32
 
24
 
34
.2
 

12
78
 
7
B
-
5
3
 

2
 
鍛
冶
津

5
 
3
3
 

26
 
23
 
19
.8
 

12
79
 
7
B
-
5
3
 

2
 
鍛
冶
淳

3
 
3
2
 

25
 

19
 
24
.2
 

12
80
 
7
B
-
5
4
 

2
 
鍛
冶
淳

4
 
4
6
 

32
 
31
 
44
.2
 

12
81
 
7
 B
-
5
5
 

Z
 
鍛
冶
淳

5
 
41
 

24
 
20
 
25
.2
 

12
82
 
7
B
-
5
5
 

2
 
鍛
冶
淳

2
 
3
6
 

28
 

13
 
9.
2 

12
83
 
7
B
-
6
2
 

I
 
鍛
冶
浮

3
 
21
 

13
 

12
 
3.
2 

12
84
 
7
 B
-
7
5
 

2
 
鍛
冶
浮

6
 
51
 

34
 
33
 
66
.4
 

12
85
 
6
B
撹
乱

3
 
鍛
冶
淳

4
 
34
 

27
 

15
 
13
.4
 

12
86
 
6
B
-
2
4
 

2
 
鍛
治
浮

4
 
26
 

21
 

18
 
8.
0 

12
87
 
8
B
-
0
9
 

I
 
鍛
冶
浮

4
 
2
0
 

16
 

16
 
6
.
8
 

12
8
日
2
A
-
0
7
 

l
 
ガ
ラ
ス
質
淳

3
 
3
8
 

28
 

18
 
4.
6 

ガ
ラ
ス
質
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ガ
ラ
ス
質
津
計
測
表
(19
)

.. 
番
号

遺
構
番
号

遺
物
番
号
種
類
磁
着
度
長
さ
(
m
m
)
幅
(
m
m
)
厚
さ
(
m
m
)
重
量
(g
)
備
考

11
71
 
3
A
-
0
9
 

16
 
鍛
冶
浮

4
 
57
 

4
0
 

2
3
 
42
.0
 

11
72
 
3
A
-
0
9
 

17
 
鍛
冶
浮

4
 
31
 

3
0
 

17
 
10
.4
 

11
73
 
3
A
-
0
9
 

18
 
鍛
冶
津

4
 
59
 

4
8
 
4
5
 
7
6
.
8
 

11
74
 
3
A
-
0
9
 

2
0
 
鍛
冶
浮

2
 
37
 

31
 

14
 
15
.6
 

11
75
 
3
A
-
0
9
 

21
 
鍛
冶
淳

3
 
32
 

21
 

15
 
14
.4
 

11
76
 
3
A
-
0
9
 

21
 
鍛
冶
淳

2
 
14
 

13
 

11
 
1.
4
 

11
77
 
3
A
-
0
9
 

22
 
鍛
冶
浮

4
 
33
 

2
2
 

2
0
 
14
.6
 

11
78
 
3
 A
-
0
9
 

22
 
鍛
冶
浮

2
 
22
 

17
 

14
 
5.
2 

11
79
 
3
 A
-
0
9
 

22
 
鍛
冶
浮

3
 
28
 

13
 

16
 
4.
4 

11
80
 
3
A
-
0
9
 

22
 
鍛
冶
浮

2
 
16
 

12
 

10
 
1.
4
 

11
81
 
3
A
-
0
9
 

23
 
鍛
冶
浮

3
 
24
 

21
 

19
 
8
.
2
 

11
82
 
3
A
-
0
9
 

23
 
鍛
冶
浮

2
 
27
 

2
2
 

12
 
6.
4 

11
83
 
3
A
-
0
9
 

23
 
鍛
冶
淳

3
 
18
 

12
 

10
 
1.
8
 

11
84
 
3
A
-
0
9
 

23
 
鍛
冶
淳

3
 
2
6
 

13
 

12
 
3.
2 

11
85
 
3
A
-
0
9
 

23
 
鍛
冶
淳

3
 
18
 

14
 

11
 
2.
0 

11
86
 
3
A
-
0
9
 

23
 
鍛
冶
淳

3
 
17
 

14
 

10
 
1.
4
 

11
87
 
3
A
-
0
9
 

23
 
鍛
冶
淳

4
 
17
 

12
 

8
 
1.
6
 

11
88
 
3
A
-
0
9
 

26
 
鍛
冶
淳

3
 
31
 

3
0
 

20
 
17
.8
 

11
89
 
3
A
-
0
9
 

27
 
鍛
冶
淳

5
 
41
 

23
 

2
5
 
25
.0
 

11
90
 
3
A
-
0
9
 

28
 
鍛
冶
i宰

5
 
54
 

39
 

32
 
79
.0
 

11
91
 
3
A
-
0
9
 

28
 
鍛
冶
浮

4
 
37
 

29
 

25
 
2
1.
0
 

11
92
 
3
A
-
0
9
 

2
8
 
鍛
冶
淳

4
 
31
 

2
3
 

26
 
2
1.
0
 

11
93
 
3
 A
-
0
9
 

2
8
 
鍛
冶
浮

4
 
18
 

16
 

14
 
4
.
0
 

11
94
 
3
 A
-
0
9
 

2
9
 
鍛
冶
淳

5
 
24
 

24
 

23
 
14
.6
 

11
95
 
3
A
-
0
9
 

29
 
鍛
冶
淳

2
 
17
 

15
 

12
 
3.
2 

11
96
 
3
A
-
0
9
 

30
 
鍛
冶
淳

4
 
31
 

24
 

22
 
16
.2
 

11
97
 
3
A
-
0
9
 

3
0
 
鍛
冶
浮

3
 
27
 

2
2
 

17
 
9.
0 

11
98
 
3
A
-
0
9
 

31
 
鍛
冶
淳

3
 
31
 

2
0
 

17
 
15
.2
 

11
99
 
3
A
-
0
9
 

31
 
鍛
冶
浮

3
 
2
6
 

25
 

21
 
9.
6 

12
00
 
3
A
-
0
9
 

31
 
鍛
冶
浮

3
 
21
 

18
 

16
 
4.
2 

12
01
 
3
A
-
0
9
 

31
 
鍛
冶
淳

2
 
15
 

12
 

9
 
1.
2
 

12
02
 
3
A
-
0
9
 

32
 
鍛
冶
浮

4
 
51
 

36
 

14
 
7
1.
6
 

12
03
 
3
A
-
0
9
 

32
 
鍛
冶
淳

3
 
38
 

3
0
 

17
 
9
.
6
 

12
04
 
3
A
-
0
9
 

34
 
鍛
冶
淳

4
 
22
 

16
 

16
 
4
.
8
 

12
05
 
3
 A
-
0
9
 

34
 
鍛
冶
浮

3
 
2
0
 

13
 

12
 
1.
8
 

12
06
 
3
A
-
0
9
 

34
 
鍛
冶
津

2
 
18
 

15
 

9
 
3
.
0
 

12
07
 
3
A
-
0
9
 

34
 
鍛
冶
淳

2
 
19
 

13
 

9
 
2.
0 

12
08
 
3
A
-
0
9
 

34
 
鍛
冶
淳

3
 
13
 

10
 

10
 
1.
2
 

12
09
 
3
A
-
0
9
 

34
 
鍛
冶
浮

2
 
14
 

10
 

6
 
1.
0
 

12
10
 
3
A
-
0
9
 

34
 
鍛
冶
津

2
 
12
 

10
 

8
 
0
.
8
 

12
11
 
3
 A
-
I
 8
 

3
 
鍛
冶
津

5
 
47
 

3
8
 

3
0
 
35
.8
 

12
12
 
3
A
-
1
8
 

4
 
鍛
冶
津

5
 
4
2
 

34
 

3
3
 
59
.0
 

12
13
 
3
A
-
1
9
 

3
 
鍛
冶
浮

4
 
4
4
 

31
 

2
8
 
34
.4
 

12
14
 
3
 A
-
1
9
 

3
 
鍛
冶
淳

4
 
29
 

26
 

17
 
1 1
.
4
 

12
15
 
3
 A
-
I
 9
 

3
 
鍛
冶
淳

3
 
28
 

18
 

15
 
8
.
8
 

12
16
 
3
A
-
1
9
 

4
 
鍛
冶
浮

4
 
23
 

19
 

14
 
7.
2 

12
17
 
3
A
-
2
8
 

3
 
鍛
冶
淳

3
 
30
 

2
9
 

22
 
18
.0
 

12
18
 
3
A
-
2
8
 

3
 
鍛
冶
淳

4
 
32
 

29
 

2
3
 
2
7
.
0
 

12
19
 
3
A
-
2
8
 

5
 
鍛
冶
淳

4
 
55
 

4
0
 

2
8
 
77
 .
2 

12
20
 
3
A
-
2
8
 

5
 
鍛
冶
津

4
 
34
 

24
 

2
0
 
2
2
.
8
 

12
21
 
3
A
-
2
8
 

10
 
鍛
冶
津

4
 
73
 

51
 

39
 
18
3.
0 

12
22
 
3
A
-
2
8
 

11
 
鍛
冶
浮

7
 
49
 

4
4
 

32
 
7
7
.
8
 

12
23
 
3
A
-
2
8
 

13
 
鍛
治
浮

6
 
43
 

37
 

28
 
7
0
.
8
 

12
24
 
3
A
-
2
8
 

13
 
鍛
冶
津

3
 
35
 

2
2
 

17
 
14
.8
 

12
25
 
3
A
-
2
8
 

16
 
鍛
冶
津

4
 
35
 

3
0
 

22
 
28
.2
 

12
26
 
3
A
-
2
8
 

18
 
鍛
冶
淳

4
 
51
 

37
 

25
 
50
.8
 

12
27
 
3
A
-
2
8
 

2
0
 
鍛
冶
淳

4
 
3
2
 

3
0
 

23
 
24
.6
 

12
28
 
3
A
-
2
8
 

2
3
 
鍛
冶
淳

4
 
3
8
 

22
 

2
0
 
18
.8
 

12
29
 
3
A
-
2
8
 

2
3
 
鍛
冶
淳

3
 
28
 

17
 

12
 
6.
6 

12
30
 
3
A
-
2
8
 

24
 
鍛
冶
浮

4
 
32
 

26
 

2
0
 
19
.6
 

12
31
 
3
A
-
2
8
 

25
 
鍛
冶
浮

4
 
3
0
 

21
 

22
 
17
.4
 

12
32
 
3
A
-
2
8
 

25
 
鍛
冶
浮

6
 
3
0
 

24
 

22
 
13
.0
 

12
33
 
3
A
-
2
8
 

26
 
鍛
冶
浮

4
 
32
 

22
 

19
 
18
.2
 

12
34
 
3
A
-
2
8
 

27
 
鍛
冶
浮

3
 
28
 

24
 

2
0
 
17
.4
 

12
35
 
3
A
-
2
9
 

5
 
鍛
冶
津

4
 
26
 

25
 

2
0
 
1一7.8
I
 一

鉄
津
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到図主主主



図版 1

川島遺跡と周辺地形



図版 2

遺跡全景

遺跡全景

遺跡全景



S 1 -3 全景

S 1-7 全景

S 1 -15 全景



S I -16 全景

S I -17 全景

S I -18 全景



ω H H φ ・ N O

ω H l N H  

ω H l N N  

トゆ 沖
~ヤ 坤

砂 州



S 1 -23 全景

S 1 -24 全景

S 1 -26 全景



S 1 -27 全景

S 1 -28 全景

S 1 -29 全景



S 1 -30 全景

S 1 -31 全景



S I -33 全景

S I -34 全景

S I -34 遺物出土状況



S 1 -35 全景

S 1 -38 全景

S 1 -39 全景



図版 11

S 1 -40 全景

S 1 -42 全景

S 1 -43 全景



S 1 -41・45 全景

S 1 -46 全景



S 1 -47 全景

S 1 -48 全景

S 1 -49 全景



S 1 -35・50 全景

S 1 -52 全景

S 1 -53 全景



S 1 -54 全景

S 1 -55 全景

S 1 -56・57 全景



S 1 -56 遺物出土状況

S 1 -58 全景

S X-4 全景



S X-5 南東側周溝

S X-5 遺物出土状況

S X-8 全景



図版 18

SD-8 全景

SD-8 遺物出土状況

S D-8 遺物出土状況



喜ミ~SS-)I S 

喜ミ~ST-)IS 

喜苓61-Q S 



S K-47 全景

S K-57 全景

S K-57 遺物出土状況



断。{め1V門の

司馬。{ロー凶の

順。{目 。lV向の



S X-6 全景

S X-7 全景

S X-7 遺物出土状況



S X-12 全景

S X-13 東側周溝

S X-13 北側周1葺



S 1-1 全景

S 1-1 カマド完掘

S 1 -2 全景



バムC{.v-IS 

喜ミF予一1S 

，:-1ムC{.(，;-IS 



S 1 -5 全景

S 1 -5 東壁遺物出土状況

S 1 -6 



喜ミ~6 -1 S 

ペムt{.8-1S 

喜ミ~8-1 S 



S 1 -10 全景

S 1-11 全景

S 1 -12 全景



S 1 -13 全景

S 1 -25 全景

S E-l 全景



S E-l 遺物出土状況

S E-2 全景

S D-12 全景



S D-12 遺物出土状況

S D-12 遺物出土状況

S D-13 全景



S D-I0 全景

S D-6 全景



図版 33

S 1 -3 (3) 

S 1 -3 (1) S 1 -3 (4) 

S 1 -28(4) 

S 1 -21(1) 

S 1 -26(1) 

S 1 -28(1) 

S 1 -28(6) 
S 1 -28(7) 

S 1 -34(1) 

S 1 -34(4) 

S 1 -34(6) 

S 1 -3 (34) S 1 -34(5) S 1 -34(7) 

弥生時代後期から古墳時代前期住居跡出土遺物(1) 



図版 34

S 1 -35(1) S 1 -39(5) 

S 1 -39(3) S 1 -39(16) 

S 1 -39(4) 

S 1 -56(16) 

S 1 -56(15) 
S 1 -56(10) 

S 1 -56(14) 

S 1 -56(13) S 1 -56(19) S 1 -56(12) 

弥生時代後期から古墳時代前期住居跡出土遺物(2)



図版 35

昔、 合』

摘、

‘ 

S X-3(2) 

S X-5(4) S X-5(3) 

四』
園

S X-7(3) 

S X-7(2) 

S X -9 (11) 

S X-7(4) 

S X-9(8) 

S X-9(9) 

S X-9(4) SX-9(lカ

方形周溝墓出土遺物



図版 36

SD-8(5) 

SD-8(1) 

S D-8(7) 

S D-8(9) 

S D-8 (10) SD-8(13) SD-8(6) 

S D-8 (15) 

S D-8 (16) SD-8(20) 

S D-8 (21) SD- 8(1~ S I -35(7) 

弥生時代後期から古墳時代前期溝状遺構出土遺物



S X-10(2) 

S X-12 

S X-13(1) 

民I持能;

AMZ 

S X-6(5) 

S X -13(5) 

S X-lO(l) 

方形周溝墓及び古墳出土遺物

図版 37

S X-10(5) 

S X -13(16) 

S X-4(1O) 

SX-4(l2) 

S X-6(5) 



図版 38

S 1 -1 (1) 

S 1 -1 (2) 
S 1 -1 (5) S 1 -1 (4) 

S 1 -1 (3) 

S 1 -2 (4) 

S 1 -4(5) 

S 1 -5 (2) 

S 1 -5 (1) 

S 1 -8 (4) 

S 1 -5 (7) 

S 1 -9 (4) 

S 1 -5 (4) S 1 -8 (2) S 1 -9 (15) 

古代住居跡出土遺物



図版 39

S I -13(2) 

SI-10(2) 

S I -13(8) S I -13(4) 

S I -13(3) 

S E-l (4) 

S I -51(2) 
S E-l 

S E-l (8) S E-l (16) 

SE-l(l4) 

S E-l (18) S E-l (15) 

S E-l (19) 

S E-l (2司 SE-l(23) S E -1 (21) 

古代住居跡・井戸跡出土遺物



図版 40

S E-2 (40) 
S E-2 

S E-2 (1) 

SE-2(34) 
SE-2(35) 

S E-2白3
SE-2(63) 
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